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　１話　妹が水着に着替えたら？





「うぅ～ん……」

　全身が火にあぶられるような暑苦しさに、帝みかど野の将しよう悟ごはうなりながら目を開けた。

　朝、窓から明るい陽ひ射ざしが入り、室内を照らしている。

　部屋は蒸すように暑く、サウナかと思うほどだ。体中びっしょり汗をかいて、パジャマやベッドのシーツまで寝汗で湿っている。

「あぢぃ……。暑くて寝てられんぞ。せっかく今日からゆっくり朝寝坊できるのに」

　時計を見ると、午前九時を過ぎていた。いつもなら登校している時間だけど、今日はその必要もない。将悟の通う深み流りゆう院いん学園は、夏休みに入ったのだ。

　将悟はベッドから起きて、エアコンのリモコンを手に取った。運転のボタンを押すと、ピッと音がして、部屋の隅のエアコンがカタカタと音を立てる。

　……しかし、いつまで待っても微弱な風しか吹かず、室内の気温は下がらない。

　設定を見直して、再度ボタンを押してみた。それでも結果は変わらない。

　机の引き出しに入っていた新品の電池と取り替えても、やはり同じだった。

「おかしいな。フィルターが汚れてるのか？」

　エアコンの前面のフタを開いて、内部のフィルターを見てみた。けれどホコリがつまっている様子もなく、きれいな状態だ。

　このエアコンは将しよう悟ごが部屋に越して来たとき、すでに備えつけられていたものだ。

　だいぶ古いらしく、白い本体が黄ばんでいる。もうガタがきてるのかもしれない。

　将悟は携帯電話を取り出し、アパートの大家に電話をかけた。三回ほど呼び出し音が鳴って、大家である中年男性の声が出た。

「すみません、朝早く。実は、部屋のエアコンが壊れちゃったみたいなんですけど」

『あー、あのエアコンねー。前の住人が置いてったものなんですよー』

「そうなんですか？　それで、修理をお願いできませんか？」

『うーん、ウチで用意したもんじゃないからねー。帝みかど野のさんのほうで好きに買い換えてもらっていいですよー。捨てるときは言ってもらえば、粗大ゴミの費用出しますからー』

「え、買い換え……？」

　結局アパート備えつけの備品ではないという理由で、修理はしてくれないらしい。

　電話を切って、もう一度壊れかかったエアコンを見上げた。

「買い替えったってなぁ……。そんなお金ないぞ」

　エアコンともなれば、安くても数万円はするはずだ。ほいっと払える金額じゃない。修理だけでも、おそらく一万円以上かかりそうな気がする。

「こんなことなら、扇風機を買っとけばよかった」

　将悟はサイフを取り出し、中身を見た。千百十五円しか入っていない。

　先日、夏用に新しい水着を買ったばかりだった。生活費をのぞいたら、今月、自由に使えるお金は残りこれだけである。

「……母さんに頼んでみるか」

　将悟は再び携帯電話のボタンを押した。アドレス帳を開いて、母の直通番号にかける。

　呼び出し音が鳴って、すぐに電話が通じた。

『もしもし。将悟ですか？　おはよう』

「母さん、おはよう……」

『なんですか、朝から寝ぼけた声を出して。挨あい拶さつはもっとハキハキとなさい。まさかとは思いますが、学校が夏期休暇になったから朝寝坊していいなどと考えているのではありませんね？』

「かか、考えてませんって。俺おれは毎朝ラジオ体操だって、ほら、おいっちに」

　将悟はあわてて、腕を振り足を曲げて伸ばす運動をした。

　母である帝野鹿か野の子こは、今、世界的な企業『帝野グループ』の社長を務めている。先代の社長であり、将しよう悟ごの亡き父・帝みかど野の熊くま五ご郎ろうに代わって会社を支えているのだ。

　それだけに、次代の社長を目指す将悟に厳しく言うことも多い。

「ところで母さん、実は、部屋のエアコンが壊れたみたいで……。これじゃ暑いし、せめて扇風機を買いたいんですけど」

『わたしに聞かずとも、買えばいいではないですか』

「ちょっとお金を助けてくれるとうれしいかなーって……」

　とたんに、電話の向こうで不機嫌そうな沈黙が流れた。

『将悟。よく聞きなさい。あなたが深み流りゆう院いん学園に通い、一人暮しをするのに充分な費用は仕送りしているはずです。本当はこれだけでも甘すぎるのですよ。勉学と、生涯愛する伴はん侶りよとの出会いに集中できるよう、特別に措置しているのです。それ以外の余計な資金を必要とする理由がありますか？』

「でもほら、暑いと勉強もできないじゃないですか」

『図書館で勉強なさい。部屋にいるよりはかどるでしょう。どうしても扇風機がほしければ、アルバイトで資金を貯めなさい。よい人生経験になりますよ』

「バイトですか……。ちょうどいい仕事が見つかるといいんですけど」

　すると、母が思い出したような声で言った。

『そうそう将悟。アルバイトと言えば、あなたに一つ頼みたいことがあります』

「え、何かいいバイトがあるんですか？」

『水着のモニターを依頼したいのです。――現在、当社のスポーツ衣料部門「ミカドノウェア」の市場シェアは、残念ながら競合する共きよう明あ日すカンパニーの後こう塵じんを拝しています。そこでシェアを奪還すべく、来年の夏に向けて女性用水着ブランド「ミカドノマーメイド」を発足させ、新作スイムウェアを販売する計画を立ち上げているのです』

「へぇ……。もう来年の話なんですね」

『早ければ今冬にはファッションショーでお披露目する予定ですからね。そこで先日、試作品の水着が完成しました。この水着を若い女性の方々に試着していただいて、ご意見をうかがいたいとの声が商品開発部より上がっているのです』

「でも俺おれ、男ですよ。女性用水着の試着なんてできないし……」

『将悟には深流院学園に通うご学友が大勢いらっしゃるではありませんか。先日のパーティーにご参加いただいたみなさま、どなたもお美しい淑女でしたよ』

「って、心こ乃の枝えたちに頼んでくれってことですか!?」

『深流院学園の学徒ともなれば、ファッションセンスも磨かれているはず。彼女たちのご意見をくみ取った水着となれば、必ずやヒット商品になるでしょう』

　将悟はどう返事をしたものか迷った。

　女の子に『水着を着てほしい』なんて頼んだら、下心があるって思われそうだ。

『どうですか？　もちろん相応の謝礼を差し上げますよ』

　謝礼、と聞いて将しよう悟ごは目を光らせた。

　――そうだ、バイト代がもらえれば、扇風機が買える！　暑い夏を乗り切れるんだ！

「やる！　やります！　俺おれにまかせてください！」

『ありがとう、将悟。では担当者よりスイムウェアを発送させます。多様なご意見を頂ちよう戴だいしたいですから、一人だけでなく何名かにモニターしてもらえるとよいでしょう。――それと開発中の商品ですので、くれぐれも機密保持に注意してください』

「わかってますって。心こ乃の枝えと……それから雅みやびにも頼めそうかな」

『さすが将悟。深み流りゆう院いん学園で着々と人脈を築いているようですね。仕事とは人のつながり。助け合える仲間を大切にしなさい』

　将悟と母はお互いに上機嫌で会話を終え、電話を切った。



　翌日の朝、将悟の家に一抱えもある荷物が届けられた。発送元は帝みかど野のグループのスポーツ衣料部門『ミカドノウェア』だ。

　ダンボール箱を開けると、一番上にモニター用のアンケート用紙が何枚か入っていた。試着した感想や不満点を書きこんでもらい、開発部にフィードバックするためのものだ。

　用紙の下には、淡いピンク色の化粧箱がつまっていた。平たい長方形の箱が、全部で六つ。水着がパッケージングされた箱である。

　化粧箱は、さすがブランド品と思わせるオシャレなデザインだった。

　中央の下部に『Ｍｉｋａｄｏｎｏ　Ｍｅｒｍａｉｄ』と筆記体のロゴが書かれている。このまま贈り物にできそうな、高級感あふれるパッケージだ。

　箱の中央はハート型にくり抜かれて透明フィルムが貼はられている。箱の中に、赤い大きな蝶ちよう結むすびが見えた。水着の胸元に、制服のようなリボンがついているらしい。

　上下にピンクのラインが入った、かわいらしい布地だった。蝶結びの中央では、宝石のような赤いブローチが輝いている。

「なかなかいいデザインじゃないか。こりゃ女の子なら喜んで着てくれそうだな」

　そのほかの箱を手に取ってみると、ハート型の窓から見える水着の色が、それぞれ違っていた。白や青や黒など、豊富なカラーバリエーションが用意された商品らしい。

　中を開けてみたいけど、せっかくの美しいパッケージが崩れてしまいそうだ。将悟はそのまま、化粧箱をていねいにダンボールの中へ戻した。

　――よし、女の子にモニターを頼まないとな。

　将悟はさっそく、心乃枝に電話をかけた。

『はい、鶴つる眞まです。――将悟さんですか？』

「実は、心乃枝にちょっと頼みがあるんだけどさ」

　将しよう悟ごは新ブランド水着のモニターについて話した。

　最初は、下心があるんじゃないかと思われるのが不安だったけど……

『新ブランドかぁ……。ミカドノウェアのスイムウェアって、どれもキュートなデザインなんですよね……』

　という、うっとりした心こ乃の枝えの声で、将悟は勢いづいた。

「だろ？　新ブランドのデザインは、今まで以上にすっげーキュートなんだぜ。心乃枝も着てみたいって思うだろ？　だからモニターを引き受けてくれると助かるんだ」

『でも、わたしでいいんですか？　パパの会社、共きよう明あ日すカンパニーですけど……』

　心乃枝の育ての父は、帝みかど野のグループのライバル企業、共明日カンパニーの重役なのだ。

「そりゃ企業秘密のことを話されたら困るさ。だけど心乃枝、そんなことしないだろ？」

『もちろん言いませんよ。わたし、将悟さんに迷惑かけるつもりありませんもの』

「俺おれだって心乃枝を信頼してるさ。だからこそ、こうして頼んでるんだぜ。――な、俺を助けると思ってさ」

『……そうですね。わたしでよければ、新商品開発のお手伝いをします』

「助かるぜ。モニターの日なんだけど……さっそく、今日の午後でもいいかな」

『はい。予定もありませんから』

　午後に学校で待ち合わせることを約束し、将悟は電話を切った。

「これで心乃枝はＯＫっと……。次は雅みやびかな」

　続けて雅の番号に電話をかける。

　神かん凪なぎ雅は将悟のクラスメイトであり……そして、彼の妹でもある。

　もっとも彼女が本当の妹だと判明したのは、ほんの数日前のことだ。

　クラスメイトから妹。急速に変化した関係に、まだ慣れてはいなかった。

『もしもし？　将悟？』

「おぅ、俺だ。もう起きてたか？」

『あたし将悟みたいに寝ぼすけじゃないわよっ』

　さっそくツンツンした声が返ってくる。

　――なんか、いつもの雅だな。

　妹と判明する以前と変わらない彼女の口調に、少し安心した。いくら妹になったとはいえ、雅は雅だ。

「あのさ、雅。ちょっとお願いがあるんだけど、いいかな？」

　将悟は雅に、水着モニターについて説明した。

『ふ～ん。あたしに水着着せて、ニヤニヤしようってんじゃないでしょうね』

「ニヤニヤしねぇよっ。……いいか、よく聞け雅。ミカドノウェアの新ブランドの水着を誰だれよりも早く着られるんだぞ。最先端の流行を先取りできるんだ」

『流行を先取り……？　そうなの？』

「あったりまえだ。これで来年の雅みやびはな、最新の水着ファッションを着て、海でプールで注目の的になること間違いなしだぜ」

　女心をくすぐられる言葉を並べられ、雅は照れくさそうな声になった。

『わ……わかったわよ。そんなに言うなら、モニターしてあげてもいいわ』

「ほんとか!?　恩に着るぜ！　さすが俺おれの妹だな」

『……ったく、頼りない兄のためなんだからしょうがないでしょ。ちゃんと、最新のブランド水着が着られるんでしょうね』

「まかせとけ。ファッション業界人になった気分にさせてやるからさ」

　雅とも午後の待ち合わせを約束して、将しよう悟ごは電話を切った。

　正直、最初は女の子に水着を着てもらうなんて頼むことが、ちょっと恥ずかしかった。けれどいざ頼んでみれば、心こ乃の枝えも雅もあっさり引き受けてくれたのだ。

「ま、俺にとっちゃこのくらい、女の子に水着を着てもらうだけの簡単なお仕事だぜ。新しく買う扇風機でも探しておくかな」

　早くも仕事を終えた気分で、余裕しゃくしゃくな将悟だった。
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　昼過ぎになると将悟は制服に着替え、水着の入ったダンボール箱を抱えて学校に来た。

　夏休みに入り、深み流りゆう院いん学園の敷地内はほとんど人もなく、歴史ある古風な校舎はひっそりと静まりかえっている。

　扱う水着は世間に発表する前の商品だ。なるべく人目につかないようにしなければならない。今はちょうど夏休みだし、学校の屋内プールなら貸し切り状態で使えるはずだ。

　プールの使用申請をするため、将悟は生徒会室に向かった。職員室で聞いたら、今日は生徒会役員が登校しているから彼女たちに申請するよう、教えてもらったのだ。

「失礼しまーす」

　将悟はダンボール箱を抱えながら生徒会室に入った。

　奥の席に座って、マンガを読みながらビスケットをパクついていた生徒会長の天てん導どう愛ま菜なが顔を上げた。

「あっ、将悟く～ん。なんで荷物運びしてるの～？」

「このダンボールはちょっとね。天導会長は何してるんだ？　夏休みなのに登校？」

「愛菜、夏休み中も忙しいんだよ。図書室のマンガ、全部読み終わんないと～」

　真剣な顔でビスケットをくわえながら、マンガのページをめくる愛菜である。

　すると、棚を整理していた、もう一人の女子生徒が愛菜の後ろに歩いてきた。

「遊んでないで手伝ってくださいっ。ダラダラしてるから一学期中に生徒会室の整理が終わらなかったんですよ！」

　生徒会副会長の国くに立たち凜りん香かだ。イラついた表情でこめかみに青筋を立て、愛ま菜なが持つマンガをパッと取り上げた。

「ひ～ん、凜香ちゃんがマンガ読むのジャマする～。いいもんっ！　はちみつビスケ、独り占めしちゃうから！」

　愛菜はやけ食いみたいに、パクパクとビスケットを口に放り込んだ。

　凜香は無視してマンガを棚に置くと、将しよう悟ごに向き直った。

「帝みかど野のセンパイ、夏休みにどうしたのですか？　そんな荷物まで抱えて」

「学校の屋内プールを借りたくて、申請しに来たんだよ」

「プールですか？　センパイ、水泳部じゃありませんよね？」

　将悟はダンボール箱を床に置いて、二人に水着モニターのことを説明した。

「今日、これから心こ乃の枝えと雅みやびに頼んでるんだ。企業秘密の水着だから、人のいる場所で着てもらうわけにいかなくてさ。夏休み中の学校のプールなら、ほかに人もいないだろ？」

「ですが本日はこれから、屋内プールの点検をする予定になっています。もうすぐ業者さんが来ますから、中に入れませんわよ」

「え……マジで？　じゃあ、明日ならいいかな？」

「明日から数日は、ウォーターポロ部の先約があります。――学校設備を個人使用したいのでしたら、少なくとも一週間前には申請してくださいませんと」

　将悟は落胆した。

　モニターを一週間も遅らせたら、母に仕事のデキない男だなんて思われそうだ。謝礼の額を減らされてしまうかもしれない。それに扇風機を買うのだって遅くなってしまう。

「なんとかならないかな」

　将悟は懇こん願がんするように、二人の生徒会役員を見まわした。

　と、愛菜が思いついたようにポンと両手を叩たたいた。

「愛菜にいい考えがあるよ～！」

「プール使えるの!?」

「使えないなら、新しく作っちゃえばいいんだよ～」



　三十分ほどあと、将悟、愛菜、凜香の三人は屋上に立っていた。

　さんさんと陽ひ射ざしが降りそそぎ、見上げると雲一つない真まっ青さおな空が広がっている。

　屋上の広場を取り囲むフェンスの向こうを見下ろすと、眼下にグラウンドがあった。周囲を体育館などの学校設備が囲み、敷地の外には住宅街の街並みが続いている。ずっと遠くには、青くかすむ山並みが見えた。

　そんな見晴らしのいい屋上のまん中に、小さなプールが置かれている。

　直径三メートルほどの円形のプール。ビニールプールだ。

「天てん導どう会長。いい考えって、これ？」

「学校の用具室に置いてあったんだよ。いっぺん、入ってみたいって思ってたの～」

　愛ま菜なは蛇口につないだホースの先を持ち、ビニールプールになみなみと水を注いでいる。

　……なんていうか、小学生が水遊びするプールに見えてしかたなかった。

「国くに立たちさん、いいのかな？　屋上でプールなんて」

「単なる水遊びでは認められませんが……企業活動への参加ともなれば話は別です。我が深み流りゆう院いん学園は、政財界の子息が多く通う学校。これも社会勉強の一環として、学園側も認めてくれますわ」

「国立さんが言ってくれるなら安心だな。大手を振ってモニターできるぜ」

「ね～ね～、将しよう悟ごくん、愛菜もモニターしたいな～。プール入りた～い」

「それって、水遊びしたいだけなんじゃ……」

　けど、特に拒む理由はない。水着は六着もあるのだ。モニターの人数は少ないより多いほうがいいだろう。もしかしたら謝礼の額だって上がるかもしれないし。

「でも国立さん、生徒会室の整理してたみたいだけど、大丈夫？」

「かまいませんわ。むしろ、わたしもモニターに参加させていただきたいくらいです」



    

  
    
      



    

  
    
      「へぇ……。国くに立たちさんも新ブランドの水着に興味があるとか？」

「ファッションより、帝みかど野のグループの企業活動に興味があるのです。新製品開発に携われる機会など、そうそうありませんから」

　しっかりした性格の凜りん香かなら、モニターのアンケートにも的確な感想を書いてくれる気がする。より役に立つモニター結果が得られそうだ。

「じゃ、天てん導どう会長と国立さんにもお願いするよ！　――ますます扇風機が近づいたぞ」

「扇風機……ですか？」

「な、なんでもないよ」

　ちょうどそのとき、将しよう悟ごのポケットで携帯電話の着信音が鳴った。雅みやびからだ。

　出ると、校舎の玄関に着いたところらしい。心こ乃の枝えも一緒に来ているようだ。

　将悟は電話を切ると、雅たちを出迎えるため校舎の階段を駆け下りた。



　きっちり制服を着てきた心乃枝と雅を連れて、将悟は自分たちの教室に入った。

「悪いなぁ、二人とも。暑いのにわざわざ呼び出しちまって」

「まったくよ。将悟がどーしてもって泣き叫ぶから来てあげたんだからね」

　雅は腕を組み、ぷりぷり怒った顔をした。

「泣き叫んでないだろ。――急に母さんに頼まれちゃってさ」

「ふふっ、将悟さんって頼りにされてるんですね」

　心乃枝がちょっと尊敬するような眼まな差ざしを向けた。

「ま、まぁな。俺おれの人脈を頼りたいなんて言われちゃってさぁ」

　将悟は生徒会室から運んで来たダンボール箱を、教室の床にドサッと置いた。

「この中に新ブランドの水着が入ってるんですね？　どんなデザインなのかなぁ……」

「もー、しょうがないなぁ。あたしも最新のモードに興味ないわけじゃないしぃ」

　さっきまでのぷりぷり顔もどこへやら、雅は期待に満ちた目になって箱を見つめた。

「神かん凪なぎさん、知ってますか？　ミカドノウェアのスイムウェアって、毎年世界一流のモデルによるファッションショーで発表されるんですよ」

「一流モデルより先に最新水着を着られるってことじゃん！　すごいな～、ほんとにファッション業界人になったみたい」

　二人はますます期待の高まった表情になり、目をキラキラと輝かせた。

　これだけ注目されると、なんだか将悟まで鼻高々な気分になってくる。

「市場シェアを拡大するため新ブランドを立ち上げるんだってさ。そのくらい気合いの入った水着なんだ。二人とも、よーく吟味しながら着るんだぞ」

　教室の扉がガラッと開いて、愛ま菜なと凜香が顔をのぞかせた。

「将悟く～ん、早く水遊びに行こうよ～」

「ですから天てん導どう会長、水遊びではありません！　あくまで社会活動なんですからね」

　なんて話をしながら、生徒会役員の二人が教室の中へ入ってくる。

　四人がそろったところで、将しよう悟ごはいよいよダンボール箱を開き、もったいぶった手つきで水着がパッケージングされた化粧箱を取り出した。

「きれ～い……」

　女の子たちが感嘆の声を上げる。

　将悟はあらためて今回のモニターについて話した。送られてきた水着に同どう梱こんされていたアンケート用紙を一枚ずつ手渡し、試着した感想や不満点を自由に書いて、意見を寄せてほしいと説明した。

「バスタオルも用意してあるから、使ってくれな。――それじゃ、いよいよ新ブランドの水着のお披露目だぞ。心こ乃の枝え、何色がいい？」

　心乃枝は真剣な顔になって、化粧箱の窓から見える水着のリボンを見比べた。

　リボンの結び目には宝石のようなブローチがついていて、魅惑的に映えている。

「わたし、赤にしようかな。どうですか？　派手かなぁ……」

「派手なんてことないぞ。きっと心乃枝に似合うよ」

「だといいなぁ。――中、開けてみてもいいですか？」

　将悟がうなずくと、心乃枝は箱を手に取り、ていねいな手つきで上ブタを止めているシールを剥はがしていく。

　すぐ横から、雅みやびはわくわくした表情で心乃枝の手の化粧箱を見つめていた。

　愛ま菜なと凜りん香かも、いったいどんな美しい水着が飛び出すのかと、期待に満ちた顔だ。

　心乃枝は化粧箱のフタを開け、中の水着を手に取った。

　皆が注目する中、両手で掲げるように持って……

　ピッタリと固まった。

「あ……あの……将悟さん？　なんですか……これ……？」

　将悟もまた、呆ぼう然ぜんと心乃枝の持つ水着を凝視していた。

　いや、水着といっていいのかすらわからない。

　リボンだ。水着全体が細長いリボンでできていて、ビキニの上下を形づくっている。

　水着というより、まるで裸にリボンを巻くようなデザインだ。

「ここ、こんなの……着るんですか……？」

　水着を持つ手を震わせながら、心乃枝の顔がカァッと真まっ赤かになった。

「ちょっと将悟っ！　な、なんなのよっ、この水着！　ここ、こんな恥ずかしいの、着られるわけないでしょっ」

　雅が怒ど鳴なりながら噛かみついてくる。

「お、おかしいな」

　将しよう悟ごはあわてて、別の箱を開けた。やはり中に入っていたのは、色が違うだけで同じデザインの、こっ恥ぱずかしいリボン水着だ。

「ひ～ん、こんなの着たところ見られたら、お嫁さんにいけなくなっちゃう～」

　愛ま菜なはうるうると目に涙をため、

「……帝みかど野のセンパイ、わたしたちをだまして欲望を満たすつもりだったのですね」

　凜りん香かはじとーっと白い目を向けた。

「まま、待ってくれ、みんな。間違いだ、きっと何かの間違いだよっ！」

　将悟はそそくさと教室の隅に歩いて、携帯電話で母に電話をかけた。

『もしもし、将悟ですか？　今は仕事中ですよ。無駄な電話は控えなさい』

「いや母さん、例のモニター用の水着なんだけどさ。……なんですか、これ？」

『なんですかとはなんですか。説明したでしょう？　来年発売する新ブランド用の商品です。一流デザイナーによる、実に斬ざん新しんなスイムウェアでしょう？』

「斬新っていうか……見てるだけで恥ずかしくなるような……」

『新ブランドのコンセプトは「女をダイタンに変身させ恋を成就させる魅惑のウェア」なのです。このスイムウェアを着て海辺のデートを楽しめば、どんな内気なお嬢さまも勇気を出して愛の告白ができるでしょう』

　――いやいや、ダイタンどころかヘンタイじみてますから。

　と、ツッコみたくてしょうがない将悟である。

『では将悟、モニターをよろしくお願いしましたよ。今回の成果が新ブランドの未来を左右するといっても過言ではないのです。もちろん、しっかり謝礼を支払いますからね』

　謝礼、と聞いたとたん、将悟は思い直した。

　――そうだ。こんなことでくじけちゃダメだ。

　俺おれには大切な目的がある。扇風機を買って、暑い夏を乗り切らなければ！

　たちまち気分を引き締め、将悟はキリッとした顔になって電話に向かいあった。

「わかってますよ。俺、こう見えても深み流りゆう院いん学園で一目置かれている存在ですから。女の子にヘンタ……ダイタンな水着を着てもらうくらい、お茶の子さいさいってなもんです」

　将悟は電話を切り、もう一度女の子たちのほうを向いた。

　こうなったらなんとしてでも、みんなに水着を着てもらうしかない。

　おだて、褒めそやし、ありとあらゆる話術で女の子たちをその気にさせなくては！

「みんな驚かせて悪いな。――こう見えてもこの水着は、来年大流行する最先端のデザインなんだ。一流デザイナーが言ってるんだから間違いないぜ……って、あれ？」

　気がつくと、女の子たちは将悟の話も聞かず、教室の扉から出ようとしていた。

「どこ行くんだよ？」

　凜香が振り返って、キッとにらみつけた。

「いいですか、帝みかど野のセンパイっ！　校内であのような破廉恥な水着を着るなど、このわたしが断じて認めませんっ!!」

「頼まれたって着ないんだからっ。将しよう悟ごのエロ兄貴！」

　雅みやびがイーッと舌を出した。

「さぁみなさん、生徒会室にお越しください。お茶とお菓子をお出ししますわ」

「愛ま菜なのはちみつビスケ、まだ一袋残ってるよ～」

　凜りん香かと愛菜の言葉に、雅が両手を上げて喜んだ。

「わ～い、お菓子だお菓子～」

　そのまま三人は、将悟を無視して廊下に出ていった。

　最後に残った心こ乃の枝えがちらっと振り返る。

　将悟と目が合って、心乃枝はハッと息をのんだ。……そのまま、バツが悪そうに目を反らした。なんだか見ちゃいけないものを見てしまったような目だ。

　逃げるように、雅たちを追いかけて駆けていく。

　将悟は呆ぼう然ぜんと、心乃枝たちの背が廊下の向こうに見えなくなるまで見送って……

「うわあああああっ!?」

　両手で頭を抱え、叫び声を上げた。

「お、俺おれ、すっかりヘンタイ扱いされてる!?」

　――マズい……。このままじゃモニター失敗だぞ。

　どこかに、この水着を着てくれる女の子はいないのか……。

　将悟は化粧箱の中にあるリボン水着を見つめた。

　確かにこれじゃ、水着というよりもエッチなコスプレにしか見えない。こんなの着てくれる女の子なんて、そんな簡単に見つかるわけが……

　――ん？　コスプレ……？

　ふと、将悟は思いついた。そういえば一人、コスプレの好きな女の子がいる。

　――そうだ、嵯さ峨が良らセンパイだ！　いつもコスプレしてるセンパイなら、この水着だって喜んで着てくれる……かもしれない！

　嵯峨良芽め依いは将悟の一学年上のセンパイで、コスプレウェイトレスがいる喫茶店のオーナーだ。

　希望の光が射さした思いで、さっそく芽依に電話をかけた。



　数十分後、芽依は将悟が待つ教室に来てくれた。

　話を聞き終えると、将悟が持つリボン水着をじーっと見つめ、次に将悟の顔を見た。

「世にも美しいコスプレ衣装があると聞いて来てみれば……」

　丸いメガネの奥から、ちょっと呆あきれたような視線を突き刺してくる。

「わたしに、裸になってリボンを巻きつけ、『ぷれぜんとふぉーゆー』と叫べと言うのだな？　えぇ、そうなのだな、帝みかど野の？」

「叫べとは言ってませんって……。ほら嵯さ峨が良らセンパイならコスプレとか好きですし、こういう水着も喜ぶかなーって思って」

「このような水着を着せる以上、覚悟はできているのだろうな。体をリボンで包むということは、わたしの身も心もぷれぜんとふぉーゆーなのだぞ！　このわたしが、一生帝野のものになるのだぞ！」

「なんでそうなるんですか!?　水着を試着してもらって、感想聞くだけですから」

「で……その、なんだ。帝野はわたしの体を手に入れて……何をしようというのだ。やっぱりあんなことか？　それともこんなことか？」

「あんなこともこんなこともしませんっ！　モニターだけですから！」

　将しよう悟ごは両手を合わせて拝み倒した。

「お願いします！　このとおり!!　もう嵯峨良センパイしか頼める人がいないんですっ」

　と……廊下のほうで駆けてくる足音がして、また教室の扉が勢いよく開いた。

「こら将悟っ！　今度は嵯峨良センパイまで毒どく牙がにかける気!?」

　雅みやびが叫びながら教室に駆けこんでくる。

　そのあとから、凜りん香かと愛ま菜な、心こ乃の枝えも入ってきた。

　芽め依いの前で情けなく拝んでいる将悟を見て、凜香は呆あきれたようにため息をついた。

「まったく、少しは反省してるかと様子を見に来たら……。帝野センパイの執念には、ほんと感心いたします」

「嵯峨良センパイ、将悟にだまされちゃダメ！　ヘンタイにさせられちゃうんだから！」

　雅は芽依をかばうように、彼女と将悟の間に割って入った。

　――くそっ。最後の頼みの綱も切れちまったのか……。

　このままじゃ、俺おれはバイトを完遂できない……。母さんに仕事のできない男と思われ、謝礼ももらえず、扇風機も買えないまま暑い部屋で蒸し焼きになっちまうんだ！

「頼む！　みんな、このとおりだ！」

　突然、将悟は床に這はいつくばるような格好で土ど下げ座ざをした。

「し、将悟さんっ!?」

「将悟っ、何してんのよっ」

　心乃枝と雅が驚いた声を上げる。

「これは……俺の信用に関わる問題なんだ。俺の命に関わる問題なんだ。どうか、俺を助けると思って……水着を着てほしい!!」

「んなこと言ったってさぁ……」

　雅は困った顔で将悟を見下ろした。

「雅みやび、俺おれを信じてくれ……。決してイヤらしい気持ちでやってることじゃない。この俺が、血のつながった妹にエロい水着を着せて喜ぶようなヘンタイ兄貴に見えるか？　え？」

「…………見えるもん」

「そんなこと言わずに頼むよっ！」

　将しよう悟ごはつかみかからんばかりの勢いで、雅の両肩をわっさわっさと揺すった。

「離してってばエロ将悟！」

　雅はキーッと叫びながら、つかみかかる将悟の腕を引き離そうともがいた。

　と、そんな二人の横で、心こ乃の枝えがボソッとつぶやいた。

「でも……わたしたち、モニターするって約束したんですよね。このままわたしたちがモニターしなかったら、将悟さんが怒られちゃう……」

「鶴つる眞まさん、将悟の口車に乗せられちゃダメよっ」

「でもこの水着、新ブランドのデザインなのは事実ですし……着てみたら、意外とキュートなのかも」

　すると聞いていた芽め依いが、コクリとうなずいた。

「少なくとも、素材はなかなかの高級品だとわかるぞ。高価なコスプレ衣装でもここまで肌触りのいい生地はそうそう見当たらない」

　愛ま菜なや凜りん香かも、少しずつあきらめたような、覚悟を決めたような顔になっている。

「やっぱり水着に着替えないと、水浴びできないもんね～」

「わたしにはとうてい容認しがたい水着ですが……企業活動ともなれば、様々な趣向の顧客に合わせた商売をすることも必要ですわよね。これも一つの社会勉強かもしれません」

　雅は戸惑った様子でキョロキョロと女の子たちの顔を見まわし、それからもう一度、置かれた水着をじーっと見つめる。

　恥ずかしそうに震えながら耳まで赤く染めて……

「えぇーいもう、わかったわよっ！　着ればいいんでしょ、着れば!!」

　やけっぱちに叫んで、奪い取るように水着が入った化粧箱の一つを持った。

「ほ、ほんとか、雅!?　ほんとに着てくれるのか!?」

「いいこと、将悟！　今日だけだからね！　モニターのために着てあげるんだから！」

「わたしも……恥ずかしいですけど、着てみますね」

　続いて心乃枝が、照れた顔でさっきの赤いリボン水着を手に取る。

　さらに、愛菜と芽依、凜香もそれぞれ水着の箱を選んでくれた。

「あ、ありがとうみんな……」

「着替えるんだから廊下に出てってよっ！　のぞいたらコロすからっ!!」

　さっそく雅に蹴け飛とばされるようにして、廊下へ追い出される将悟だった。



「ふぅ……。なんとか無事、モニターを続行できそうだ。一時はどうなるかと思ったぜ」

　女の子たちが教室で水着に着替えている間、将しよう悟ごは廊下に立って待っていた。

　夏休み、誰だれも通らない廊下は静まりかえっている。すると足音を響かせながら、男子生徒の制服を着た一人の人物が廊下の先から近づいてきた。

　誰だろう……と思っていると、歩いてきたのは水みず谷たに衣い楠くすだった。

　暑いのに汗一つかかない涼しげな顔で、さわやかに笑顔を浮かべている。

「やぁ将悟くん。キミの元気な顔に会えてうれしいよ。夏バテはしてないかい？　よかったら、特産天然ウナギを送ろうではないか。下ろして蒲かば焼やきにして食べれば暑さに負けないスタミナがつくさ」

「……今はウナギより扇風機がほしいんだけどな。――ていうか衣楠、夏休みなのに学校に用事でもあるのか？」

「将悟くんが鹿か野の子こ氏のアルバイトを始めたと聞いて、様子を見に来たんだ。未来の社長への階段を上るため、グループの事業を身をもって体験しているのだね。実に頼もしい」

　衣楠は将悟に、期待のルーキーを見るようなまぶしい目を向けた。

「いや、扇風機がほしくてさ」

「安心したまえ。社長ともなれば秘書が一日中、扇であおいでくれるだろう」

「いや、秘書はそんなヒマじゃないだろ……」

「アルバイトは順調かい？　新ブランドの水着モニター調査をしていると聞いたのだが」

「なんとかなりそうだぜ。一時は危機的状況だったけどな」

「それはよかった。では将悟くん、アルバイトの成功を祈っているよ」

　衣楠は手を振り、来た道を戻っていく。階段を下りていくと、姿が見えなくなった。

　――わざわざ心配して来てくれたのかな。

　将悟は心の中で感謝した。少し変わり者の衣楠だけど、なんだかんだで頼れる相手だ。

　数分ほどして、将悟は教室の中に向かって声をかけた。

「おーい、着替え終わったか？」

　しかし返事がない。しばらく待って、もう一度聞いてみた。

「開けてもいいかな？　まだだったら言ってくれよ」

「は……はい。いいですよ……」

　中から、なぜか気弱そうな心こ乃の枝えの返事が聞こえる。

　将悟は教室の戸を開けた。

　教室のカーテンは閉められて、少し薄暗い。

「ひゃっ」

　将悟が教室に入った瞬間、女の子たちが恥ずかしそうに両手で体を覆った。赤く染まった顔で恥ずかしそうに見返している。

　水着姿の彼女たちを見て、将しよう悟ごは一気に血圧が上がりそうになった。

　とても水着を着ているように見えない。裸のバストやヒップに細長いリボンを巻いているようにしか思えなかった。

　白い肌に巻かれたカラフルなリボン。

　裸に巻かれたリボン……裸にリボン……裸リボン……。

　心こ乃の枝えは赤、雅みやびは白、凜りん香かは緑、愛ま菜なはピンク、芽め依いは青。

　まさしくギフトボックスのラッピングかと思うような裸リボン姿の女の子たちが、将悟の前に並んでいた。

　恥ずかしい。素すっ裸ぱだかよりも恥ずかしいくらいだ。

　カーテンの隙すき間まから射さしこむ光に照らされて、彼女たちの肌が艶あでやかに輝いて見える。

「はぅ……み、見ないでください……」

　心乃枝は体中真まっ赤かに染めて、モジモジと体をくねらせた。

「だ、大丈夫だ、心乃枝。に、似合ってるよ……」

　将悟が近づくと、雅や芽依が噛かみつく勢いで怒ど鳴なってきた。

「将悟っ！　ジロジロ見ないでよっ！　こっち来ないでっ!!」

「いいか帝みかど野の！　誰だれのリボンからほどこうかな～なんて考えてるんじゃないぞ！」

　二人ともギフトボックスというより、宝箱に擬態したミミックである。



    

  
    
      



    

  
    
      「わ、わたしとしたことが……こんな屈辱的な格好をするなんて……」

　凜りん香かはちょっと涙目になって、悔しげに歯ぎしりしている。

「みんな、そんな恥ずかしがるなって……。大丈夫、ぜんぜんヘンじゃないぞ。めっちゃキュートなんだから、自信持ってくれって」

　将しよう悟ごが元気づけるように言うと、心こ乃の枝えは自分の着ている水着を見下ろした。

「そ……そうですか……？　恥ずかしくないかなぁ……」

「もちろん。きっとプールに入れば、すぐ馴な染じむよ」

　プールと聞いたせいか、愛ま菜ながいきなり大きくうなずいた。

「そうだよ、気をしっかりだよ～！　水浴び！　みんなで水浴びしよう！」

「水着姿で教室にいるほうが恥ずかしいですわ。早くプールに入りましょう」

　ほかのみんなも凜香に同意して、五人の女の子は一足先に屋上のプールへと向かった。
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　将悟はダンボールの中に入れてあったバスタオルを取り出し、女の子たちの人数分を持って屋上に向かった。

　階段を上っていくと、明るい屋上のほうから「きゃあっ」と気持ちよさそうな叫び声が聞こえてくる。真夏の太陽の下、さっそく水浴びをしてるらしい。

　――俺おれも水着持ってくればよかったかな。

　将悟も水に入りたい気分になってくる。

　が、裸リボン姿の心乃枝や雅みやびを思い浮かべてしまい、ぶんぶんと頭を横に振った。

「あんな水着着てるのに一緒に入ったら、理性が持たねーだろ……」

　――俺はあくまで水着のモニター調査をしてるんだ。マジメにバイトしてるんだからな。

　気持ちを落ち着かせながら階段を上ると、屋上に出る扉の前に雅がいた。

　壁に背をもたれながら、ちらちらと外のまぶしい景色を見つめている。おなかの前で両手を握り締め、モジモジした様子で立っていた。

「雅？　プールに入らないのか？」

「…………っ!?」

　聞いたとたん、雅は真まっ赤かに染まった顔をひきつらせ、将悟を凝視した。

　両腕で胸と腰を隠し、ひたすら恥ずかしそうに身をくねらせる。

　小柄な体にゆるやかにかかったリボンは、まるで今にもほどけてしまいそうだ。

「こ……こんなエッチぃ姿で屋外に出るなんて……無理だし……」

「大丈夫だよ。空からでもなきゃ見えないって」

「見える見えないの問題じゃないわよっ」

　――雅みやびのやつ、さっきも一番最後まで恥ずかしがってたもんなぁ。

　とにかく安心させてあげようと、将しよう悟ごは一歩、雅の前に近づいた。

「ひゃふっ！」

　雅は突然腰砕けになったように、へにゃっと尻しりもちをついてしまった。

　両手を後ろについて、どうにか上半身を支えている。腹部や太ももがむき出しになったまま、隠すこともできず小刻みに震えていた。

「お、おい大丈夫かよ!?」

「ひ……こ、腰に……力が入らなくて……」

「ほら、つかまって」

　将悟は抱えていたバスタオルを床に置き、雅に向かって手を差し出した。

　雅は将悟の手をつかんで立ち上がろうとするが、やはり足腰から力が抜けてしまう。浮かしかけた腰を、再びぽすんと床についてしまった。

「困ったな……。しばらく、じっとして休んだほうがいいかも」

「な、何言ってんのよっ！　そもそも将悟がこんな水着を着せるから立てなくなっちゃったんだからね！　責任取りなさいよ!!」

「責任って言われても……」

「あたしを立たせるまで、どこにも行かせないんだから！」

　涙目になって怒ど鳴なる。裸リボン姿にされたことを怒ってるみたいだ。

「わかったって。ほら、もう一度立ってみようぜ」

　再度、将悟は雅に向かって手を差し出した。

「何度やったって同じなんだから……」

　口を尖とがらせながら、雅はまた将悟の手を握った。

　か細く頼りない彼女の手をしっかり握り締め、思いきり引っ張り上げる。

「んっ…………」

　雅はきゅっと目を閉じ、震える足に力を込めて立ち上がろうとした。

　少しずつおしりが浮き上がるものの……急に力が抜けたように、雅の体が重くなった。

　将悟の手が引っぱられ、前のめりに倒れてしまいそうになる。

「雅っ！」

　将悟は素早く屈んで手を伸ばし、雅の腰を抱えた。

「ひゃ!?」

　そのまま彼女の体を一気に引き上げる。立ち上がった雅は足に力が入らず、勢いあまって将悟の胸に倒れこんだ。

「はふっ……」

「大丈夫かよ、雅。――よかった、なんとか立てたな」

「将しよう悟ご、おしり触った……」

「さ、触ってねぇってば。もっと上だったろ？」

「知らないっ。触ったって言ったら触ったの！」

　将悟の胸に寄りかかったまま、不機嫌そうにそっぽを向く雅みやびだった。

　しばらくして彼女の足腰に力が戻ると、将悟は置いてあったバスタオルを抱え、二人で歩き出した。

　階段室の扉を開けて陽ひ射ざしに包まれた屋上に出たとたん、コンクリートに反射する光のまばゆさとともに、冷たい水滴の雨が降りかかる。

「雅ちゃ～ん、こっちこっち～、一緒に水浴びしようよ～っ」

　ビニールプールにいる愛ま菜なが大きく手を振った。手のひらを水面につけて、何度もパシャパシャと水をかけてくる。

　隣には凜りん香かがいた。あお向けになってプールの縁に頭を乗せ、のんびりたゆたっている。

　彼女たちはさっきまでの水着の恥ずかしさにも慣れ、水遊びを満喫しているようだ。

　健康的な肌についた水滴が、陽射しを反射してキラキラと輝いていた。

「いいなぁ……。気持ちよさそう……」

「ほら雅、早く入らないと定員オーバーになっちまうぞ」

「はぅ、あたしも入る～っ」

　雅はトタタタとビニールプールに駆けていき、ピョンとジャンプして、おしりから水の中に飛びこんだ。

　ザブーンと大きな水しぶきが上がり、愛菜や凜香の頭上に大量の水滴が降りそそぐ。

「もぉっ！　雅ちゃん、静かに入んないとダメだよっ！　お返しだ～っ」

　雅に向けて、愛菜が両手で水をぶっかけた。

「ひゃふっ、冷たいってば!!」

　雅は頭のてっぺんからびしょ濡ぬれになり、愛菜から逃げながら全身を震わせて水滴を飛ばした。まるで水たまりに落っこちた子犬みたいだ。

「も～っ、やったわねっ！」

　振り返ると、雅は負けじと両手で水中から水をすくい上げた。水流が舞い上がり、愛菜に襲いかかった。

「ひゃ～んっ」

　愛菜は避けようとして真横に大きくダイブした。水面が激しく揺れ、水柱のようなしぶきが上がる。

　しぶきは滝となり、隣でたゆたっていた凜香をたたき起こすがごとく流れ落ちた。

「ええい、静かにしてくださいっ!!」

　凜香は怒ど鳴なりながら立ち上がり、雅に向かって、両手で思いっきり水をすくい上げた。

「ぶはっ」

　雅みやびはザバァッとバケツのような水をぶっかけられ、背中から水中に撃沈する。

「まったく、子供じゃあるまいし。もう少し優雅にしてくださいませ」

　静寂の戻ったビニールプールを見まわし、凜りん香かがうんざりした声でつぶやいた。

　と、突然、凜香の足が何かに引っぱられた。

「な、なんですのっ!?」

　凜香はバランスを崩して倒れ、全身が水面に派手に叩たたきつけられた。

　直後、凜香の背後で潜水艦のごとく愛ま菜なが浮上した。勢いよく立ち上がり、抱えた凜香の足を高々と抱え上げる。

「凜香ちゃん、つかまえた～っ」

「てて、天てん導どう会長っ!?　な、何をして……」

「ほら～、雅ちゃん、今だよ～っ。凜香ちゃん、こちょこちょしちゃえ～っ」

「ラジャーっ！」

「ひぅっ!?　なな、何するんですかっ!?　やめ、やめてくださいませっ!!」

　両手の指をワサワサと動かしながら、雅はまるで大怪獣のように水面に倒れる凜香を睥へい睨げいし、ゆっくりと迫る。

「国くに立たちさん、覚悟しなさいよ～」

　雅が凜香の脇わき腹ばらに向けて、一気に両腕を伸ばした。

「こちょこちょこちょこちょっ!!」

「ひぃ～っ!!」

　凜香は足を抱えられたまま、激しく両腕を振ってジタバタと暴れた。激しい水しぶきが噴水のように上がり、凜香の悲鳴とともに大空に舞い上がる。

　――元気だなぁ。

　恥ずかしがってた雅も、だいぶ水着に慣れてくれたようだ。

　将しよう悟ごは水がかからないようにビニールプールを迂う回かいしながら、フェンスの近くに歩いた。

　コンクリートの上に青いビニールシートを敷いて、芽め依いがうつぶせになって寝そべっている。リボンにくるまれたほっそりした背中が、陽ひ射ざしを照り返していた。

　ビニールシートの上にバスタオルを置こうとすると、彼女は気づいて顔を上げた。

「センパイ、バスタオル、ここに置いておきますね」

「帝みかど野のか。理由をつけてこっそりわたしの水着姿を鑑賞に来たのだな？」

「こっそりってなんですか。――ぶっちゃけどうですか、その水着？」

　芽依は寝返りを打ってあお向けになり、上半身を起こした。

「着てみると意外に着心地はいいぞ。動きやすくもある。やはり一流ブランド製だけあってあなどれんな」

　なんとなく芽め依いの雰囲気がいつもと違うのに気づいた。

「あれ、そういえば嵯さ峨が良らセンパイ、メガネかけてないんですね」

　見るとメガネは彼女の手元に置かれていた。寝そべるから外していたらしい。

　普段かけている大きな丸メガネを外した、素顔の芽依。くりくりとした目がいつもより目立って、子供っぽいかわいらしさが増した気がする。

　――こうして見てると、ほんと、年下にしか見えないよなぁ……。

　将しよう悟ごは思わず、芽依の素顔を見つめてしまった。

　芽依はちょっと顔を赤らめて、上目づかいになって見返す。

「そんなに見られたら恥ずかしいよ……お兄ちゃん」

　いきなり言われて、将悟の胸がドキリと大きく鳴った。

「って、突然何言い出すんですかセンパイっ!?」

「お？　どうした、帝みかど野の？　顔が赤いぞ」

　芽依はいたずらっぽい目になって、ニヤニヤ見つめてくる。

「さては妹なわたしにドキドキしたのだな？　裸リボンで恥ずかしがる妹テラ萌もえ萌え～と言いたいのだろう？」

「現実に萌え～なんて口にする人いませんから」

「ほほ～。口にはしなくとも、心では思っているのか」

「お、思ってませんってば！」

　なんか芽依のペースに乗せられてしまいそうだ。

　将悟は立ち上がって屋上を見渡した。

　プールで水浴びしている雅みやびと愛ま菜なと凜りん香か、ビニールシートで日光浴している芽依。

「心こ乃の枝えはどうしたんですか？　姿が見えませんけど……」

「飲み物を買ってくると言ってたぞ」

　ということは、校内の自販機にでも向かったんだろうか。

「飲み物くらい、言ってくれれば俺おれが買って来たのに。ちょっと見てきますね」

　将悟は校舎内に戻ろうと、再び階段室の扉に向かった。

　中に入ろうとしたとき、目の前で扉が開いた。

　てっきり心乃枝かと思いきや、中から出てきたのは……

「衣い楠くす!?」

「アルバイトの調子はどうかな？　ボクにも手伝えることがあったら言ってくれたまえ」

　屋上に現れた衣楠の長い黒髪が風に揺れている。

　すらりと細い体はまぶしい肌色で、胸と腰だけが黒のリボンに覆われていた。薄くても少しばかり膨らんでいる胸を見ると、普段の男装姿をすっかり忘れてしまいそうだ。

「なんで衣楠まで水着なんだ!?　ていうか、男装してなくていいのかよ！」

「ここにいるメンバーはボクの正体を知っているからね。ボクだってたまには任務から解放されて伸び伸びしてみたいさ」

　いつもは美少年のような姿の衣い楠くすだけど、こうして男装を解くと、りりしい大和撫子なでしこそのものだ。堂々とした態度のせいか、裸リボン水着すらサマになっているように見える。

「将しよう悟ごくん？　ボクの体に、何かついているかな？」

「な……なんでもない……」

　つい見とれそうになって、将悟はあわてて目を反らした。

「ま、そういうことなら衣楠もゆっくりしてくれよ。なんならモニターのアンケートも書いてくれるとうれしいぜ」

「ぜひ喜んで。――アンケートと言えば、将悟くんに一つアドバイスを忘れていたよ」

「アドバイス？」

　衣楠は将悟に顔を寄せ、秘密でも話すように声をひそめた。

「聞いた話では、このスイムウェアには特殊な効果が含まれているそうなんだ。布地に特殊フェロモン剤が貼はられていて、着用者を扇情的な気持ちにさせるんだよ。その効果をレポートすれば、将悟くんはより有能なモニター調査員として認められることだろう」

「フェロモン……？　なんでそんなのが……」

　将悟はさっきの母の言葉を思い出した。

『どんな内気なお嬢さまも勇気を出して愛の告白ができるでしょう』

　――まさか、フェロモン効果で愛の告白ができるようになる水着……ってことなのか!?

　思わず、屋上にいる女の子たちを見まわした。

　――大丈夫かな、みんな……。

　と、突然衣楠が抱きつくように将悟の腕を取り、スリスリしながら体を寄せてきた。

「衣楠……？」

「将悟くん……どうだい？　キミのためなら、ボクはいつだってこのスイムウェアを着ようじゃないか……。もちろん、これからは二人っきりのときにね……」

「ふ、二人っきりって……」

　衣楠の顔がほんのり赤く染まり、まるでキスでもするみたいに顔を近づけてくる。

　彼女の吐息が将悟のほおにかかってくすぐったい。

「おい衣楠っ！　ま、まさかこれがフェロモン効果なのか!?」

「さぁ、将悟くん……。キミの手でこのリボンを解いてくれたまえ……」

「落ち着け！　とにかく落ち着けって！」

　迫る衣楠の肩を押し戻すと、彼女は急に素の表情に戻った。

「と、このように女心が恋で満たされ、行動に変化が出るわけだ。よく観察するといい」

「……っておい。ただの演技かよ。まぎらわしいな」

「おや将しよう悟ごくん？　顔が赤いよ。日焼けしすぎたのかな？」

「焼けてねーよっ」

「ではボクも、水浴びに興じさせてもらうとしようかな」

　衣い楠くすはいつもどおりの笑顔を浮かべて、ビニールプールのほうに歩いていく。

　一人、さっきのドキドキした鼓動がまだ治まらない将悟だった。

　――そ、そうだ。とにかく心こ乃の枝えのところに行こう。

　あらためて校舎の中に戻ろうとした瞬間……

　ピトッと、将悟のほおに電流のごとく、ひんやり冷たい感触が走った。

「ふふっ、ビックリしちゃいました？」

　階段室の扉が開いていて、心乃枝が出てきたところだった。

　左腕には五缶のジュースを抱え持ち、右手に持った缶を将悟のほおに当てている。

「暑いですから、水分補給しないとって思って。これ、将悟さんのぶんです」

「ありがとう。――言ってくれれば、俺おれが買いに行ったのに。お金はあとで渡すよ」

　心乃枝は将悟にジュースの缶を渡し、残りの缶を下に置いた。

「あれ、一本足りないな」

　置かれた缶を見て、将悟は気づいた。

　心乃枝が買って来てくれたジュースは全部で六缶。しかし今この屋上には七人いる。衣楠が増えたのだ。

「水みず谷たにさんも来てたんですね。もっと買ってくればよかったかな……」

「いいって。俺はプールに入らないから、飲まなくて平気だしさ」

「あ、ジュースある！　あたしも飲みたいよ～」

　背後から雅みやびの声が響いた。

　ずっと水浴びしていた雅がプールから上がって、駆けてきたのだ。将悟は持っていた缶を彼女に手渡してあげた。

「ほれ、雅」

「わーい、ありがと～」

　雅は受け取った缶のプルトップを開け、おいしそうに一気に半分ほど飲んだ。

　それから、ジュースも飲まず立っている将悟たちを見て目をしばたたいた。

「将悟と鶴つる眞まさん、飲まないの？」

「ジュース、一つ足りなくてさ。俺は飲まないからかまわないよ」

　雅はちらっと、自分が飲みかけた缶を見下ろした。

「じゃ、あたしの残りあげる！」

「気をつかうなって。俺は飲まなくていいから」

「ダメよっ。水分不足でぶっ倒れたらどうするの!?」

　言って、ぐいっと飲みかけの缶を将しよう悟ごに突き出した。

「で、でもそれ、雅みやびが口つけたやつだろ？」

「何よ～。あたしのなんか、汚いって言うの？」

「そういうわけじゃないけど……」

　――どう見たって、間接キスになるだろーがっ。

　しかし雅はほんのりほおを赤く染めて、妙に期待するような目を向けていた。

　――雅……マジで俺おれに間接キスさせようってんじゃ……。

　まさか、フェロモンの効果なのか!?

　フェロモン効果で俺と間接キスしようなんて気分になっちまってるのか!?

「ねぇ～、どうしたのよ～。早く飲んでよ～」

　せかすように言われ、将悟は飲みかけの缶を受け取った。

　じっと、雅が口をつけた飲み口を見つめる。

　――い、いや気にするな。ただのまわし飲みだ。

　そもそも雅は妹なんだ。兄妹で間接キスだの、意識するほうが間違ってるだろ。

「じ、じゃあ……もらうよ……」

　隣で雅が、妙にわくわくした顔で見つめているけど、考えないことにした。頭をからっぽにし、無心になって缶を口に近づける。

　将悟が缶に口をつけようとしたとき……突然、手に持った缶が消えた。

「あ、あれ？」

　いつの間にか心こ乃の枝えがジュースの缶を持っている。横からサッと奪い取ったらしい。

　目をパチクリさせている間に、心乃枝は素早く缶に口をつけ、ゴクゴクゴクッと一気にジュースを飲み干した。

「わたし、これだけで充分ですから。将悟さんは新しいジュース飲んでくださいね」

　言って、横目でちらっと雅を見た。

　呆ぼう然ぜんと口を半開きにしている雅に向かって、一瞬、

「ふっ」

　……って、黒い笑顔を浮かべた気がする。

　雅は真まっ青さおになってピクピク震え出した。

「あたしのジュース～っ!!　半分しか飲んでないのに～っ」

　雅は涙目になって叫びながら、ビニールプールの向こうへ走ってしまう。

「雅！　俺のジュース飲んでいいから！」

　将悟はため息をつきながら心乃枝に向かいあった。

「ったく。ヘンな張り合いするなってば……」

　心乃枝はチロッと舌を出し、恥ずかしそうに笑う。

「えへへ……。神かん凪なぎさんには、あとでまた買ってきますね」

　――まぁ俺おれも、雅みやびと兄妹の間接キスしなくて済んだけどさ。

　正直なところ、少しホッとしたのも事実である。

　将しよう悟ごは置かれた缶を誤って蹴け飛とばさないよう、屋上の端に移動させた。

「……はうっ!?」

　背後で見ていた心こ乃の枝えが、引きつった声を出した。

「心乃枝？　どうした？」

　将悟が振り返ると、タタタと駆け去っていく雅の背中が見える。いつの間にか心乃枝のそばに寄っていたらしい。

「な、なんか後ろから腰を突っつかれたんですけど……」

　いつの間にか、心乃枝のおしりと水着の間にホースが差しこまれている。ビニールプールに水を入れるのに使っていたものだ。

　しっぽみたいに垂れ下がり、ずっと先まで伸びている。ホースを目で追っていくと、屋上の隅にある蛇口につながっていた。

　雅は蛇口の横に駆け寄って、じっとこっちを見た。

「べーっ」

　心乃枝に向かって舌を出し、雅は蛇口のハンドルを握ってめいっぱい開いた。

　ホースの中を水が流れる、サーッという静音が近づいて……

　ブシャアアアアアッ……と、心乃枝の水着の中に、滝のような水流が怒ど濤とうの勢いで入りこんだ。水着の間から飛び出す水が、スカート状の膜となってまき散らされる。

「ひああああああああああっ!?　つ、つつつつ、冷たいですうううぅっ!!」

　心乃枝はたまらずひざを閉じて、ホッピングするようにピョンピョン跳ねまわった。

「心乃枝、大丈夫かっ!?」

　将悟が駆け寄ろうとすると、ホースがスポッと水着から抜け落ちた。大量の水を吐き出しながら、断末魔のヘビのようにコンクリートの上をのたうちまわる。

「あーはっはっはっは!!」

　蛇口の横で、雅が腹を抱えて笑っていた。

「なっ……何するんですかっ!?」

　心乃枝は叫んで、雅に向かってにらみつけた。

　と、彼女の後ろ姿が将悟の視界に入って……思わずサッと目を反らした。

「お、おい……その、心乃枝、水着……」

「はい？」

　心乃枝はきょとんとしながら振り返り、それから自分の腰を見下ろした。

　……激しい水流に流されて、心乃枝の水着がずり落ちている。

　心こ乃の枝えのおしりが半分ほど、青空の下にさらされていた。

「いやあああああああっ!?」

　全身を真まっ赤かに茹ゆで上がらせ、心乃枝は後ろ手でおしりを覆い隠した。

「み、見てない！　俺おれ、見てないから！」

「見ないでくださああああいっ!!」

　心乃枝は落ちていたホースを手に取り、将しよう悟ごに向けた。

　今も激しく噴出している水流が将悟に向けて放たれ、彼の顔面に叩たたきつける。

　水圧に押され、将悟は二、三歩後ずさった。

「ぶはっ！　こ、心乃枝っ、や、やめて、やめてくれってばっ」

「いやああああああっ!!」

　しかし心乃枝はますますヒートアップして、ブンブンとホースの先を振りまわす。

　まるで野犬でも追い払うかのように頭から胴から足まで水流を叩きつけられ、全身水びたしになる将悟だった。



「う……ヘックション」

　将悟はクシャミをしながら、自分のバスタオルを取りに教室に戻った。制服もズボンもソックスも水がたっぷり染みこんで、歩くたびにグジュッと水分がにじみ出る。

　ダンボール箱に残っていたバスタオルを取り出し、とりあえず濡ぬれた頭や腕を拭ふいた。

「制服乾かさないと……」

　濡れた制服のすそを持って、風をとおすようにパタパタとあおいだ。

「将悟さん……」

　ふと声がして振り返ると、赤い裸リボン……いや、水着姿の心乃枝が立っていた。教室の戸の前で顔を赤らめてうつむいている。まださっきのことが恥ずかしいらしい。

「ごめんなさい……。つい、びしょびしょにしちゃって……」

「気にするなって。大丈夫だよ。俺、何も見てない。さっきの記憶なんてすっかり洗い流されたからさ」

　心乃枝はゆっくり将悟の前に歩いてくると、熱っぽくうるんだ目で見つめた。

「いいんです、見ても……。だってわたし、あの、将悟さんと……」

　なんだか様子がおかしい。

　とろけそうな目になって、まるでキスでもせがむような表情になっている。

　心乃枝の顔を見返して、将悟はハッと気がついた。

　――ふ、フェロモンか!?

　心乃枝、フェロモンのせいでこんなに色っぽく迫ってるんだ!!

　万一このまま心乃枝とキスしたら……フェロモンの効果が切れたとき、怒らせちまう！

「心こ乃の枝え！　ダメだ、今すぐ離れないと！」

「どうして……？　わたし、将しよう悟ごさんと離れたくないです……」

　心乃枝は両手を将悟の肩に置き、一歩、また一歩と体を近づける。

　重ね合わせるように体をピッタリくっつけて、甘えるように頭を将悟の胸に乗せた。

　――どうすりゃいいんだ……。早く水着についてるフェロモンを取り払わないと……。　衣い楠くすが言うには、水着のどこかにフェロモン剤が貼はられているらしい。捜し出して、引きはがすしかない。

　将悟は心乃枝の腰に手を伸ばし、彼女が履いている水着の布地に手を触れた。

「あんっ……」

　ピクッと心乃枝の全身が震えた。

　――どこだ……。どこにフェロモンが貼られてる……。

　腰からおしりにかけて、両手でまさぐるように水着をなでた。

「はぅ……そ、そんなとこ……。ゆ、指が這はってるみたい……」

　心乃枝はピクピク小刻みに震えながら熱い息を吐いた。

　将悟は水着の表面をくまなく探すように、下腹部のあたりに慎重に指先を当てる。

「ひぅぁっ！」

　心乃枝のひざがガクッと震え、突然力が抜けたように将悟に体重を傾けてきた。

　勢いに押されて足がもつれ、将悟は尻しりもちをついた。

　その上に心乃枝が倒れこみ、両手を彼の胸について押し倒す。

　将悟はあお向けになって心乃枝を見上げた。彼女は将悟の上にまたがって座り、はぁはぁと荒い息を吐きながら見下ろしていた。

「将悟さん、わたし……体が……熱い……」

　カーテンを閉めた教室で、隙すき間まから差しこむ光が心乃枝の肌を明るく照らしている。

　心乃枝が背を丸めると、長い髪が将悟の首筋に落ちた。細い髪が触れて、ちょっとばかりくすぐったい。

「ダメだ、心乃枝。このままじゃフェロモンに操られちまう……」

　心乃枝の丸い胸が細いリボンに包まれている。まん中には大きな蝶ちよう結むすびがあった。

　――下の水着じゃないってことは、上しかない……。

　将悟は両手を伸ばし、抱き抱えるような格好で背中の部分の水着に触れた。

「ひゃふっ！　せ、背骨がいいんですか？」

　やはり水着には、何かが貼られている感触はない。そのまま手のひらを脇わきの下にまで滑らせた。それでもどこにも、フェロモン剤らしきものが貼られている様子はない。

「ひぅ……く、くすぐった……い……です……」

　将悟にまたがったまま、心乃枝の体が何度も小さく跳ねた。

　――くそ、どこだ！　どこにフェロモンが!?

　残る部分の水着は……心こ乃の枝えの胸……。

「心乃枝、スマン!!」

　将しよう悟ごは両手を伸ばし、心乃枝の二つの胸を手のひらで覆った。

「ひ、んっ……!!」

　心乃枝は固く目を閉じて背をのけ反らせ、張りつめた悲鳴を上げた。

　だが胸の部分にも何も貼はられていない。薄い布地の向こうは柔らかな肌の感触だけだ。

「将悟さん……わたし、もうガマンできなくて……」

　心乃枝はすっかりできあがった表情で、背を丸めて顔を近づけた。

「ま、待ってくれ！　心乃枝、それ以上近づいたら、ほんとにキスしちまう……」

　将悟は焦りながら心乃枝の胸を見つめた。

　そして、気がついた。胸の中央にある、リボンの結び目。

　結び目のまん中に、赤い宝石のようなブローチがある……。

　――これだ！　このブローチがフェロモン剤になってるんだ!!

　将悟はブローチをわしづかみにした。手のひらで押しこむと、カチリと音がして何かが外れる感触が響く。

　握ったまま手を引くと、ブローチはリボンの結び目から静かに離された。

　――これでフェロモンの効果が消えるはずだ！

「ど、どうだ、心乃枝!?　正気に戻れたか!?」

　次の瞬間、リボンの結び目が力を失ったように、静かに崩れた。

　将悟の目の前で、心乃枝が胸に巻いたリボンは、まるでプレゼントの箱を開けるときのようにほどけ落ちて……リボンに包まれていた胸があらわになって……

「き…………」

　心乃枝はワナワナと唇を震わせた。

「きゃあああああああああああああっ!?」

「み、見てない！　なんにも見てないから!!」

　直後、パン！パン！パン！と、軽快でリズミカルな音が教室の外にまで響き渡った。

　倒れたまま身動きできない将悟のほおに、激しい往復ビンタの雨が降りそそぐのだった。
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　夕方になり、どうにか新作スイムウェアのモニター調査は終了した。

　教室に戻った女の子たちはアンケート用紙に思い思いの感想を書いてくれた。

　水着は見た目に反して、意外と着心地がよく動きやすかったようで、試着した感想はなかなか好評だった。

　しかし、やはり人前で着るのは恥ずかしいデザインである点は、みんなが口をそろえるところだ。雅みやびは、もう一つかわいいデザインのアクセントがあれば着やすくなるかも、と意見していた。

　それらは今後の新商品開発の課題であり、フィードバックされた意見を元に、水着のデザイナーが知恵を絞るのだろう。

　夜、自分の部屋で将しよう悟ごは、モニター終了の報告をするため母に電話をかけた。

「……さっき、アンケートの封筒を投とう函かんしましたから。あと水着はみんな自分で洗って、送り返してくれるそうです。着払いで送ってもらうよう言っておきましたので」

『ごくろうさまです、将悟。なかなか有意義なモニターになったようですね』

「いやもう、モニターしたいって女の子が多すぎて、水着が足りないくらいでしたよ。俺おれにはこの程度の仕事、軽いもんですって」

　土ど下げ座ざしてまで水着を着てもらったことなど、すっかり忘れた口ぶりの将悟である。

『おつかれさま。そうそう、約束の謝礼ですが……』

　来たっ!!　と、心の中で叫んだ。

　これだけ働いたんだから、相当なお金がもらえるはずだ。

『モニターしていただいたみなさまに、規定の額の商品券をお渡しします。将悟からもあらためてお礼を言ってくださいね』

「そりゃもう何度でも礼を言いますって。それで、俺の謝礼は……」

『なんですか？　将悟には商品券はありませんよ』

「え……。な、なんで……？」

『なんでではありません。将悟はみなさんに、モニターのアルバイトを依頼しただけでしょう。大した労働などしていないではありませんか』

　将悟は電話を持ったまま、ガックリとうなだれた。

「ちぇっ、働き損かよ。土下座して水ぶっかけられて往復ビンタまでされたのに……」

『何か言いましたか？』

「な、なんでもないですっ。――あ、そうそう。俺、あの水着で思ったんですけど」

『将悟からも意見があるのですか？』

「あの水着、フェロモンの効果がありますよね？　あれはちょっと、やり過ぎじゃないかって思うんですけど……。心こ乃の枝えなんて、熱に浮かされたみたいになってたし」

『フェロモン？　なんのことですか？　あのスイムウェアに、そのような効果はありませんよ。単に香りのする香料が付着されているだけです』

「え。でもフェロモン効果で女の子が大胆な気分になるって聞いたんですけど」

『「女をダイタンに変身させる」というのは、宣伝用のキャッチコピーです。――どうやらキャッチコピーを聞いて、香料をフェロモンと誤解されたようですね』

「じゃあフェロモン剤ってのは、衣い楠くすが誤解してただけなのか……」

『お客さまに正しい商品内容をお伝えできるよう、キャッチコピーをしっかり見直す必要がありそうですね。意見を開発部に伝えておきましょう。ありがとう将しよう悟ご。指摘の礼に、あなたにも謝礼を渡しましょう』

「ま、マジですか!?」

　あきらめかけた謝礼がもらえることになって、将悟はガッツポーズをした。

　電話を切ってから、将悟は再び考えこんだ。

　――けど、フェロモンの効果がないってことは……心こ乃の枝え、なんで教室であんなに色っぽく迫って来たんだ？

　一人、腕を組んで考え続けてもわからない。

　じっとり額ひたいに汗がわき出て、たまらずうちわを持ってパタパタとあおいだ。

「ああっもぅ、暑くてなんも考えられねぇぜ……。早く謝礼が届かないかなぁ」



　翌日の夕方、将悟の家に帝みかど野のグループからの小包が届いた。横二十センチほどの、小型で長方形の箱だ。これが母の謝礼らしい。

「小包……？　商品券じゃないのかな」

　宅配便の荷物を受け取った将悟は、そのまま玄関先に座って小包を開けはじめた。

　暑い部屋の風通しをよくするため、玄関の扉は開けたままにしていた。

　扉の向こうは薄暗く青みがかった夕刻の空気に満ちている。そよ風が吹きこみ、夏の一日の中では過ごしやすい時間だ。

　小包の中身は、白い化粧箱だった。ミカドノウェアブランドのパッケージである。

「なんだ……これ……？」

　化粧箱を開けると、一着の水着が入っていた。

　両手でつまんで持ち上げると、背中が大きく開いたワンピースの水着で、腰のパレオがまるでエプロンのように大きく広がっている。

　……こんな水着を着たら、裸にエプロンをつけているように見えそうだ。

「ははぁ……。わかったぜ。この水着を着てれば、夏でも涼しく過ごせるってことだな」

　水着を送られた真意に気づき、将悟はニヤリと笑った。

「……って、んなわけねーだろっ！　俺おれが女ものの水着でどうしろと……」

　白い裸エプロン水着を手に、とほうに暮れる将悟だった。

「ひっ!!」

　突然、玄関の外でひきつるような女の子の声がした。

　見ると、黒いセーラー服を着た一人の少女が立って、将悟のほうを見つめている。

　黒いおかっぱの髪に、鋭く澄んだ瞳。

　将しよう悟ごの隣の部屋に住む宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈なだ。外出から帰ってきたところらしい。

　柚璃奈は将悟の顔と、彼が持つ裸エプロン水着を交互に見て……

　思いっきりドン引きした顔で、口の端をヒクヒクさせていた。

「へ……ヘンタイがいる……」

　まるでゴキブリを避けるように、サッと自室の扉へと駆け出した。

「ゆ、柚璃奈っ！　こ、これは誤解で……」

　拒絶するように、バタン！と思いっきり扉を閉め、柚璃奈は隣室に消えてしまった。

　シンと静まりかえった部屋で、将悟は一人……

「うあああああっ!?　お、俺おれ、むちゃくちゃヘンタイ扱いされちまった!?」

　裸エプロン水着を持ったまま、頭をかきむしるのだった。
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　その夜、深み流りゆう院いん学園の女子寮にある部屋の浴室で、心こ乃の枝えは肩までお湯につかっていた。

　今日は街に出て、新しい水着を買ってきた。

「ちょっと高かったけど、かわいいの買えてよかったなぁ……」

　心乃枝は頭の中に、水着を着た自分の姿を想像しようとした。

　ところが、昨日の裸リボン水着姿の自分が浮かび上がる。

「も、もうあんな恥ずかしい水着、着られませんから……。あんな恥ずかしいの着たら、また昨日みたいに頭がボーッとして、将悟さんの前でヘンなことしちゃうかも……」

　教室で将悟に迫ったときのことを思い出し、顔を真まっ赤かにした。

　あのときはおしりを見られた恥ずかしさのあまり、おかしな気分になっていたのだ。

　浴槽の中でひざを抱え、鼻の上までお湯につかってブクブクと息を吐く。

　しかし思い直し、意を決したようにグッと拳こぶしを握った。

「でも、今度はリベンジですから！　次は、今日買った水着を見てもらうんですから！」

　もうすぐ臨海学校だ。砂浜で新しい水着を着て、隣には将悟がいて、「その水着かわいいな」って褒めてくれて……。

「早く、臨海学校にならないかなぁ……」

　お風ふ呂ろの中で心乃枝の胸の鼓動が、トクトクと静かにときめいていた。



    

  
    
      

　２話　教えて！　妹の課外授業





　帝みかど野の将しよう悟ごたちの参加した臨海学校から帰った数日後。

　夏休みまっただ中の今日は、深み流りゆう院いん学園の登校日だ。

「お前らーっ、夏休みだからってダラけてるヤツはいねーか!?」

　朝のホームルーム。教壇に立った小こ都と里り先生が、竹刀しないでドンと床を叩たたいた。

　教卓に隠れそうなほどの小柄な体に、ぶかぶかのジャージ姿。ちょこんと結った髪には、クマのキャラクターのアクセサリー。

　どこぞの小学生かと思えるような彼女こそ、このクラスの担任教師なのである。

「やる気ねー生徒はな、せんせーが気合い入れてやるから前へ出ろっ！」

「はいっ！」

　前方の席に座る男子生徒が勢いよく手を挙げた。

「どーした、中なか島じま!?　気合いが足らんのか!?」

「さっき職員室で『夏休みなのに登校とかマジうぜ～』ってダラけてる小都里先生を見ました！」

「このオタンコナスーッ!!」

　小都里先生の投げた黒板消しが、ボフッと中島の顔面で白煙を立てる。

「せんせーはオトナだからダラけてていいんだよっ！」

「こ……小都里先生と、オトナになりたい……」

　顔を真っ白にしながら、中島はフラフラと自分の席にくずおれた。

　登校日といっても、出席している生徒はクラスの三分の二ほどだ。実家に帰省していたり、遊びに夢中だったりで登校せず、欠席している生徒も少なくない。

　そんな中、将悟は一番後ろの自分の席に座って、気分よさそうにくつろいでいた。

「いや～、やっぱ学校は最高だよなぁ。毎日登校日にしてほしいくらいだぜ」

　すると、左隣の窓際に座る神かん凪なぎ雅みやびがぎょっとした目を向けた。

「な、何!?　なんで将悟がそんな超優等生な発言してるわけ!?」

「なぜそんな驚くんだ。俺おれが学校好きじゃ悪いかよ」

「だって将悟、今朝も一番早く教室来てたし……。絶対寝坊してるはずだって思って家に呼びにいったら、もう出ちゃってるんだもん」

「そりゃそうさ。なんせ久しぶりの学校だからな。一刻も早く登校したくてたまらなかったんだ。俺ってこう見えても、勉学に励む学舎が大好きなんだぜ」

　ぞわぞわぞわっと、雅みやびは全身に鳥肌を立たせて震え上がった。

「おかしい……。今日の将しよう悟ご、絶対おかしいよ……」

「だからどうして、俺おれが学校好きだとおかしいんだよ」

「夏休みの登校日をめんどくさがらないなんて、まともな神経とは思えないわ」

　雅は、将悟の右隣に座る鶴つる眞ま心こ乃の枝えをキッと鋭くにらみつけた。

「さては鶴眞さんねっ!?」

　突然名指しされて、心乃枝はビクッと振り返った。

「なな、なんですか？」

「鶴眞さん、将悟に悪いもん食べさせたんでしょ！」

「何も食べさせてませんよ！　なんですか、悪いものって」

「嘘うそ！　どうせ優等生菌入りのおまんじゅうとか食べさせたんだ！」

「菌ってなんですか、菌って!?　神かん凪なぎさんこそ、マジメ菌不足してますよ!!」

　――菌、菌ってお前ら小学生かよ……。

　二人の間で、小さくため息をつく将悟である。

　前の席の衣い楠くすに助けを求めようにも、今日は欠席だ。帝みかど野のグループの特殊組織に在籍する彼女は、学校が夏休みの間も忙しく活動しているのだろう。

「こらーっ！　鶴眞も神凪もうるさいぞっ！　静かにしないと気合い入れるからなっ」

　小こ都と里り先生に注意され、にらみ合ったまま二人はしぶしぶ口を閉じた。

「むーっ……。でも将悟、ホントなんでいきなり、そんな学校好きになったのよ？」

　雅があらためて聞いてくる。

「いやほら、教室にいると涼しいだろ」

　将悟は教室の隅に備えつけられたエアコンを見上げた。

　深み流りゆう院いん学園の各教室にはエアコンが設置されている。猛暑や厳寒な日の授業では冷房や暖房を効かせて、快適に勉強できるようになっているのだ。

　登校日である今日も三十度を超す猛暑で、教室のエアコンは朝から稼働していた。

「家のエアコン壊れちまっててさ。こう暑くちゃ毎日ゆだって仕方ないんだ。クーラーの効いた教室なんか天国みたいなもんだぜ」

「なんだ～、やっぱそんな理由じゃん。本気で心配して損したわ」

「ていうか雅、俺の学校好きがそんなに信じられなかったのかよ……」

　――まぁ、俺と雅って兄妹なんだしな……。似てても不思議はないのかも。

　将悟は、臨海学校での日々を思い出した。臨海学校で雅と、兄妹としての絆きずなをほんの一段階、深められた気がする。

　もちろん、今はまだ世間に認められた兄妹じゃないけど……将悟は信じている。雅が妹であり、いつか『隠し子』などではない家族として、堂々とみんなに認められることを。

「ま、とにかく今日一日、俺おれは教室に入りびたる予定だぜ。午後は課外授業があるからな。朝一番に申し込んだんだ」

　午後におこなわれる課外授業は、希望者を対象にした、一学期の復習を中心にした授業である。夏休みの間に、勉強で不明な点を解消しておくためのものだ。

「ふーん。将しよう悟ごが課外授業ねぇ……」

「そうだ雅みやび。いっそ一緒に出ないか？」

「あたし、午後は嵯さ峨が良らセンパイの店でアルバイトだから」

「え……あの『いもうとカフェ』で？」

「そ！　今日からウェイトレス……じゃなかった、『しすたぁず』するの～。お金貯めて、新しい競泳用ゴーグル買うんだ」

　早くも貯金が貯まったような表情で、ウキウキした顔の雅である。

「へぇ。じゃ俺も見にいってやろうか」

　すると雅は、いかにもイヤそうに「ベーッだ」と舌を出した。

「将悟は来ちゃダメ～っ。女の子見てデレデレしてる顔なんか人に見せらんないわ」

「んなこと言って、本当は失敗するとこ見られるのが恥ずかしいんだろ？」

「そ……そんなことないもん！　失敗なんてしないんだから！」

　顔を真まっ赤かにして、ムキになって否定する。どうやら図星らしい。

「ま、そういうことならしっかりな。俺も課外授業がんばるからさ」

「将悟さん、クーラー効いて気持ちいいからって、授業中に寝たらダメですからね」

　隣で聞いていた心こ乃の枝えが、ちょっとからかうような口調で言った。

「心乃枝まで俺がマジメだって信じてくれないのかよ」

「だって、朝から眠そうな顔してますよ？」

「ま、まぁちょっと寝不足ぎみでさ。心配するな。授業が始まったらシャキッとするから。――ていうか、心乃枝は課外授業は受けないの？」

「わたしは午後から実家に帰省するんです」

「帰省かぁ……。そういや、そんな季節だもんな」

　将悟がこの春に一人暮しを初めて、もうすぐ五ヶ月。お盆には、母のいる実家に帰省しようかと考えたこともある。

　しかし母の鹿か野の子こは、帝みかど野のグループ社長として忙しく過ごす毎日だ。帰省してもジャマになりそうだし、今年の夏は自分の家で過ごす予定だった。

　――てことは、しばらく俺一人か……。

　心乃枝とは会えないし、バイトしてる雅をジャマするのも悪い。

　まだまだ続く夏休み。ほんの数日のことだけど、ちょっとさびしい気がする。

「そうだ雅。バイト記念に、俺からプレゼントあげるよ。帝野グループから発売してる、オシャレな女性用スイムウェアをもらっちまったんだ」

　将しよう悟ごがあげようとしてるのは、以前スイムウェアのモニターをした謝礼として母からもらった、まるで裸エプロンみたいな水着だ。あんなものを持っているところを見られたらヘンタイ扱い確実で、とっとと誰だれかにあげたかったのだ。

「……いらない。どうせ将悟、またエッチぃ水着を着せようとするんでしょ」

　雅みやびは鋭く感づいて、ぷいっとそっぽを向いてしまう。

「う……。心こ乃の枝えはどう？　帰省先で着られそうな水着、ほしくないかな？」

「あ、あははは……。また今度、お願いしますね」

　心乃枝は困った表情で、笑ってごまかした。
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　午前中で登校日は終了し、大半の生徒は帰宅した。それぞれ予定がある心乃枝と雅も帰ってしまった。

　将悟は予定どおり午後も学校に残り、クーラーの効いた教室で課外授業を受けていた。

「……こうして、現代における経済と株式の関係が生まれたんだぞ。せんせーも金ほしいぜー。いつか株で一ひと儲もうけしてやる。世界経済を牛耳ってやるんだぜ！」

　指示棒で黒板に書かれた図をペシペシ叩たたきながら、小こ都と里り先生が説明している。その声を聴きながら、将悟はうつらうつらと頭を揺らしていた。

　――クーラー快適だなぁ……。ふぁ……眠いぜ……。

　そよそよと流れるクーラーの冷風に当たっていると、窓から射さしこむ夏の直射日光も、春の陽ひ射ざしのようにやわらかく感じられる。

　暑すぎもせず、寒すぎもしない空気の中。

　将悟は、いつの間にか頭がもうろうとして、心地いい眠りに落ちていった。

「くぉらーっ!!　帝みかど野の、寝てるんじゃなーいっ!!」

　突然小都里先生の怒ど鳴なり声が響き、将悟の額ひたいにビシッとデコピンが直撃した。

「いだっ!?」

　額をバチンと弾はじかれ、将悟はガバッと飛び起きた。

　座ったまま、いつの間にか眠りこんでいたらしい。

　授業はとっくに終わったらしく、ほかの生徒たちはもういない。

　すぐ目の前に、鬼の形ぎよう相そうの小都里先生が立っていた。

「こ、小都里先生……」

「帝野～っ。せんせーの授業が楽しいか～。そうなのか～。ふっふっふ～」

　目の端をつり上げて不気味に笑いながら、将悟の頭をグワシグワシとなでる。

「いっ、痛たたたた……。髪の毛つかんだままナデナデしないで……」

「そんなにせんせーの授業が大好きならなぁ、二人っきりで愛の課外授業してやるぜぇ。せんせーの女教師っぷりを心ゆくまで堪能させてやるからなぁ」

「すす、スミマセンっ！　その、最近寝不足だったもんだから、つい……」

「寝不足だぁ？　さては夏休みなのをいいことに、朝寝て夜起きてるんだろ。そんなヴァンパイアな生き様をしていいのは、せんせーのようなダメなオトナだけだ！」

「自分で認めないでくださいっ。――いえ、夜更かししてるわけじゃないんですけど、家のエアコンが壊れてまして……。扇風機すらないし、毎晩暑くて寝つけないんです」

　すると小こ都と里り先生は、ようやく将しよう悟ごの頭から手を離してくれた。

　将悟は涙目でヒリヒリ痛む頭をさする。

「いいか帝みかど野の。毎日寝不足だと体壊すぞ」

「わかってるんですけど、どうしようもなくて……」

　うーむ、と小都里先生は腕を組んで考えこんだ。

「よーし、かわいい教え子のためだ！　せんせー、帝野のために一肌脱いでやろう！」

「一肌脱いでって、何をするんですか？」

「心も体も疲れて熟睡できる、愛の放課後レッスンだ！」

　――放課後……レッスン……？

　ロリータフェイスな女教師と二人きりの……放課後のレッスン……。

　よくわからないけれど、なんだかイケナイ響きの言葉に聞こえる！

　小都里先生はニヤッと、小学生みたいな顔に似合わない妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

「せんせーのレッスンは激しいからなー。メチャ汗かかせてやるから覚悟しとけよー」

「お……お手柔らかにお願いします……」

　なんだか、無事に元の世界に戻れるのか不安になる将悟だった。



　そうして、将悟が小都里先生に連れられた先は、誰だれもいない保健室のベッドの上……

　……ではなく、学校の裏庭の隅にある倉庫だった。横三メートルほどの、金属製の壁でできた四角い物置だ。

　地面から立ちのぼる熱気で空気が揺れ、まわりの木々ではセミたちがけたたましく鳴いている。肌に触れる空気も、耳をつんざく鳴き声も、陽ひ射ざしを反射する校舎の壁も、何もかもがもうろうとして暑苦しい。

　小都里先生がポケットから鍵を取り出し、倉庫にかかった大きな南京錠を外した。

「よし帝野、扉を開けてくれ」

　将悟はドキドキしながら、少しさびついた赤茶色の金属扉を横に引いた。

　ゴトゴトと音を響かせて扉を開けた瞬間、中に充満していたホコリっぽい空気が噴き出してくる。

　中は狭く薄暗く、奥と両りよう脇わきの棚にいくつものダンボール箱やガラクタが詰まれていた。

　――く、暗くて狭い倉庫の中で禁断のレッスンを……？

　そのとき、背後で足音がした。

「小こ都と里り先生、お待たせしました。――あら、帝みかど野のセンパイも一緒ですか？」

　声に振り返ると、校舎のほうから二人の女子生徒が歩いてきた。

「国くに立たちさん。それに滋し賀がさんも」

　生徒会で副会長を務める国立凜りん香かと、副書記の滋賀さんだ。二人ともまだ一年生で、入学して間もないころから生徒会に参加して支えているのである。

「センパひ、お久しぶりです」

　滋賀さんがヘコッとおじぎをした。

　頭を下げると、後ろ髪の一部がアヒルのシッポみたいにピョコンと跳ねている。

　――うぅむ、前見たときも同じ形だったぞ……。

　あれは寝ぐせなのか髪形なのか、微妙に判断に迷ってしまうところである。

「ま……まさか、二人も一緒に愛の放課後レッスンなのか!?」

　すると、凜香がじとーっと冷たい視線を向けた。暑さにゆで上がっている将しよう悟ごの頭を一瞬で凍らせるような冷たさである。

「……何が愛の放課後レッスンですか？　イヤラシイ目つきしてますわよ。どうせ夏休みだからって、いかがわしい深夜映画でも見てたのでしょう？」

　いかがわしいと聞いて、滋賀さんが「ぴゃっ！」と小さな悲鳴を上げた。

「いや見てないってば。――どうして国立さんたちがここに？」

「ほらセンパイ、ボーッと突っ立ってないでください」

　凜香がジャマそうに将悟の横を歩いて倉庫の前に立ち、雑然とした中を見まわした。

「小都里先生、不要なものは捨ててしまってかまわないのですね？」

「おぅよ。不要かどうか迷ったら、せんせーに聞いてくれればいいからな。それと、力仕事は無理をせず帝野に任せて、どんどんこき使ってやれ！」

　小都里先生は将悟の背をドンと叩たたいた。

「力仕事!?　放課後レッスンじゃないんですか!?」

「激しく体を動かせば、汗かいて疲れて、夜もぐっすり眠れるだろー」

　甘酸っぱい青春の一ページを失った気分で、ガックリ肩を落とす将悟である。

「頼りにしてますわ、帝野センパイ。来学期に搬入予定の備品類を置く場所が足りなくなって、夏期休暇中に生徒会で古い倉庫を片づけることにしたんです。――ですが登校日なのに、本日登校した生徒会役員がわたしと滋賀さんだけで、困っておりましたの」

「天てん導どう会長は？　欠席なんて珍しいな」

「臨海学校が終わったとたんバタンキュー、だそうです。今ごろ寮の部屋で、お菓子食べながら寝てますわよ」

　生徒会長の天てん導どう愛ま菜なは、臨海学校では実行委員として活動していた。肝試しイベントも主催して、忙しく立ち働いていたのだ。

「天導会長も気苦労あったしな。疲れが一気に出たんだよ。ゆっくり休ませてやろうぜ」

「えぇ。ですからそのぶん、帝みかど野のセンパイに期待しておりますから」

　せっかく涼むために学校に残っていたのに、これじゃ本末転倒だ。

　……けど、頼られたのに断ったら男がすたるってもんだ。

「わかったぜ。そういうことなら手伝うよ」

　というわけで、将しよう悟ごの放課後レッスン……もとい、倉庫整理は始まったのである。



　一時間ほど、将悟たちは倉庫の中身を仕分け、不要なものを処分する作業に没頭した。

「ふぅ……。思ったより大変ですわね」

　さすがの凜りん香かも疲労に顔を赤くして、ひざを抱えながら倉庫の近くの日陰に座りこんだ。

「はひ……。手にマメができてしまひます……」

　滋し賀がさんは凜香以上にクタクタな様子で、へたりこむように両手をついた。

　小こ都と里り先生は、足りなくなったゴミ袋を取りに校舎に戻っている。

「国くに立たちさんも滋賀さんも、先生が戻るまでちょっと休憩しようぜ」

　将悟も額ひたいに汗を浮かべて、二人のそばに腰を下ろした。

　倉庫の中には、実に雑多なものが詰まっていた。

　廃部となった部活動で使用していたらしいボードゲーム類や、カセットレコーダーなどの古くて使用できなくなった電気器具類、それに壊れかかった運動用具など……。

　修理すれば使えそうなものや、フリーマーケットなどで売れそうなものはひとまず残しておくことにした。

　だが使い物にならないものは、粗大ゴミとして出すしかない。そこで皆で何度も倉庫とゴミ置き場を往復し、粗大ゴミを一つずつ片づけていったのである。

「しかし、なんだってこんなにゴミがたまってるんだろうなぁ」

　将悟は恨めしげに倉庫の前を見た。積み重ねたゴミの中に、文化祭の立て看板がある。

　もちろん今年のものじゃない。数年前に開催されたときの看板だ。生徒が作ったものらしく、あちこちに花やウサギのマスコットのイラストが描かれている。

「これ、何年も前の学校行事で使ったものだろ？　ほかにも体育祭のポスターとか、入学式の飾りつけとか、演劇用の着ぐるみまであったぞ」

「おそらく行事が終わったあと、責任者がきちんと処分しないまま放置されてしまったんですわ。忘れたまま卒業してしまったのでしょう」

「迷惑だよなぁ。あとから片づける身にもなってほしいもんだぜ」

「でも、捨てられなひ気持ちもなんとなくわかります」

　聞いていた滋し賀がさんが、ふとつぶやいた。

「きっとみなさん、楽しかった思ひ出が終わってほしくなかったんですよ」

「言われてみれば、不思議なものですわね。わたしたちが入学する何年も前から、いくつもの思い出があったということですから」

　凜りん香かもゴミ山を見上げながら、少ししんみりした声を出した。

　何年も、何十年もの昔から、この学校でいくつもの思い出が生まれては、時のかなたへと消えていったのだ。

　おそらくそんな昔の思い出なんて、当事者たちはとっくに忘れてしまってるだろう。

　そう考えると、粗大ゴミの山は、行き場をなくした記憶の亡霊にも思えた。

「今はゴミでも、作った当時は一生懸命だったんだろうな」

　将しよう悟ごは近くに置いてあったダンボール箱を引き寄せ、開けてみた。

　中には黄緑色の背表紙の本が詰まっている。一冊取り出して見ると、『深み流りゆう院いん学園　文芸部詩集』と書かれていた。タイトルの上に書かれているのは、十年ほど前の年だ。

　なんとなく、中の適当なページをパラパラとめくってみた。昔の生徒たちの書いた詩が並んでいる。こうして活字になるとなかなか立派な印象だ。

　ふと将悟は手を止めた。誰だれかが書いた連作の中にある『シリウス』と題された詩だった。



　シリウスは宇宙の双子星

　ひとつでふたつ、ふたつでひとつ

　ふたつまぢかに重なりあえば

　まばゆい輝きが現れる
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「なんだ、最後の？」

　将悟がこの詩に目を止めたのは、最終行が妙な記号で埋められていたからだ。

「印刷ミスかな。製本用のデータが文字化けしたんだろうなぁ」

「どうしましたか、センパイ？」

　凜香が聞いてきた。

「詩集があってさ、つい読んじまったんだ。シリウスっていう星の詩なんだけど」

　凜香は将悟の手元をのぞきこんで、詩を一読した。

「シリウスというのは、大小二つの星が近くで引かれあっている連星だそうです。お互いすぐ近くにあるので、地球から肉眼で見ると、一つの星に見えてしまうのですわ」

「へぇ。天文知識にもとづいた詩なんだ。部活で書いたのかな」

「文芸系の部活では、よく原稿を集めて製本していますのよ。街の図書館に寄贈されることもあるそうです。学校から南に一キロほどのところに、図書館がありますよね。そこに置かれていますから、興味があったら行ってみるといいですわよ」

「機会があったら見てみるよ。――さすがにこれは、捨てないほうがいいだろうなぁ」

　将しよう悟ごは詩集をダンボール箱に戻し、捨てずに残すものとしてより分けた。

　それから再び、目の前に一メートルも積み重ねられたゴミの山を見つめる。

「さて、こっちは俺おれたちの手で処分してやるしかないか。あと一息だしな」

　凜りん香かも滋し賀がさんも立って、おしりについた土をパタパタとはらった。

「よし、じゃあ俺がゴミを運ぶから、二人とも、どんどん袋に詰めて……って」

　将悟は立ち上がった二人の女の子を見て、思わず目を見開いた。

　――す、透けてる……!?

　二人が座っているときはよく見えず気づかなかった。

　けれど今、まっすぐ立ったらよくわかる。

　凜香の制服も滋賀さんの制服も、汗でびっしょり濡ぬれていた。

　白い制服がぴっとり肌に貼はりつき、胸元にはうっすらと……

　ブラの形が浮かび上がっていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　――く、国くに立たちさん……まさか黒？　黒いブラしてる!?

「……帝みかど野のセンパイ？　どうしたのですか？　視線が泳いでますわよ」

「なっ……なんでも……ない……。さ、ゴミ捨てを続けようぜ……」

　将しよう悟ごが目を反らすと、視界に滋し賀がさんの胸元が映った。

　――滋賀さん……イチゴマークのブラ……。

　凜りん香かはけげんな顔で将悟を見つめ、それからふと、自分の体を見下ろした。

「…………っ!?」

　ようやく気づいたらしく、顔を真まっ赤かにして両手で胸を覆った。

「せせせ、センパイっ!?　み、見ましたわねっ！　透けてるの、ジロジロ品定めしてましたのねっ!?」

「ぴぃっ!?」

　滋賀さんは詰まったリコーダーみたいな悲鳴を上げてうずくまった。

「ししし、してない、品定めなんてしてないぞっ!!」

「だったら、なぜわたしたちの胸を見ていたのですか!?」

「だから見てない、見てないって。胸なんか見えるわけないじゃないか！」

「……どうして見えるわけないのです？」

「いくらなんでもブラは透けないんだから、胸は見えないだろ？」

　……暑さに頭がボーッとして、自分でも何を言ってるかわからない将悟である。

「…………？」

　しばらく、凜香は言葉の意味を考えて……

「やっぱり下着を見たのではないですかっ!!」

　ゴゴゴ……と背中から灼しやく熱ねつの炎を燃え上がらせながら迫ってきた。

「セ～ン～パ～イっ、今日という今日こそは、じっくり反省してもらわなくては……」

　将悟は汗をダラダラ滝のように流しながら後ずさりした。

「落ち着いて、国立さん、誤解だから落ち着いて！　黒だなんて気づいてないから！」

「…………っ!!」

　凜香は息が詰まったように顔を引きつらせた。

「覚悟なさってくださいっ!!」

　盗っ人を捕まえようかという勢いで、将悟の胸ぐらに向かって両手を伸ばした。

　――そうはいくかっ!!

　将悟は月面宙返りのごとく背中をのけ反らせ、凜香の腕を避けようとして……

　グワアアアァン!!

　……と、シンバルを鳴らすような音が鳴り響いた。

「痛いてえぇっ!!」

　将しよう悟ごは倉庫の壁に頭を打ちつけ、脳天から足先までブルブルと振動した。

　体の芯しんまで響き渡る痛みに、両手で頭を抱えのたうちまわって転がった。

　勢いあまって、横っ腹が積んであったゴミの山に激突する。

「うわああっ!?」

　起き上がる間もなくドドドと雪崩なだれを打って将悟の上に覆い被かぶさり、全身がすっかりゴミ山の下敷きになってしまった。

「国くに立たちさん、た……助けて……」

「わたしたちの下着を見たこと、反省していますか？」

「してるしてる！　すんげー反省してるから！」

　凜りん香かはため息をつき、滋し賀がさんと一緒に、ゴミ山から飛び出た将悟の腕をつかんだ。

　二人でうんしょと、まるで大根みたいに将悟の体を引っこ抜く。

　ずるずると引きずられて、ようやく将悟の体はゴミ山から脱出できた。

「助かった……。あのままゴミ捨て場に持ってかれるかと思ったぜ」

「今度下着を見たら、本当に捨てますからね」

　とても冗談に思えないことを言う凜香である。

　ともかく、崩れたゴミを片づけなければならない。

　三人で散らばったゴミを拾い、一ヶ所に集めていった。

「……これ、なんでしょうか？」

　ふと、滋賀さんが声を上げた。ゴミの中から拾った紙を見つめている。

　白い画用紙だ。スケッチブックほどの大きさで、絵と文字が描かれていた。

「箱に入ってた紙が散乱したみたひです」

　画用紙に描かれているのは、海原に浮かぶ島の絵だ。上空から俯ふ瞰かんで見下ろした構図で、星の形をしている。黒インクで質素に描かれたもので、地図のようにも思えた。

　書かれてから年月が経っているらしく、白い画用紙はだいぶ黄ばんでいる。虫食いの穴もあって、本当に古地図のような雰囲気だ。

「なんだろ。美術の授業で描いたのかな？」

「美術で描いたにしては、簡素な絵ですわね。ポスターか何かの下絵でしょうか？」

　画用紙を見て、凜香が言う。

「この、まん中に書かれてる文字はなんだろ？」

　画用紙の中心には×印が打たれ、隣にこんな縦書きの文字列が書かれていた。

　Ｉ∪Ｉ∪ＩＩ⊃Ｉ⊃ＩＩＩＩＩ⊃Ｉ

「何かの暗号でしょうか？」

　滋賀さんがつぶやいた。

「バッテンの意味がわかるメッセージが、隠されてるのかもしれませんね」

「こちらにも、妙なことが書かれた紙がありますわ」

　凜りん香かが別の画用紙を見つけて拾いあげた。

　大きさもインクの色も、紙の黄ばみ具合まで同じだ。同一人物の手で、同じ時期に書かれたもののようだ。

　二枚目の紙には、詩のような文章が書かれていた。



　八時五十五分　赤き悪魔に喰くわれし者の集う場所に向かえ

　十時三十五分　鳥居をくぐり銭を投げて祈りを捧ささげよ

　十二時十五分　美しき唄うたと休息は汝なんじを生まれ変わらせる

　一時五十五分　やがて我らが大王の元へいざなわれ、

　三時三十五分　地上に戻りて言葉を伝えるとき、大王より宝玉を授かるだろう

　太陽と時が汝を導かん



「……なんだこれ。創作の詩か？　悪魔に喰われしって……不気味だな」

　意味のよくわからない詩を前に、みんな反応に困って黙りこんだ。

　将しよう悟ごは二枚の画用紙を受け取り、隠しメッセージでも書かれてないかと太陽に透かしてみたけど、やっぱり何もない。

　そうしていると、校舎のほうから駆けてくる小こ都と里り先生の足音が聞こえた。

「ゴミ袋持ってきたぞー。45リットルの袋だから、ジャンジャンゴミ入れろよー」

　小都里先生は将悟たちの前に来ると、押し黙っている三人を見まわした。

「ん？　どしたんだ、みんな？」

「こんなのが出てきまして……」

　将悟は、二枚の画用紙を小都里先生に見せた。

　小都里先生は画用紙をじっと見つめ……目をパチクリしばたたくと、サッと奪い取るように手に持った。

「おぉっ、こりゃまた懐かしいなー！」

「小都里先生、知ってるんですか？」

「これ、せんせーが学生時代にやった宝探しの地図だぞ！　十年くらい前の夏休みに何人かで集まって、宝探しゲームをしたんだよ」

　宝探しゲームというのは、主催者の用意した地図とヒントを頼りにして、どこかに隠された宝を探し出す遊びのことだ。

「ゲームの道具だったんだ。先生、昔そんなことしてたんですね。……ん？」

　ふと将悟は気づいた。

　先生が学生時代にやった宝探しの道具が、この学校の倉庫にあるってことは……。

「小こ都と里り先生って、深み流りゆう院いん学園の卒業生だったんですか!?」

「そーだぞ。お前らの大センパイなんだからなー。尊敬しろよ」

「しかも十年くらい前って……先生って、意外と歳……」

　ガスッ!!　と将しよう悟ごのほおに小都里先生の強烈なフックが炸さく裂れつした。



　夕方になって、倉庫の整理はようやく終了した。

　将悟と凜りん香かと滋し賀がさんは生徒会室でジュースを飲みながら、小都里先生から宝の地図についての話を聞いていた。

「宝探しを企画したのは、星ほし野のって女子生徒なんだ。長いストレートの髪がきれいな美少女だったんだぞ。当時、せんせーと一緒に生徒会の役員をやってたんだ。彼女は夏休み明けと同時に転校することが決まってた。ある日星野は、『お世話になったみんなへのプレゼントを渡すため、最後に宝探しゲームをやりたい』って言ってさ。宝が彼女からの贈り物ってわけなんだよ」

「この画用紙は、そのとき用意されたものなんですね。星形の島の絵は地図で、詩は宝探しのヒント……ってわけか。星野さんだから、星形の島なのかな」

　将悟は、滋賀さんが持っている二枚の画用紙を見た。

「なんだ、帝みかど野の。宝探しに興味あるのか？　難しい謎なぞだったんだぞー」

「帝野センパひは、どんな謎でも解ひちゃうんですよ」

　滋賀さんが頼りになるような目を向けた。

　以前、校内放送で『妹』の声が流れたことがある。滋賀さんも翻ほん弄ろうされたその事件で、将悟は見事『妹』の正体を突き止めたのだ。

「いやそんな。――ていうか滋賀さん、さっきから地図持ってるけど、気になるの？」

「はひ。この暗号ちゃん、なんだかとってもキュートでかわひいです……」

　滋賀さんは、星形の島の中央に書かれた謎の文字列を見ながら、ポッと顔を赤らめた。

　暗号のような文字列がどうキュートなのか、イマイチ感性がわからない将悟である。

「小都里先生、この暗号はどういう意味だったんです？」

「帝野、どんな謎でも解けるんだろ？　自分で解いてみたらどうだ？」

「……イジワル言わないで教えてくださいよ。暑くて頭もまわらないですし」

　突然小都里先生は腕を組んで、神妙な顔つきになった。

「実はな……その宝探しは、いまだに解かれていないんだよ」

「解かれていない？」

「夏休みのある一日に、生徒会役員や仲のよかった友人たち何人かで集まって、宝探しゲームをしたんだ。各自、地図とヒントの詩のコピーを持って街に出たんだけどな……」

　小都里先生は不思議そうな顔で将悟たちを見まわした。

「結局、宝は見つからなかったんだ」

「見つからなかった？　どうしてですか？」

「誰だれも地図の謎なぞを解明できなかったんだよ。星ほし野のに答えを聞いても『いつかわかるから』としか言わなくてな。――そして夏休みが明けると、星野は転校してしまった」

「それじゃ今も、宝は見つからないままってことですか？」

「そうだ。ひょっとしたら、まだどこかに隠されてるのかもしれないぞ」

「妙な話だな……。プレゼントを宝探しゲームで渡すのはいいけど、なんで、誰も解けない難しいヒントにしたんだろ。お世話になったお礼なら、確実に渡したほうがいいのに」

「想定以上にヒントが難しすぎたのではないですか？　出題者は簡単だと思う問題でも、解答者にとっては難問だということなど、よくありますわ」

　凜りん香かが言った。

「確かにこの詩を読んでも、さっぱり意味がわからないけど……。でもそれなら、ゲーム終了後に答えを教えてあげればいいと思うけどな」

「帝みかど野の、その地図を貸してやろうか？」

「俺おれに宝探しをしろってことですか？」

「思い出したら、せんせーも謎が気になってきたんだよ。無事に宝を見つけたら、くれてやってもいいからな」

「うーん……。でも宝って、なんなんだろ。街まち中なか探しまわる価値のあるものなのかな」

「星野が言うには、ものすげぇ宝だって話だぞー」

　――十年くらい前に隠された、ものすごい宝か……。

　もし宝が値打ちのものだったら、売ったお金で扇風機を買えるかもしれない。

「ほんとに俺が宝をもらっていいんですか？」

「せんせーに二言はないからな！」

「わかりました。俺、宝を見つけます！」

　将しよう悟ごが立ち上がると、滋し賀がさんが身を乗り出した。

「わ、わたしもお手伝ひしていいですか？　宝、見つけたひです！」

「よし滋賀さん、一緒に宝探ししようぜ！」

　滋賀さんはわくわくした表情でうなずいた。

「国くに立たちさんはどう？　宝を見つけたいと思わない？」

「残念ですが、遠慮させていただきますわ。わたしは明日から自由研究をする予定ですので、遊んでもいられませんの」

「そうか……。知恵を貸してもらえるかもって思ったんだけどな」

　まぁ、本当に見つかるかもわからない宝探しだ。無理強いすることもできない。

　将悟は滋賀さんが持つ二枚の画用紙を見つめた。

　一枚は、星形の島が描かれた地図。

　中央には×印と、謎なぞの文字列『Ｉ∪Ｉ∪ＩＩ⊃Ｉ⊃ＩＩＩＩＩ⊃Ｉ』が書かれている。

　もう一枚は『八時五十五分……』で始まる、不気味な詩が書かれた紙。

　これらの謎を解いたとき、目の前に、十年もの間眠り続けた宝が現れるはずだ！



　　　　§



　翌朝の八時四十五分に、将しよう悟ごは学校の正門で滋し賀がさんと待ち合わせた。

「お待たせひました、帝みかど野のセンパひ」

　やって来た滋賀さんは、頭に大きな麦わら帽子をかぶっていた。服は白のワンピースで、歩くたびに長いスカートがふわりと揺れている。

　さわやかな夏の少女の姿は朝の陽ひの中に美しく溶けこんで、アヒルどころか白鳥の子のように思えた。

　つい見とれた将悟の視線に、滋賀さんは恥ずかしそうにモジモジとうつむいた。

「わ、わたひの服、ヘンでしょうか……」

「そんなことないって！　滋賀さん、きれいな服着るんだな」

「今日は汗かひても大丈夫な服を着ましたから、センパひに見られても安心です」

「……いや、見えたことは忘れてください。――じゃ、さっそく宝を探しに行こう」

　滋賀さんはかわいいガチョウのイラストが描かれたトートバッグから、二枚の画用紙を取り出した。

　一枚目は、星形の島と謎の文字列が書かれた宝の地図。

　もう一枚は、ものものしい詩が書かれた宝のヒント。

「宝、見つかるでしょうか？」

「だといいな。俺おれたちでお宝ゲットしてやりたいぜ」

　将悟は持ってきた地図帳を開いた。この地方の市区町村の地図が掲載されたものだ。

　この街のページを開くと、周囲三キロメートルほどの地図がある。上が北の方角だ。

「街のどこかに、宝の地図と対応する場所があるんじゃないか？」

　しかしいくら街の地図を眺めても、星形が示す場所は見つけられなさそうだ。

「やっぱりヒントを解かないとダメか。滋賀さん、詩のほうを見せてくれるかな」

　詩の一行目にはこう書かれている。

『八時五十五分　赤き悪魔に喰くわれし者の集う場所に向かえ』

「赤き悪魔ってなんだろ？」

「悪魔さんって、恐こわひ人なんでしょうか？　わたしたち食べられるんでしょうか？」

　滋賀さんがカクカクと震えた。

「いやまさか。――何かの謎なぞかけになってるんだよ。例えば、真まっ赤かで悪魔みたいにでかい建物がある、とかさ。この近辺でそんな建物とか、知らないかな？」

「赤ひ建物、赤ひ建物……」

　滋し賀がさんはこめかみを押さえながらじっと考えこんだ。

「何も思ひつきません……」

「俺おれもだ。建物じゃないのかな」

　さらに二人は、赤くて悪魔っぽい何かが街にないか、あれこれ考え続けた。

　赤い屋根、赤い看板、赤いカーペット……。

　しかしヒントの答えのようなものは思いつかない。

「センパひ、どんどん時間が過ぎてしまひますよ」

　滋賀さんが腕時計を見せた。時計の針は九時三十分を指している。

「まずいな。ヒントの時刻を三十分以上も過ぎちまったぞ」

「遅れると、どうなるんでしょう？」

「いや……この時刻が何を意味してるのかも、よくわからないんだけどさ。けど時刻どおりに動いたほうがいいんじゃないか？」

　そのとき、ブロロロ……と車のエンジン音が聞こえて、近くの道ばたで止まった。

　何気なく見ると、郵便会社の車だ。道のポストのそばに停車し、男性がポストを開けて中の郵便物を集配している。

　眺めていると、四角いポストから取り出される集配の袋が胃袋のように思えた。

「そうか！　郵便局だよ！　郵便局に向かえって書かれてるんだ！　赤き悪魔ってのは郵便ポストのことなんだ。真っ赤な色で、手紙をバクバク食うだろ」

「でもポストちゃんは、悪魔さんみたひに恐こわくありませんよ？」

「悪魔は西洋だと、ヤギに象徴されるんだ。そしてヤギが食うものっていったら……」

「紙……手紙を食べるんですね！」

　郵便物を回収した車は再び走り出し、道路の先へ去っていく。

「『喰くわれし者の集う場所に向かえ』ってことは、郵便物が集められる場所……この近所で一番大きな郵便局が最初の目的地なんだな」

　将しよう悟ごは地図帳を見つめ、近辺の郵便局を探した。

　地図の左下、今いる場所から南南西の方角へ二キロほど先に、大きな郵便局があった。



　学校前から歩いて四十分ほど。郵便局の前についたとき、時間は十時を過ぎていた。

　五階建てのビルの玄関に、郵便マークの看板が出ている。同じビルが郵便会社の支店になっていて、間違いなくこの地域の集配業務を担当している場所だ。

「ここが最初の目的地か。これなら順調に進められそうだな」

　次の目的地を探すため、再びヒントの詩を見た。二行目の文章はこうなっている。

『十時三十五分　鳥居をくぐり銭を投げて祈りを捧ささげよ』

「神社……でしょうか？」

「こりゃ簡単だよな。読んだそのままだ」

　鳥居の先に賽さい銭せん箱ばこがあって、願掛けをする場所といえば……謎なぞ解きをするまでもなく、神社しか思いつかない。

　将しよう悟ごは地図帳を広げ、近辺にある神社の場所を確認した。

「これじゃないか？　ここからまっすぐ南に歩くと、すぐ神社がある」

　ところが滋し賀がさんは、地図帳の別の場所を指さした。

「こっちにも神社がありますよ」

「あれ……ほんとだ」

　将悟は戸惑った。よく見ると、近所には小さな神社が三つもあるのだ。

　一つは南にある神社。もう一つは北東、最後の一つは北西の方角にある。

「どの神社に行けばいいんだ……？　次は十時三十五分に出発しないといけないんだよな。こうなったら、当てずっぽうに一番近くの神社に行くしかないか」

「でもセンパひ。詩の時刻って、本当に出発の時間なんでしょうか？」

「え、どうして？」

「なんでこの時間に出発しなひとダメなのか、わからなひです」

「確かに、時間を指定される理由がないよな。最初の目的地だって、何時に学校を出発しても郵便局にたどり着けるはずだし。それに、やたら時間の指定が細かいのも気になる」

　将悟はもう一度ヒントの詩を読み返した。最後の行にはこう書かれている。

『太陽と時が汝なんじを導かん』

「『時』ってのは詩に書かれた時刻として、太陽ってどういう意味だろ」

　二人で郵便局の前に立ち、地図を広げたまま途方に暮れてしまった。

　時間は刻々と過ぎ、十時半になろうとしている。郵便局の自動ドアをくぐる利用客たちが、けげんそうな顔で将悟たちを見ながら通りすぎていった。

「なんか俺おれたち、迷子だって思われてそうだな」

「街まち中なかで遭難したみたひです……」

　――遭難……？

　その言葉を聞いたとき、ふっと将悟の頭がひらめいた。

「ん……もしかして……。滋賀さん、ちょっと腕時計見せてくれるか!?」

　将悟は滋賀さんの左腕を取って、腕時計を見た。アナログの腕時計で、針は十時三十分を差している。

「時計盤を水平にして、短針を太陽の方角に向けてみて」

　滋し賀がさんは不思議そうな顔で、言われたとおりにした。

「これで何かわかるのですか？」

「遭難って言われて思い出したんだ。――アナログ時計を使った方位測定の方法ってのがあるんだよ。こうして短針を太陽の方向に向けるだろ。そうすると、時計盤の『12』の数字と短針のまん中の方角が真南になるんだ」

「すごひです、センパひ！　そんなことまで知ってるんですね」

「い、いや～。臨海学校のとき海や山で遭難しかかってさ。帰ってから、今後もしも遭難したときに備えて、いろいろ調べてたんだよ」

「帝みかど野のセンパひの臨海学校って、壮絶だったんですね……」

　十時半を過ぎた現在、時計の短針は『10』と『11』の間くらいだ。短針を太陽に向けると、短針と『12』のまん中が南を向くことになる。

「今、ちょうど三十五分になるだろ」

　カチッと長針が動き、三十五分……つまり時計盤の『７』の方向を指した。

「この長針の差す方向に、次の目的地があるんじゃないか？」

　将しよう悟ごは試しに、八時五十五分の時刻をシミュレートしてみた。短針は『９』の位置だ。九時前の太陽の位置を思い出し、時計盤の『９』をその方向に向ける。

　すると八時五十五分のときの長針は、南南西の方角を向くはずだ。

　それは学校からこの郵便局へ歩いてきた方角とピッタリ一致するのだ。

「間違いない。太陽と時が導くってのは、こういうことなんだ」

　再び現在時刻の短針を太陽の方向に向けると、長針は右上……北東を向いた。

「つまり北東にある神社が正解なんだ。ここが次の目的地だよ！」



　また四十分ほど歩いて、将悟と滋賀さんは目的の神社へとやってきた。

　住宅地のすぐそばに立つ、小さな目立たない神社だ。並木に囲まれた境内には人の姿はなく、ひっそりと静まりかえっていた。狛こま犬いぬの像も、どことなく眠たそうに見える。

「はぅ……暑ひですね……」

　滋賀さんが額ひたいに汗をかきながら、服の首もとをパタパタとあおいでいた。

　十一時を過ぎて陽ひも高くなり、気温は容赦なく上昇している。

「汗で服が透けちゃひます……」

「透けない服なんじゃなかったの？」

「はひ。透けても大丈夫なように、下に水着を着てるんです」

「…………え？」

　――ま、まさか服が透けると、滋賀さんの水着姿が……!?

　想像しそうになって、あわててイメージを頭から追い出した。

「ていうか、暑くない？」

「じ、冗談でふ……。センパひ、水着が好きかと思ひまして……」

　滋し賀がさんはボッと顔を赤くして、消え入りそうな声で言った。

「いや、そんな無理して冗談言わなくていいから……」

「せ、センパひ、早く次の目的地に行きましょう」

　滋賀さんは恥ずかしそうに将しよう悟ごの袖そでを引っぱった。

　次のヒントは『十二時十五分　美しき唄うたと休息は汝なんじを生まれ変わらせる』だ。

「次の場所は、休息できるところみたひですよ」

「なるほど。お昼に合わせて昼メシ食べられるようにしてくれたのかな」

　詩の時刻の法則が解明された今、三つ目の目的地を見つけることは難しくない。

　将悟は滋賀さんの腕時計を見つめ、頭の中で十二時十五分の針をシミュレートした。

　十二時には短針が『12』の位置だ。つまり時計盤の『12』が南を向くことになる。

　将悟は時計盤の『12』を、地図帳の南に向けた。

　そして十五分なら、長針は『３』の位置だ。それはほぼ真西の方角を示している。

　将悟と滋賀さんは、地図帳の左側に目を走らせた。

「ここから西に、第三の目的地があるはずだぞ。休憩できそうな場所……」

「これでしょうか!?　ずっと先に公園があります！」



　また四十分ほど歩いて二人が来た先は、街まち中なかにある緑地公園だった。

　園内にはケヤキやイチョウなど多くの樹木が並んでいる。広い芝生や、ボート遊びができる池もあって、人々の憩いの場となっている公園だ。

　昼前のこの時間、あちこちの木々に無数のセミがとまり、夏の命を謳おう歌かするべくやかましいほどの大合唱をしていた。

「思ったよりハードな宝探しだな。滋賀さん、大丈夫？」

「だ、だひじょうぶでふ……」

　だいぶ歩き疲れたのか、滋賀さんは立ち止まり、両足のふくらはぎをもみもみしている。

「ひとまず休憩にしよう。昼メシも買ったしな」

　二人で木陰のベンチに並んで腰を下ろすと、将悟は途中のコンビニで買った弁当とペットボトルを取り出した。

「俺おれはチキンカツ弁当っと。滋賀さんは……お子さまランチ弁当でよかったの？」

「はひ。……お子さまランチ、ヘンでしょうか？」

「そんなことないよ。大人でも、小食だからお子さまランチがいいって人もいるし。――滋賀さん、小食なの？」

「あまりたくさんは食べなひのですが……それだけじゃなひんです」

　滋し賀がさんはひざに乗せた弁当箱のフタを開けた。

　そしてミニハンバーグやナポリタンの詰まったお弁当よりも先に、透明プラスチックのフタに貼はられたラベルをはがし始める。

「外れちゃひました……」

　裏側を見て、ガッカリしたように肩を落とした。

　将しよう悟ごが見ると、ラベルの裏に『ざんねん！　はずれ』と印刷されている。

「当たると、弁当がもう一つもらえるとか？」

「当たりのラベルを送ると、ビックリアヒルちゃんのおもちゃがもらえるんです」

　滋賀さんはラベルの表面を見せた。

『特別キャンペーン』のロゴが書かれ、その下におもちゃの写真が載っている。

　大口を開けて驚いているアヒルのおもちゃだ。ムンクの絵画『叫び』を連想するような、実に見るものを不安定にさせる表情をしている。

「へ、へぇ……。なかなかシュールなアヒルだね……」

「このビックリアヒルちゃんのおもちゃ、とってもキュートでほしかったんですが……」

「滋賀さんってもしかして、キモカワイイものコレクターとか？」

「キモくなひですっ！　キュートなんですっ！」

　滋賀さんは拳こぶしを握りながら力説した。

　――す、筋金はいってる!?　滋賀さんの髪、やっぱり寝ぐせじゃないのかも……。

　それから二人でお昼ごはんを食べた。

　広い園内を、木々の葉を揺らしながら風がとおりぬけ、心地いい。

　夏休みだからか、何組もの小さな子供と母親が目の前を通りすぎていく。

「ふぅ、ごちそうさま。滋賀さん、お腹いっぱいになった？」

「もう食べられなひです……」

　お子さまランチを食べ終え、滋賀さんは満足そうにお腹をさすった。

　それからふと、まわりをキョロキョロ見まわした。

「三つ目の目的地はここでよかったんでしょうか。誰だれも歌ってないですけど……」

「『美しき唄うた』ってなんだろうな。ここじゃセミの鳴き声しか聞こえないし……。セミなんてどこでも鳴いてるし、これだけいると、美しいっていうよりうるさいぞ」

　――それとも、目的地はほかにあるのかな？

　将悟は両手で地図帳を広げ、公園の周囲にある施設を探してみた。

　と、そうしていると……ふいにセミの合唱がやみ、周囲が少し静かになった。

　風のそよぐ音が聞こえ、流れる空気に乗って……

　ピピピッ……と、笛の音のようにさえずる野鳥の声が聞こえてきた。

　よく耳を澄ませると、何羽もの鳥たちがあちこちの木でさえずっていた。オカリナを吹くような高い声に、弦をならすような低い声、軽快にカスタネットを叩たたくような声……。

　美しい鳴き声のハーモニーが響いている。

「どう、滋し賀がさんも聞こえる？」

　振り向くと、滋賀さんは目を閉じて、こっくりこっくりと頭を揺らしていた。

「ぴ～……」

　寝息を立てながら、頭を将しよう悟ごの肩に預けてきた。

「ちょっ、し、滋賀さん……」

　ピョコンと立った後ろ髪がほおに当たってくすぐったい。

　しかし心地よさそうに昼寝する滋賀さんの顔を見ていると、起こすのもかわいそうだ。

　結局そのまま、将悟は滋賀さんの寝息を聞き続けた。

「ふぁ……俺おれまで寝たくなるぜ……。近所にこんな公園があったんだなぁ……」

　家と学校を往復する毎日で、ほかに行く場所と言えば近所のスーパーやコンビニ、駅や商店街、友人の家くらいのものだ。

　考えてみれば、住んでいる街なのに知らない場所がたくさんある。

　――星ほし野のさんって、この街を去る前に街の魅力をみんなに伝えたかったのかな。

　なんとなくだけど、そんな気がした。

「はひっ。つひ寝ちゃひました……。す、スミマセンです、センパひ……」

　三十分ほどで目を覚ました滋賀さんは、寄りかかっていた将悟にペコペコと頭を下げた。

「いいって。ゆっくり休めただろ？　さ、次の目的地を探そうぜ」

　将悟はベンチの上に、宝の地図とヒントの詩を広げた。次のヒントはこうだ。

『一時五十五分　やがて我らが大王の元へいざなわれ、』

「こりゃまたよくわからんなぁ……。大王ってなんだ？」

　まずは一時五十五分の時計の針をシミュレートした。短針は『２』のあたりだ。南の方角は短針と『12』の間、つまり『１』の方向になる。

　そのとき長針が示す『11』の位置は、南東を指すことになる。

「今度は南東か……。なんか朝から、あっちに行ったりこっちに行ったり、無駄に歩かされてる気がするぜ」

「学校からでしたら、郵便局より先に公園に来たほうが近ひですのにね」

「ま、十年も前のゲームに文句言ってもしょうがないか。どれどれ、次は……」

　将悟と滋賀さんは地図帳の右下のほうを見まわした。

　次の目的地は、ここから南東の方角のどこかにあるはずなのだが……。

　目を皿のようにして地図帳を見ても、何もそれらしき場所がない。南東のずっと先は住宅街が広がっているばかりだ。

「誰だれか、偉ひ人が住んでるのかもしれませんね」

「『我らが大王』……つまり俺おれたちにとって偉い人かな。総理大臣とか？」

「歴史上の偉人かもしれなひですよ」

　もしそれが正解ならお手上げだ。持っている地図帳では、歴史までは調べられない。



　公園をあとにして、将しよう悟ごと滋し賀がさんは街の図書館へとやってきた。『大王』の謎なぞかけのヒントが調べられないかと考えたのだ。

　図書館は今までに歩いた中央のあたりに位置しているから、次の目的地が判明すればすぐに出発できる。館内はクーラーも効いているし、暑い午後の陽ひ射ざしをやり過ごすのにも都合がよかった。

「あら？　帝みかど野のセンパイに滋賀さん」

　歩いていると、ブースで区切られた机が並ぶほうから、突然声をかけられた。

　振り返ると、凜りん香かが仕切り板の端から顔をのぞかせている。夏らしい薄手の私服姿で、いつもマジメな彼女も軽やかな印象だ。

「国くに立たちさん！　図書館で勉強？」

「昨日言いましたとおり、自由研究ですわ。資料を調べておりましたの」

　近寄って彼女の机を見ると、目の前にノートを広げ、まわりには何冊ものぶ厚い資料本を積み重ねていた。

「なんの研究をしてるの？」

「この地域の発展史の考察です。ローカルな情報が多く必要で、インターネットでの資料検索にも限度がありますから、こうして図書館におもむいたのですわ」

「すげぇなぁ。俺も自由研究のテーマ早く決めないと……」

「言っておきますけどセンパイ。アサガオの成長日記三日分だけとか、アリに砂糖を落とした観察とか、セミの抜け殻集めとか、そういうのはやめてくださいませね」

「う……。俺の研究テーマをことごとく否定しないでくれ」

「……本気でそうするつもりだったのですか？」

　凜香はじとっと呆あきれた目で見つめた。

「そうだ、国立さん。この街に総理大臣とか、そういう偉い人が住んでた記録なんてないかな。――あるいはもっと、歴史上の人物でもいいんだけど」

　凜香はしばらく考えこんだが、該当する人物は思い浮かばないようだ。

「あちらに地域の文献が収められた書架があります。人物名鑑もありますから、調べてみると見つかるかもしれませんわよ」

　言われて、将悟と滋賀さんは地域資料のコーナーへと歩いた。

　地域の資料といっても、書架に並べられた本や古い新聞など数は膨大で、全部調べようとしたらとても一日では足りない。

「うへぇ……。こりゃどこから手をつけていいんだか」

「わたしは昔の新聞を検索してみます。コンぴューターの力なら検索もバッチひです」

　滋し賀がさんは頼もしそうな顔で、隅に置かれたＰＣ端末の前に座った。

　むーっとディスプレイとにらめっこしながら両手の人差し指で、恐こわい犬でも突っつくように、ぽふっ……ぽふっ……とキーボードを押している。

　将しよう悟ごは天井まで届く書架の前に立ち、並べられた本の数々を見まわした。

　電話帳のようにぶ厚い、黒い背表紙の本が十冊以上も並んでいる。地方行政の記録らしい。ほかにも地域の歴史記録や郷土出身の著名人の伝記など、多数の蔵書が並んでいた。

「あれ？　この本……」

　ふと、本棚の中に見覚えのある背表紙を見つけた。

『深み流りゆう院いん学園　文芸部詩集』

　倉庫整理をしていたときに見つけたものと同じ本だ。

「そういえば国くに立たちさん、図書館に寄贈されることもあるって言ってたっけ」

　手に取ってみた。裏表紙を開いた奥付を見ると、発行月は七月だ。

　たぶん、十年ほど前におこなわれた宝探しの直前に発行されたのだろう。

　中のページをパラパラとめくっていくと、前に見たのと同じ『シリウス』の詩があった。

　行末はやはり『∩⌒∩⊇　⊂ΛＶ⊂Ｊ　⊃≡⊂Ｊ』という印刷ミスになっている。

「印刷ミスのまま図書館に寄贈されるってのも気の毒だよなぁ」

　なんとなく、その気の毒な作者の名前が気になり、将悟は目次のページを開いてみた。

　そこで「あ……」と、声を上げそうになった。

『シリウス』の作者は星ほし野のさんだったのだ。

　さらに将悟は、もっと驚くべき名前を見つけた。

　最初に詩集を見たときはパラパラめくっただけで気づかなかった。

　星野さんの名前から三人ほど離れた位置に、知っている名前があったのだ。

『小こ都と里りまい子こ』。まぎれもなく、将悟の担任である小都里先生の名前だった。
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「……結局、ゲームオーバーか」

　夕方、将悟と滋賀さんはとぼとぼと学校への帰り道を歩いていた。

「四つ目の目的地、わかりませんでしたね……」

　あれから将悟も滋賀さんも、図書館の資料を調べ続けた。

　しかし公園の南東の方角に、古今の有力者の足そく跡せきになるようなものは見つけられなかった。『我らが大王』という言葉が何を指し示すのかわからなかったのだ。

「しかたありませんわよ。小こ都と里り先生たちも正解できなかったそうですし」

　一緒に帰り道を歩いている凜りん香かが慰めるように言った。

　深み流りゆう院いん学園の正門前まで戻ったときには、陽ひは沈みかけていた。見上げると、ずっと西の空が真まっ赤かに染まっている。

「帝みかど野のセンパひ、今日はおつかれさまでした」

「滋し賀がさんもな。宝は見つからなかったけど、楽しかったぜ」

　将しよう悟ごが女子寮に帰る二人とは反対方向に歩き出しかけたとき……

「おやみなさん、こんにちは」

　声に振り返ると、門から初老の男が出てきた。深流院学園の校長先生だ。

　青いじょうろを持って、庭の草花に水をやっていたらしい。

「校長先生。こんにちは」

　凜香がていねいに頭を下げる。将悟と滋賀さんもペコリとおじぎをした。

「みなさんおそろいで、お出かけしていたのですか？」

「宝探しひてたんです」

　滋賀さんはトートバッグから出した宝の地図を校長先生に見せた。

　校長先生は一目見て、宝の地図に目が釘くぎ付づけになった。

「おぉ、これは懐かしい。ずっと以前、生徒たちがこんなふうに宝探し遊びをしていましたよ。今も遊ばれているのですねぇ」

「校長先生も知ってたんですか？」

　将悟が聞いてみると、校長先生は懐かしそうに目を細めた。

「当時宝探しを企画した星ほし野のさんという女の子から、私のところまでゴールできた子に、宝となるプレゼントをしてほしいと頼まれたんです」

「え……校長先生から宝をプレゼント？」

　将悟はヒントの詩を思い返した。最後の目的地のヒントはこう書かれていた。

『三時三十五分　地上に戻りて言葉を伝えるとき、大王より宝玉を授かるだろう』

「って、最後は学校に戻って校長先生から宝をもらえって意味だったのか……。『大王』って、校長先生のことだったんですね」

「はぁ。私はそんなに恐こわく見えますか？」

　校長先生がちょっと残念そうな顔をすると、滋賀さんが顔を横に振った。

「そんなことなひです。校長先生、とってもやさしひですよ」

　たちまち、ニコニコうれしそうな校長先生である。

　――ま、朝礼がやたら長いのには、まいるけどな。

　と、心の中で付け加える将悟だった。

「校長先生、プレゼントを渡すとき、合い言葉とかありませんでしたか？」

「ありましたよ。その地図の不思議な文字を見せてもらうことが合い言葉でした」

「この『Ｉ』が並んだ文字列って、暗号じゃなくて合い言葉なのか。ややこしいな。×印とか意味ないぜ……」

　将しよう悟ごは地図帳を開き、公園から南東に進んだ先の住宅地を指さした。

「それじゃ、校長先生の家ってこのへんですか？」

「五年ほど前までは、そのあたりに住んでいましたよ。妻がお菓子作りが趣味でしてね、毎週のように生徒のみなさんを招待するのですよ。――今は引っ越して、もっと学校の近くに住んでいますけどね」

　だから将悟たちは、四つ目の目的地が校長先生の家だと思いいたらなかったのだ。

　三時三十五分のとき短針を太陽の方角に向ければ、長針は北北西の方角を向く。

　地図上で校長先生の昔の家から北北西に進むと、深み流りゆう院いん学園に行き当たった。そこが宝探しのゴール、ということのようだ。

「今日一日、ずいぶん歩かされたよなぁ」

　学校からスタートし、南南西の郵便局へ。次は北東の神社。続いて西の公園。

　さらに正解のルートなら南東の校長先生の家へ進み、最後は北北西の学校に戻る。

「あれ、この経路ってもしかして……通った道を線で結ぶと、星形になるじゃないか！」

「それが宝の地図の意味だったんですね。やっと謎なぞが解けました」

　滋し賀がさんがうれしそうに地図を抱えた。

「でも自力で解けなかったのがくやしいぜ。こりゃ前回も誰だれも解けなかったわけだ」

　すると、聞いていた校長先生が口を挟んだ。

「いえいえ、前回はみなさんヒントを解いて、私のところに宝をもらいに来ましたよ」

「そうなんですか？　おかしいな。小こ都と里り先生は、当時誰も解けなかったって言ってたんですけど。それで俺おれたちに解いてみないかって」

「そういえばたった一人、ゴールできなかった生徒がおりました。その子が高校生時代の小都里先生です。宝探しが終わったあと、ゴールできなかったけれどプレゼントを渡そうとしたのですが、小都里先生は意地を張って受け取らなかったんですよ」

　思わず将悟は、滋賀さんと顔を見合わせた。

「でも小都里先生、『宝は見つからなかった』って言ってたよな」

「わたしもはっきり聞ひたです」

「けど実際には、宝探しは無事に終了していた……。なんであんなこと言ったんだ？」

「わたしたちに解けるか、試したんでしょうか？」

「自分が解けなかったから、くやしくて俺たちに挑戦したのかな。小都里先生らしいぜ」

　凜りん香かが、ねぎらうような笑顔を浮かべた。

「お二人とも骨折り損、でしたわね。おつかれさまですわ」

「ほんとにおつかれだぜ……。これじゃ、ゴールしても宝なんてなかったんじゃないか」

　そう考えると、一日歩きまわった疲れがドッと噴き出してしまう。

　噂うわさをすればなんとやら。校舎のほうから小こ都と里り先生が歩いてきた。



　将しよう悟ごと滋し賀がさん、凜りん香かの三人は、小都里先生と一緒に生徒会室にやってきた。

「悪い悪い。昔解いたの、すっかり忘れてたんだよー」

　無事宝探しが終了していたことを問い詰められた小都里先生は、バツが悪そうに笑った。

「忘れてたって……。おかげで俺おれたち、朝から一日中歩きまわったんですよ。暑いのに」

「しょうがないなー。残念賞としてせんせーから、プールで泳ぐ許可をやるぞ」

「はぅ、プール入りたひです！」

　滋賀さんが汗でベッタリの服をパタパタさせながら目を輝かせた。

「俺は疲れたから、シャワーだけ借りようかな。――国くに立たちさんはどうする？」

「わたしも一日中図書館にいましたから、少し運動したいですわね。滋賀さん、一緒に泳ぎましょうか」

「はひ！　……あ、でも……、わたし水着持ってなひです……」

　ガッカリした様子の滋賀さんを見て、将悟は思いついた。

「そうだ滋賀さん、俺の家に女性用の水着があるんだけど使わないか？　帝みかど野のグループの新作水着モニターの謝礼として渡されたものだけど、もらってくれると助かるんだ」

「ほんとですか!?　ありがとうござひます！」

　将悟は自宅まで駆け戻り、先日もらったスイムウェアを持って再び学校に向かった。



　十数分後、小都里先生からプールの鍵を借り、将悟たちは屋内プールへとやって来た。

　将悟の前にはスクール水着に着替えた凜香がいて、その横に滋賀さんがいる。

　滋賀さんはうるうると涙目になって、真まっ赤かな顔で全身モジモジさせていた。

「せ、センパひ……。この水着、恥ずかしひでふ……」

　将悟があげた、純白のワンピース水着。腰のパレオが大きく広がって、フリフリのエプロンのようになっている。

　背中は大きく開いて滋賀さんの肌がむき出され、エプロンの下には、ひざをキュッと閉じた細い生足が伸びている。か細い足はカクカクと震えていた。

　まさに、裸にエプロンをつけているだけにしか見えない水着。

　裸エプロン水着だった。

「じ、実際に着てもらうと……なかなか、すごいな……」

　裸エプロンな姿で身をくねらせる滋賀さんは、汚れを知らない幼妻にしか見えない。

「ぴ……。み、見つめなひでくださひ……」

　滋し賀がさんはクネクネと全身を波打たせながら、凜りん香かの背に隠れてしまった。

　凜香はプルプル震えていた。恥ずかしいのではない。明らかに怒っている。

「帝みかど野のセンパイっ!!　滋賀さんになんて水着を着させるんですかっ。このケダモノ!!」

「い、いや俺おれは、あまってた水着をあげようと思ってさ……」

「言い訳無用！　さ、滋賀さん。そんないかがわしい水着を着ることありませんわ。わたしがもう一着持っていますので、それを着てください」

　凜香に背中を押されて、滋賀さんは女子更衣室へと消えてしまった。

　で、また数分後。再び着替えた滋賀さんは……

　紺のスクール水着の上に、白いエプロン水着を着ている。

「……なんで重ね着してるんだ？」

「着なくていいと言いましたのに、せっかくセンパイがくれたからって聞かないんです」

　凜香は頭痛のように頭を押さえ、ため息をついた。

「これなら恥ずかしくなひです！　ほら見てくださひ。メイドさんの服みたひですよ」

　滋賀さんはちょっと得意そうに背中を見せた。

「な、なるほど……。紺色のスクール水着の上に白いエプロン。メイド服っぽいカラーって言われれば、そんな気がしなくもないような……」

　納得いくようないかないような、微妙な気分の将しよう悟ごである。



    

  
    
      



    

  
    
      　――しかし重ね着とはね……。重ね着……。ん……？

　そのとき、なぜか将しよう悟ごの頭に、一つの言葉が思い出された。

　それはあの『シリウス』の一節だ。

『ひとつでふたつ、ふたつでひとつ』

　――二つで……一つ……。

　二つの星……。宝の地図に書かれた星と、俺おれたちが歩いた経路の星……。

　宝の地図のまん中の×印を指し示す文字列……経路の星の中央には、図書館がある……。

　図書館に寄贈された詩集……星ほし野のさんの詩の最終行には……。

　二つが一つに重なりあうとき……。

　次の瞬間将悟は「あっ！」と声を上げていた。

「そうか……！　やっぱり宝の地図の謎なぞは、まだ解けてなかったんだ！」

　言い終わるより早く、将悟はプールの入り口に向かって駆け出した。

「よっしゃー、せんせーも泳ぐぜー！　夏休みなのに仕事なんてやってられっかー!!　せんせーは教師の狭間を漂う自由人だからなっ」

　小こ都と里り先生が水着の袋を持って現れた。

「先生！　倉庫の鍵を貸してください!!」

「ん？　職員室で借りられるぞ？」

　聞くが早いか、ぽかんとする皆を残して、将悟は外へ駆け出た。

　――だから小都里先生は『宝は見つからなかった』なんて言ったのか……。

　そうだ。本当の宝は、まだ見つかってない。

　星野さんの隠した宝は、この十年もの間、誰だれの目にも触れずに眠り続けていたんだ！



　　　　§



　将悟は倉庫から、ダンボール箱に納められていた文芸部詩集の一冊を取り出した。

　生徒会室に戻ると、星形の島が描かれた地図と並べてテーブルに置き、交互に見つめた。

　宝の地図の中央を指し示す謎の文字列。

『Ｉ∪Ｉ∪ＩＩ⊃Ｉ⊃ＩＩＩＩＩ⊃Ｉ』

　もう一つは、『シリウス』の最後に書かれた文字化けのような文字列。

『∩⌒∩⊇　⊂ΛＶ⊂Ｊ　⊃≡⊂Ｊ』

　――必ず解けるはずだ。本当の宝のありかを示す、この暗号が……。

　一時間も経つと、窓の外はすっかり暗くなった。それでも将悟は席も立たず、じっと二つの文字列を見比べ続けた。

「そうか……。これが……宝だったんだ……」

　つぶやいたとき、室内の蛍光灯が点灯した。

　振り返ると、一泳ぎ終えた凜りん香かと滋し賀がさん、小こ都と里り先生が部屋に入ってきた。

「センパイ、暗いのにどうしたのです？　まだ生徒会室に用事でも？」

「プール、気持ちよかったですよ。センパひも泳いだらよかったです」

　将しよう悟ごは立ち上がって三人に向き直り……小都里先生の目を見た。

「先生。やっと宝の地図の謎なぞがわかりました」

「謎はさっき解けたのではないですか？」

　凜香がけげんそうに聞き返す。

「校長先生が持ってた宝は、ダミーだったんだよ。本当の宝から目を反らさせ、宝探しゲームが終わったようにみせかけるために用意されたんだ」

「では、本当の宝はどこにあるのですか？　それはまだ誰だれも見つけてないと？」

「そうなんだ。真の宝はまだ誰も見つけていない。見つけていないという事実に気づいたのは、ただ一人、小都里先生だけ。――だから先生は、俺おれたちにもう一度宝探しをさせてみた。今度こそ本当の宝が見つかるかもしれないと思ったから。そうですよね？」

　小都里先生はニヤッと笑い、そばの椅い子すに腰掛けた。

「ほほー。いいぞ、帝みかど野の。せんせーが聞いてやろうじゃないか」

　凜香も滋賀さんも席について将悟の言葉を待った。

「まず、星形の島が描かれた宝の地図。この中心に×印が打たれ、隣に謎の文字列が書かれています。この文字列は、間違いなく暗号だったんです。ただし、これ一つだけでは解くことができない。もう一つの暗号文字列と組み合わせることで、初めて解けるようになっていたんです」

「もう一つの暗号ちゃんは、どこにあったのですか？」

　滋賀さんが聞いた。

「俺と滋賀さんは今日、ヒントを頼りに街まち中なか歩きまわりました。その結果、宝探しの経路が大きな星形になっていることが判明した。この星と、宝の地図の星。この二つを重ね合わせると、ある場所が導かれるんです」

　将悟は宝の地図が書かれた画用紙と、地図帳のこの街のページを並べて見せた。

「重ね合わせたとき、宝の地図の×印の位置には、図書館があります。つまり、もう一つの暗号は図書館に隠されていることを表しているんです」

「でもわたしたち、図書館で何も見つかりませんでしたよ」

「そう。この宝の地図だけでは、図書館のどこを探せばいいのかわからない。だから仮に図書館を探し当てても、そこで行き詰まってしまうんです。――ですが、ある特定の人だけは、図書館に隠されたもう一つの暗号に気づくことができたんです」

　そこでもう一度、将悟は小都里先生を見た。

「小こ都と里り先生。高校時代は生徒会役員のほかに、文芸部でも活動していましたよね？」

「そうだぞ。よく知ってるな」

「当時の文芸部員なら、図書館に詩集が寄贈されたことを知っていました。そしてその中に、星ほし野のさんの詩が載っていることも。――まさに二つの星が重なりあう、『シリウス』の詩です。この詩こそ宝の地図の最終目的地であり、もう一つの暗号だったんです」

　将しよう悟ごはテーブルの上に開いた詩集の一部分を指さした。

　そこには『シリウス』の最後の行、謎なぞの文字列が書かれている。

「詩の最後に書かれた文字化けみたいな文字列が、暗号を解読するためのもう一つのキーワードでした。たぶん、小都里先生はこの二つの暗号を探し出すことができた。……けれど暗号の解きかたがわからず、行き詰まってしまった。そうじゃないですか？」

「まいったなー」

　小都里先生は自分の額ひたいをペシッと叩たたいた。

「そうだよ。せんせーあのとき、宝の地図に書かれた暗号と、星野の詩の最後に書かれたヘンな文字が対応してるんじゃないかって気づいたんだ。それで暗号を解こうと頭をひねったんだけど、全然わかんないんだよ。記号の意味を考えたり、パソコンの文字コードまで調べたりしたのにさ。――星野に答えを聞いてもはぐらかされるし、毎晩気になって夜も眠れなかったんだぜ。ま、半年もしたら忘れたけどさ」

「暗号が解けないまま月日が流れて、昨日倉庫を掃除したときに、再び宝の地図が見つかった……ってわけですね」

「地図を見たとたん、昔の疑問まで思い出しちゃってさ。帝みかど野のが興味ありそうだったから、宝探しをやらせてみたんだ」

「でも、なんで宝探しを初めからさせたんですか？　最初からこの二つが暗号だって言ってくれたらよかったのに」

「宝探しでヒントを見落としてたかもしれないだろ？　もう一度最初からスタートすれば、何か見つけるかもと思ったんだ」

　すると、聞いていた凜りん香かが納得いかなさそうな顔をした。

「ですが帝野センパイ。なぜ星野さんは、文芸部員でなければ解けないような謎を作ったのですか？　ゲームとしてアンフェアではないですか」

「星野さんは、本当の宝は特定の人にだけ見つけてほしかったんだ。――宝探しの参加者で文芸部員だったのは、小都里先生だけですよね？」

「あぁそうだよ。当時宝探しに参加したメンバーで詩集について知ってたのは、せんせーだけだった。――んで、帝野。暗号は解けたのか？　なんで星野は、せんせーにだけ宝を見つけさせようとしたんだ？」

「暗号は解けました。解きかたは、気づいてしまえば簡単なんです。『シリウス』の詩にあるとおり、『ふたつまぢかに重なりあえば　まばゆい輝きが現れる』んです」

　将しよう悟ごはホワイトボードのシートに、マジックで二つの暗号文字列を書き写した。

『∩⌒∩⊇　⊂ΛＶ⊂Ｊ　⊃≡⊂Ｊ』

『Ｉ∪Ｉ∪ＩＩ⊃Ｉ⊃ＩＩＩＩＩ⊃Ｉ』

「それぞれの一文字目を重ね合わせたら、どうなると思いますか？」

　小こ都と里り先生たち三人は、前のめりになって書かれた暗号を凝視した。

　将悟は少し間を置いて、ホワイトボードに新たな文字を書きこんだ。

「『不等号』の左側に『Ｉ』を書くと、『Ｋ』の字に見えますよね」

　小都里先生も凜りん香かも滋し賀がさんも、一様に「あ……」と小さく声を上げた。

「おい帝みかど野の。そんな単純なことなのか？」

「小都里先生、暗号を難しく考えすぎたんですよ。これはメッセージが伝わるよう、法則さえ気づけば簡単に解ける暗号だったんです。――二番目の文字はこうです」

　続けて将悟は、ホワイトボードに『∩』を書き、そこに『∪』を重ねて書いた。

「こうすると『Ｏ』の字に見えますよね」

　さらに三番目の文字『⌒』と『Ｉ』を合わせると、『Ｔ』のようになった。

　次の四文字目は、さっきと同じ『Ｏ』。

　五文字目は、『⊇』の左端に『Ｉ』を書き入れた。

「五文字目は『Ｒ』を表現したんだと思います。六文字目は、そのまま『Ｉ』です」

　ホワイトボードにある単語が書かれた。

『ＫＯＴＯＲＩ』

　小都里先生は黙りこんで、自分の名前を思わせる単語を見つめている。

　七文字目は『⊂』の下に連結して『⊃』の形の線を引くと、『Ｓ』が浮かび上がった。

「その文字も二つ横に並べれば『Ｏ』になりませんか？」

　凜香が疑問を口にした。

「もちろんその可能性も考えられる。だけどわざわざ二文字目と形を変えてるし、それに、ここが『Ｏ』だと文章がつながらない。だから『Ｓ』だと判断できるんだ」

　続いて将悟は、残りの文字を書いていった。

　八文字目は『Λ』と『』を重ね合わせて『Ａ』。

　九文字目は『Ｖ』の左側に『Ｉ』を書くと『Ｎ』のようになった。

　十文字目は、再び『Ｓ』。

　十一文字目の『Ｊ』の左側につなげるように『Ｉ』を書き、『Ｕ』。

　十二、十三文字目は、前に出たのと同様に『Ｋ』と『Ｉ』だ。

　十四文字目は『⊃』の左側に『Ｉ』で『Ｄ』になる。

　十五文字目もやはり『≡』の左に『Ｉ』を書いた。現れた文字は『Ｅ』だ。

　そして十六文字目と十七文字目は『Ｓ』、『Ｕ』になる。

　そうしてすべての文字を書き終わったとき……ホワイトボードのシートには、一つの文章が浮かび上がっていた。

『ＫＯＴＯＲＩＳＡＮＳＵＫＩＤＥＳＵ』

　小こ都と里り先生は呆ぼう然ぜんとした表情で見つめている。

　ＫＯＴＯＲＩ　ＳＡＮ　ＳＵＫＩ　ＤＥＳＵ

　小都里さん　好きです

「…………」

　凜りん香かも滋し賀がさんも、メッセージをどう受け止めていいのか戸惑ったような顔だ。

「ここ、これって……あ、愛の……告白……ですの!?」

　凜香のほおがみるみる赤く染まっていく。

　滋賀さんが震える声を出した。

「でで、でも、星ほし野のさんって女の人なんでふよね……？」

　滋賀さんと凜香は、視線をまっすぐ小都里先生に向けた。

　三人の生徒に見つめられ、小都里先生はハッとした様子でみんなを見返した。

「なっ……な、なんだっ！　なんだその目はっ！」

「小都里先生、まさか女性が好きだったのですか……？」



    

  
    
      



    

  
    
      　凜りん香かの言葉に、滋し賀がさんが「ぴぃっ！」としゃっくりみたいな声を上げた。

「ちちっ、違うっ!!　せ、せんせーはそんなケないっ!!　断じてないっ!!」

「でも先生、おっしゃったではないですか。星ほし野のさんって長い髪の美少女だったと……」

「知るかっ!!」

　小こ都と里り先生は真まっ赤かになって立ち上がり、バンバンと床を蹴けって地団駄を踏んだ。

「せんせーはオトコ好きに決まってるだろ！　かわいー男子生徒を片っ端からショタるのがせんせーの野望なんだよっ！　なっ、そうだろ、帝みかど野のっ!?」

　将しよう悟ごの首根っこを抱え、グワシグワシと乱暴に頭をなでる。

「痛いたいたいたい、こ、小都里先生、何問題発言してるんですかっ！　俺おれに同意を求めないでください！　く、首が折れるぅっ!!」

　数分後、やっと解放された将悟は、首をななめに曲げながらヒリヒリ痛む首をなでた。

「痛たた……。首筋ちがえちまったぜ……」

「帝野センパひ、大丈夫ですか……？」

　滋賀さんが心配そうな顔をしている。

　小都里先生はようやく落ち着いて、宝の地図をしみじみ見つめていた。

「なんで星野は、こんなまわりくどい方法で告白したんだろーな……」

「そうですね……。これは推測ですけど、星野さんは想おもいが伝わらなくてもいいって思ってたんじゃないでしょうか」

「なんでだよ？」

「転校するって決まっていたのだから、どのみち離ればなれになってしまいますし。むしろ自分の想いをこの地に残していきたくて、それで『宝』として封印したんですよ」

「……なるほど。かもしれないな」

　小都里先生はどこか昔を懐かしむような顔でほほ笑んだ。それから宝の地図とヒントの詩が書かれた二枚の画用紙を手に取り、将悟のほうに突き出した。

「これは捨てといてくれるか」

「捨てちゃっていいんですか？」

「メッセージも伝わったんだし、もう必要ないだろ。それに……あれから十年も経ってるんだ。星野だってとっくに心変わりしてるさ」

　――心変わりか。そんなものかもしれないな。

　きっと星野さんが残したメッセージは、本人の気持ちが移ろったあとも、ずっとこの街の片隅で揺らめいていたんだろう。置き去りにされた亡霊のように。

　しかし封印は解かれ、亡霊はようやく時のかなたの思い出へと帰ったのだ。

「じゃあこの地図、捨てておきますね」

　将悟はそっと画用紙を折りたたんだ。

　そのとき生徒会室の扉が開いて、校長先生が入ってきた。

「みなさん、遅くまで大変ですねぇ。――さっき話していた宝探しですがね、残りの宝を一つ、私が預かったままでした。校長室の机の奥に、ずっと入れっぱなしでしたよ」

「そういや、小こ都と里り先生だけ宝をもらわなかったんでしたっけ」

　将しよう悟ごに言われて、小都里先生は思い出したようにうなずいた。

「よし帝みかど野の！　約束だ、お前らがせんせーの宝をもらっていいぞ！」

　校長先生は、持っていた小箱を将悟たちの前に差し出した。

　ファンシーショップの包装紙にくるまれ、ギフト用のリボンがかけられている。

「なんか女の子用みたいだな。滋し賀がさんがもらったほうがいいんじゃないか？」

「滋賀さん、おつかれでしたもの。一日中帝野センパイなんかにつき合わされて」

　凜りん香かもにっこりと同意した。

　滋賀さんは小箱を受け取り、わくわくした顔で包みを解いた。

　箱の中から出てきたのは、公園でも見た、大口を開けて驚いた顔のアヒルのおもちゃだ。ダリの絵画に描かれた溶けた時計のように、ぐんにゃりした表情をしている。

「わぁ、ビックリアヒルちゃんです！　うれしひですぅ～」

「って、あのアヒル、十年も前からあったのか」

「聞いたことがありますわ。十年近く前に第一次ブームが起き、今の流行は第二次ブームなんだそうです」

　凜香が説明してくれた。

「二度もブームになるキャラなのかよ……」

「なんでも、第一次ブームのころの商品はプレミアがついていて、ネットオークションで数万円以上の高値で取引されるものもあるそうですわよ」

「数万円!?　エアコンだって買えるじゃねぇか!!」

　将悟は叫んだものの、うれしそうにアヒルにほおずりしている滋賀さんを見て……

　――ま、いいか。滋賀さんがもらったほうが、よっぽど宝物っぽいぜ。

　と、思うのだった。

「そういや帝野、毎晩暑くて寝られないんだってなー」

　小都里先生が思い出したように言った。

「そうですよ。今夜も寝不足になりそうなんですから。疲れてるのに」

「よーし、じゃあ帝野には、せんせーから特別にプレゼントだ」

　小都里先生は生徒会室の本棚にあった大判の本を一冊持って、将悟に手渡した。

「なんですか、これ。……『夏を乗り切る！　男のスタミナ料理大全』？」

「せんせーが昔買ったのが倉庫に入ってたんだ。これで体力をつけるといいぞ」

「……処分品押しつけられてる気が。まぁいいや。ありがとうございます」

　凜りん香かがテーブルに置かれていた詩集を手に取った。

「よろしければ、わたしにこの文芸部詩集を一冊いただけませんか？　昔の学園生徒がどんな詩を書いてたのか、読んでみたくなりまして」

　表紙をめくろうとしたとき……小こ都と里り先生が、横からサッと奪い取った。

「ダメだ。この詩集は渡せん」

「なぜですの？」

「ダメったらダメだ！」

　凜香は意味がわからない、という顔で将しよう悟ごのほうを見た。

「そういやその詩集、小都里先生の詩も載っていますよね」

　ビクッ!!　と小都里先生の背中が引きつった。

　ギロリ……と真まっ赤かに燃え上がる鬼の目で将悟をにらみつける。

「……読んだのか？」

「え……えぇ……。図書館で読ませてもらいましたけど……」

「読んだ……だと……」

　小都里先生は、獲物に忍び寄る猛獣のような足取りでにじり寄る。

　得体のしれない恐怖を感じながら、将悟は後ずさった。

「帝みかど野のセンパイ、どんな詩だったのですか？　興味ありますわ」

「いやそれがさ……なんか『聖ホーリー』とか『邪じや眼がん』とか『エターナル』ナントカとかって単語がやたら出てくる詩で、俺おれにはちょっと難しかったっていうか」

「言うなあああぁっ!!」

　小都里先生が絶叫しながら飛びかかってきた。

「言うな、言うんじゃない、言ったら全考査マイナスだからなっ!!」

「痛いたい痛いですってば！　頭グリグリしないでくださいっ!!」

「忘れろ、忘れろ、読んだもの全部忘れろおおぉぉっ!!」

　小都里先生は将悟の背中にまたがり、こめかみを拳こぶしでグリグリする。

「ひぃっ!!　た、助けてくれえええぇっ!!」

　宝どころか魔人を見つけてしまった気分で悲鳴を上げる将悟だった。



　　　　§



　女子寮へ帰った凜香や滋し賀がさんと別れ、将悟は一人、近所のスーパーにやって来た。

「えっと、ニンニクとレバー、ニラにショウガ……」

　さっそくもらったスタミナ料理の本を手に、食材を買いそろえる。

　野菜売り場で次々と材料をカゴに放り込んでいると、隣にいた客とぶつかった。

「スミマセ……って、お前!?」

「あら帝みかど野の将しよう悟ご。一人でさびしくお買い物？」

　買い物カゴを抱えた少女がいた。宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈なだ。

　臨海学校でさんざん引っかき回された記憶がまざまざとよみがえり、思わず身構える。

「い、言っておくけどな。俺おれの家族を嗅かぎまわろうったって、そうはさせねぇからな！」

　柚璃奈は将悟の持つスタミナ料理の本を見て、フッとバカにした笑みを浮かべた。

「あなたの部屋、エアコンが壊れてるようね。それで、そんな料理で夏を乗り切ろうっていうの？　みじめねぇ」

「よけいなお世話だ。柚璃奈こそやたら材料買い込んでるじゃねぇか」

「わたくしは今日はすき焼きよ」

「……このくそ暑いのに、よくそんなもん食えるな」

「わたくしの部屋は冷房が効いていますから。それはもうスイスの高原みたいに」

　自慢げにほほ笑む柚璃奈を前に、将悟は「くうぅ……」と歯ぎしりした。

「じゃあね。どうしてもわたくしの涼しい部屋ですき焼きを食べたいというのなら、土ど下げ座ざして靴を舐なめたら考えてあげてもいいわよ、将悟お・に・い・さ・ま」

　悠々と貴婦人のように立ち去る柚璃奈の背を、将悟はただ見送るしかできない。

「ちくしょうっ、こうなったら俺だってウナギ食ってやる！　ウナギ食うからなっ！」

　くやしまぎれに叫ぶ将悟だった。



　その夜、女子寮の自室で、滋し賀がさんは風ふ呂ろ場ばの鏡の前に立っていた。

　体には将悟からもらった裸エプロン水着を着ている。小柄な体を白くふんわりした布地が覆い、そこから背中や太ももの肌がまぶしく飛び出していた。

「はぅ……。やっぱりこの水着、恥ずかしひです……」

　誰だれも見ていないのに頭がカーッと熱くなり、思わず両手で胸や腰を押さえた。

「で、でもせっかく帝野センパひがくれたんですから……こ、このくらいの水着、着られるようにならなひとダメです！」

　グッと気合いを入れ、胸の前で拳こぶしを握り締めた。

　真剣な眼まな差ざしで鏡に映った自分の水着姿を直視して……

「や……やっぱり恥ずかひぃですぅ……」

　身もだえするように、一人で全身をくねらせた。

　浴槽では、シュールな表情で大口を上げているビックリアヒルのおもちゃが、のんびりぷかぷか浮いていた。



    

  
    
      

　３話　制服？　コスプレ？　妹フォトグラファー！





「あぢぃ……。あづいぜ……」

　熱気がむせるアスファルトの道路の上を、帝みかど野の将しよう悟ごは汗だくで歩いていた。

　猫背で両手をダランと下げ、額ひたいから首筋から背中から、ダラダラ汗を流している。

　もう八月も半ばを過ぎたというのに、太陽は衰えもせずギンギラギンに輝いていた。

「くそ……。クーラーさえ壊れなきゃ、涼しい部屋でのんびり夏休みを送れたのに」

　街まち中なかを歩くこと約二十分。

　将悟は、薄茶色の石壁と緑の勾こう配ばい屋根をした、西洋風の建物の前にたどり着いた。街中にたたずむ小さなカフェだ。

「ふ……。や、やっと着いたぜ……。長い道のりだった……」

　砂漠のオアシスを見つけたような顔で、あごに流れ落ちる汗をぬぐう。

　建物の扉には『営業中』と書かれた木製のプレート。あの扉を開けさえすれば、クーラーの効いた涼しい部屋と、冷た～いアイスティーが待っている。

「嵯さ峨が良らセンパイの店だしな。ここならアイスティー一杯で五時間くらい粘らせてくれるだろ」

　暑さのあまり、はた迷惑なことをつぶやく将悟である。

　この『りりかる☆しすたぁず』は、いもうとカフェという、ちょっと変わったコンセプトのカフェだ。

「店に入ったら、『お帰りなさい！　お兄ちゃん!!』とか言われるんだよなぁ……」

　別の意味で暑苦しい店な気もするけど、クーラーとアイスティーの誘惑には勝てない。

　将悟は入り口の前に立って扉を押した。

　カランカランと鐘が鳴り響き、ひんやりしたクーラーの冷気が吹き出してくる。

　店内に一歩入った瞬間、サッと目の前に一人の女の子が立った。

　原色っぽいピンクや黄色の派手なコスチュームを着ている。ほっそりしたウエストに、ふりふりのスカート。腰の後ろでは派手で大きなリボンが揺れていた。

「プマリパパラレパ！　お兄ちゃん!!」

　叫びながら、青いガラス玉のついたステッキをバトンのようにまわして一回転する。

　ステッキを高々と掲げてクイッと腰をひねり、バッチリ決めポーズでウインクした。

「ようこそ、マジカルランド・りりかる☆しすたぁずへ!!」

「……スミマセン、場所を間違えました」

　将しよう悟ごはそそくさと後ずさりし、扉をそっと閉じようとした。

「あぁん、帝みかど野のセンパイ、間違えてないですよぉ！」

　あわてて女の子が将悟の腕を引っぱる。

　アニメ番組に登場する変身ヒロインっぽいコスチュームを着た彼女は、樫かしの木き来くる実みだ。

　将悟たちと同じ深み流りゆう院いん学園に通う一年生で、このカフェでアルバイトをしている。カフェでも『くるみさん』の愛称で親しまれているのだ。

「カフェに来てくれたんですよね!?」

「そうだけどさ……。プマリパって、どこの国の挨あい拶さつ？」

　すると来実はポニーテールを揺らしながら、「えーっ!?」って顔で見つめた。

「『マジカルプマリン』知らないんですか!?　プマリンちゃんが希望を振りまく魔法で悪いゴーストを退治して活躍するマジカルアニメなんですよ！」

「女の子向けのアニメなんだ」

「子供向けだけど大人が見ても面白いんです！　前期ラストの、心の成長を遂げたプマリンちゃんが変身できなくなるシーンなんて号泣ものですから！　今は第二期の『マジカルプマリンとらんぺっと！』が日曜の朝放映されてるから、忘れないで見てください！」

「はぁ……。でも俺おれん家ち、テレビ置いてないしなぁ」

「でしたら今度ＤＶＤ貸しますね！　あ、もしかしてブルーレイのほうがいいですか？」

「いや、テレビないから……。ていうか、なんでアニメのコスプレしてるの？」

「今週のカフェは、特別企画としてプマリンちゃんのイベントデーなんです！」

　見ると、扉の横の壁にアニメのポスターが貼はられていた。タイアップでもしたんだろう。

　もはやどのへんがどう『いもうとカフェ』なんだか、イマイチわからない将悟である。

　将悟はマジカルな来実に案内され、窓際のテーブル席に座った。

　平日の昼間のためか客の姿もまばらで、涼しい店内はのんびりした雰囲気だ。

　窓の外を眺めていると、テーブルにお冷やが置かれた。ウェイトレスが来たようだ。

「ありがと～」

　のどがカラカラだった将悟は、ウェイトレスのほうを振り向くよりも先にコップを持って、冷たい水を一気に飲み干した。

「いやぁ、生き返るぜ～。この一杯のために人間は生きてるって感じだよなぁ」

「ちょっと将悟。なんで来てんのよ。しかもビール飲むオヤジみたいなこと言わないで」

　不機嫌な声が聞こえて、思わず相手の顔を見た。

　……お冷やを置いてくれたのは、メイド服を着て銀のプレートを持った神かん凪なぎ雅みやびだった。

　なんだかイヤそーなものを見る目を将悟に向けている。

「おっ、雅。今日もバイトだったのか？」

「『おっ』じゃないわよ。あたしが失敗するとこ見てやろーってんじゃないでしょうね」

「んなこと思わねーって。今日も暑いし、涼ませてもらおうかなって」

「ふーん。――言っとくけど、あたし仕事カンペキだからね！」

　雅みやびは得意そうに背筋を伸ばし、将しよう悟ごに向かってメニューブックを広げた。

「お兄ちゃん、何を注文するの～？」

　ニコ～ッと営業用スマイルを浮かべて猫なで声を出す。

　――う……。ほんとの兄に向かってそんな声出すなよ……。

　思わず汗をかき、胸がドキドキ高鳴ってしまった。

「それじゃ、アイスティーもらおうかな。あ、ミルクのほうな」

「……そんだけ？　まさかアイスティー一杯で何時間も粘るつもりじゃないでしょーね」

　思わずギクッとする将悟である。

「せめて夕方まで涼んでたいんだけどな。……ダメ？」

「いてもいいけど！　ちゃんと注文してくんなきゃ！」

「もっともです。それじゃ腹も減ってきたし、なんか食うかな。オススメとかある？」

「こっちにカフェの新作メニューがあるの。なんか試してよ～」

　雅は大きく『ＮＥＷ！』のマークがついたメニューを見せてくれた。いくつかの軽食の写真が載っている。

　将悟はチーズを乗せた大きなピザの写真に目を留めた。モッツァレラというイタリア産のチーズを使用した、モッツァレラ・ピザだ。

「ピザうまそうだな。じゃあこの……モッア……、えっと、モ、モッツア……」

　うまく言えないでいると、雅がぷぷっと吹き出した。

「舌なんか噛かんでダサダサ～。いつも安いものばっか食べてるから、オシャレなメニューなんて言えないんでしょ～」

「う、うるさいな。このピザ一つくれってば」

「はいは～い」

　雅は得意気な顔で、サラサラと注文伝票に記入した。

「それじゃ待っててね、お兄ちゃ～ん」

　ちょっと小バカにした声で言い、厨ちゆう房ぼうのほうに戻っていく。

「八番テーブルオーダーいただきました～！　アイスティー一つ、モッタ……モッ、モッツア、レラ、ピザ一つ！」

「噛んでるじゃねーか！」

　雅がちらりと振り返り……

「ふ、ふんっ」

　恥ずかしそうに、そそくさと厨房の中へ隠れてしまった。



　待つこと十五分ほど。雅みやびが銀のプレートに乗せた食事を運んできた。

「お待たせ～。アイスティーとモッツピザで～す」

「……言えないからって勝手に略すなよ」

「いいのっ！　名前で味なんか変わらないんだから！」

「むちゃくちゃ言ってると嵯さ峨が良らセンパイに怒られるぞ」

　我が妹ながら、だんだん不安になってくる将しよう悟ごである。

「なんだ？　帝みかど野の、わたしに怒られたいのか？」

　突然、いつの間に隠れていたのやら、将悟の背後から女の子がぬっと顔を出した。

「うわっ!!　……って嵯峨良センパイ!?」

　すっかりトレードマークになった魔女の三角帽子をかぶり、丸いメガネの奥からくりくりした目で見つめている。

　リトルウィッチな姿の彼女こそ、この店のオーナーである嵯峨良芽め依いだ。

「帝野が一人で店に来るとは珍しいな。そんなに妹のメイド姿を見てフヒヒってしたいのか～？　とんだシスコン兄貴だぞ、このこのぉ～」

「シスコンじゃありませんって。フヒヒってなんですか、フヒヒって」

「将悟キモい。そんな理由でカフェに来るの禁止ぃー」

　雅がじとーっとイヤそうな目で見た。

「だからそんな理由で来てねーっての」

　すると芽依が雅の後ろに立って、彼女の肩をもみもみした。

「シスコン兄貴としては心配だろうがな、こう見えても神かん凪なぎはしすたぁずのホープなのだぞ。夏休みの間と言わず、ずっといてほしいくらいだ」

「そ、そんな大したことないですよ～」

　照れた顔でモジモジする雅である。

　そもそも、雅と芽依は子供のころ、芽依の母が開いていたこのカフェで出会ったのだ。

　一度は離ればなれになった二人だけに、今この場所で一緒にいられることは、二人にとって夏休みのいい思い出になるだろう。

「帝野も、またカフェでバイトしてみないか？」

「俺おれもですか？　せっかくのいもうとカフェで男のウェイターがいたら、興ざめじゃないかな。ま～、女性客向けにどうしてもイイ男がほしいってなら、考えてみますけど」

「心配するな。いつでも皿洗いのポジションを空けて待ってるぞ！」

「……いえ、そこは空けてなくていいですから」

「注文お願いしまーす」

　離れた席にいたカップルが、メニューを見ながら呼びかけた。

　雅はすぐにテーブルのほうへ駆けていく。

　その姿はすっかりこのカフェに馴な染じんで、いつも以上に元気に見えた。

「センパイ、あいつのことよろしくお願いしますね」

　芽め依いは笑顔を浮かべ、小さくうなずいた。

「ところで帝みかど野の。一つ聞きたいのだが……夏に飲みたいものと言えば、何があるか？」

「夏にですか？　やっぱミネラルウォーターとか麦茶かなぁ」

「やはりそうか……」

　芽依は少し落胆した顔でため息をついた。

「どうしたんです？　新しいメニューでも開発するんですか？」

「今度の土曜にトイホビエキスポという展示会が開かれるのだが、知ってるか？」

「えぇ、名前は聞いたことありますけど」

　それは、おもちゃやキャラクターグッズ、ゲームソフトなどが一堂に集まる展示会のことだ。ホビー関連の各企業がブースを設営し、新作を世間にアピールするのである。

「実はな、わたしの店もトイホビエキスポにブースを出すことになったのだぞ。ウチは飲食店だからな。試飲コーナーを作って、来場者にドリンクを無料配布する予定なのだ」

「ほんとですか!?　でもエキスポに出展してるのって、どこもそれなりに大きな企業ばかりですけど、なんでまた」

　芽依は、店内にいる来くる実みのほうを見た。

「来実の両親が大手おもちゃ会社に勤めていてな。その縁があって、おもちゃ会社のブースの一角に試飲コーナーを出さないかと提案されたのだ。ちなみにあの『マジカルプマリン』も、その会社がスポンサーなのだぞ」

「なるほど、試飲コーナーで宣伝か。ラッキーじゃないですか」

「当店としても、幅広い客層を獲得するチャンスだからな。ぜひ来場者に強くアピールできるドリンクを用意したいのだが……なかなかいい案が浮かばなくてなぁ」

「アイスティーとかじゃダメなんですか？」

「最初はそう考えていたのだがな、隣に出展するゲームメーカーのブースが、大手飲料メーカーとタイアップしたミルクティーの試飲コーナーを設けるそうなのだ。同じような飲み物を出してもインパクトがなくて、店を覚えてもらえないだろ」

「ミネラルウォーターとかじゃ、センパイのカフェと関係ないですもんね」

「手作りのカフェだとアピールできるメニューを用意したいのだがな……」

　芽依は腕を組み、悩むような顔で眉み間けんにシワを寄せた。

　――飲み物……手作りの飲み物ねぇ……。

　考えて、ふと、先日小こ都と里り先生にもらったスタミナ料理の本のことを思い出した。

「そうだ！　嵯さ峨が良らセンパイ、スタミナドリンクなんてどうです？　俺おれが持ってる料理の本に、レモン果汁を使ったドリンクのレシピが載ってたんです」

「おぉ！」

　と、芽め依いは両手をポンと叩たたいた。

「なかなかいいアイディアじゃないか！　飲んだらスッキリしそうだし、展示会で疲れた体にはもってこいだぞ」

「よかったら、その料理の本を貸しますよ」

「助かるぞ～。――そうだ帝みかど野の。礼といってはなんだが、展示会のチケットがあまってるから、ほしければやるぞ」

　展示会には、帝野グループのホビー部門も出展している。次代の帝野グループ社長を目指す将しよう悟ごとしては、展示会を見学するのも勉強のうちだ。

「じゃあ、せっかくの機会だから行ってみようかな」

　将悟は芽依からチケットをもらい、サイフの中にしまった。

　そのとき、カランカランと扉が開く鐘の音が響いた。また客が来たらしい。

「プマリパパラレパ！　お姉ちゃん!!」

　出迎えた来くる実みの声が聞こえる。

　女性客らしい。なんとなく扉のほうを見て、将悟は目を留めた。

　マンガ家みたいなベレー帽をかぶった、ボブカットの髪形の少女がいた。幽霊かと思うような色白の肌で、真夏の空気の中で全身がゆらゆら揺らめいている。

「ク……。なんだこのクソ暑さは……。人類はいつから地獄の釜かまに投げ入れられた……」

　今にもぶっ倒れそうなどんよりした顔をして、何やらぶつぶつ言っている。

「新あら谷や部長？　意外だな。このカフェに来るんだ」

　カフェに現れたのは、深み流りゆう院いん学園新聞部の部長である新谷さんだった。

　首からは、ほっそりした体に似合わない、ゴツい一眼レフカメラをぶら下げている。

「彼女は学校新聞の記事のため、カフェの事業を取材しているのだぞ」

　芽依が教えてくれた。

「特に来実に注目しているようで、先週も同人誌即売会に同行して、彼女のコスプレを撮影してたそうだ。来実は当店の看板娘だからな～」

　芽依は新谷部長のところへ行った。取材の打ち合わせでもするんだろう。

　――コスプレを撮影か。どんな写真撮ってたんだろ。

　将悟は働いてる来実を眺めながら、ずずずっとストローでアイスティーを飲み干した。

「将悟ー、なに来実さんのコスプレに見とれてんのよー」

　お冷やをつぎにきた雅みやびが、ぷうっとほおを膨らませた。

「見とれてないって。――雅は写真撮ってもらわないのか？」

　聞くと、雅はほんのりとほおを染めた。

「あ、あたしは……恥ずかしいし」

「だったら今度、俺おれが記念写真を撮ってやるよ。妹の晴れ舞台だからな」

「やーだ！　将しよう悟ごが写真撮るって言うとなんかエッチっぽい！」

「何がどうエッチっぽいんだよ。俺のカメラマンぶりを信じてみろって」

　と、テーブルの脇わきに近づく足音がした。

　振り返ると、カメラを持った新あら谷や部長が真剣な目を向けている。

「帝みかど野の将悟、今の言葉は本当か？　おぬしは信頼に足るカメラマンか!?」

「えっ？　ま、まぁ……」

　本当はカメラマンどころか、携帯電話のカメラくらいしか使わない将悟である。

「トイホビエキスポに参加するとも聞いたが、事実なのか？」

「嵯さ峨が良らセンパイにチケットもらったから、行こうかなって思ってるけど」

「ならばだ、おり入って頼みがある。我に代わって、カフェのブースを取材してもらえないだろうか？　ドリンク配布活動の様子を写真に収めてもらいたいのであるが……」

「新谷さんは行かないの？」

「あいにく明日から親しん戚せきの家に召還されておるんだ……。クッ！　現世のわずらわしき人間関係などくたばれッ！　ハッ!!」

「親戚づき合いは大切にしたほうがいいんじゃないかな……」

「むろんタダでとは言わん。引き受けてくれるならおぬしを深み流りゆう院いんタイムズの外部特派員と認定し、相応の報酬を渡そう。所望するものはないかな？」

「ほしいものって言えば、扇風機が買いたいって思ってるんだけど」

「扇風機か。背筋も凍る寒気を望むとはさすがな男よ。……いいぞ、心得た」

「え、マジでくれるの!?　でも扇風機なんてもらうの、気が引けるような」

「我が深流院タイムズ編集部には、不要なガラクタが置かれてジャマで暑苦しい。扇風機だろうと幻灯機だろうと好きに持ってってしまえ」

「ガラクタって……。いやま、動くなら充分だけどさ」

「では帝野将悟。引き受けてくれるかな？」

「けど俺、カメラなんて持ってないぞ」

「心配無用。特別に我が愛機を貸してやる」

　新谷部長は、一眼レフのデジタルカメラをドンとテーブルに置いた。

「これぞ比類なき強力なオートモードが搭載された、プロフェッショナルからトーシローまで扱える最高級の機種！　千里の道をも見通すゴッド・アイ！」

　将悟は物々しいカメラを両手に持った。重すぎず軽すぎず、ズシッとほどよい手応えだ。

「これで取材写真を撮ればいいのか。――わかった。どうせ展示会に行くなら、目的意識があったほうがいいもんな。撮ってきてやるよ」

「クククク、かたじけない！　それと当日撮ってもらう写真だが……」

　言って、新あら谷や部長は来くる実みのほうに目を向けた。

「取材中、特に彼女のコスプレ姿を多く撮ってもらうことを希望する」

「コスプレ写真!?　そういや同人誌即売会でも撮ってたみたいだけど、なんでまた」

「今回の記事では、カフェの看板娘である樫かしの木き来実を中心に構成している。そして特集記事では、驚くな、彼女の写真を巻頭カラーで掲載する予定になっている！　これで深み流りゆう院いんタイムズの部数は十割増し間違いなし！」

「なるほど。見栄えがするような、来実さんのコスプレ写真を撮ればいいんだな」

「くれぐれも心霊写真など撮るなよ」

「わかってるって。幽霊みたいな見栄えの悪い写真にはしないよ」

「……一つ忠告しておく。会場の屋外にあるコスプレ広場での撮影はやめておけ」

「コスプレ広場？　なんで？」

　聞くと、新谷部長は少しバツが悪そうな顔で押し黙った。

「とにかく、あそこは写真撮影に向かない場所なんだ！」

「わ、わかったよ。なるべくやめとく。――そうだ、記念に新谷さんも一枚どう？」

　将しよう悟ごはカメラのレンズカバーを外し、新谷部長に向けた。

「い、いやあああぁっ！　か、顔は撮らないでぇっ!!」

　……本当はものすごい恥ずかしがり屋なのか、両手で顔を押さえてうずくまってしまう新谷部長だった。

　――ともかく引き受けた以上は、学校新聞を飾るにふさわしい写真を撮ってやるぜ。

　遠くでテーブルを拭ふいている来実を見ながら、将悟は決意した。



　夜、将悟は自分の部屋で、マニュアルを読みながらカメラをいじっていた。

　オートモードを使用すれば、カメラがピント調整やシャッタースピードを自動的に設定してくれる。慣れない将悟でも、きれいな写真が撮れるはずだ。

　さらに、カメラには簡易的なレタッチ機能がついていた。カメラ背面のディスプレイで、撮った写真の明るさを調整したり、色味を補正したりすることができるらしい。

　イマイチ写りの悪い写真でも、あとから見栄えよく調節することが可能なのだ。

「さすが、携帯のカメラより機能が豊富だよな」

　将悟は試しに、パシャパシャと数枚、室内の写真を撮ってみた。

　撮った写真画像は内蔵のＳＤカードに保存される。カメラ背面の方向キーを押すと、たった今撮った写真がディスプレイに表示された。

「適当に撮っただけでピントも明るさもバッチリだ。これならすぐ使いこなせそうだぜ」

　さらに方向キーを押していくと、ディスプレイに来実の写真が映し出された。

　コスプレらしく、学園ヒロインっぽい赤い制服を着ている。

「新あら谷やさんが同人誌即売会で撮った写真か」

　興味を持って、将しよう悟ごはカメラのアルバムモードを起動させた。ディスプレイで写真を閲覧するための機能だ。

　最初の一枚目を見た。制服のコスプレをした来くる実みが、どこかの屋外広場に立っている。背景の建物からして、今度トイホビエキスポが開かれるのと同じイベント会場のようだ。

「お、なかなかかわいく撮れてるな」

　さらに続けて写真を見た。屋外の広場で来実がポーズを取ったり、手を振ったりしている。そんな写真が数十枚も続いていた。

「コスプレ広場では撮るな、なんて言ってたけど、きれいな写真じゃないか。新谷さん、そんなに自信なかったのかな」

　広場の写真が終わると、次の舞台はイベント会場内のレストランに移った。

　レストランの前の来実。テーブルにミニハンバーグやサラダなど、バイキング形式の料理を並べている来実。続いて、ナイフとフォークでハンバーグを食べている来実。

　時間順に並べられている写真を見ていると、将悟まで一緒に食事をしているような気分になってしまう。

　次の一枚を表示させようと、方向キーを押した瞬間……奇妙な写真が表示された。

　レストランから一転して、再び屋外広場で撮った写真だ。広場に戻ったのだろうか？

　コスプレ姿の来実が、体を大きく横にひねって、必殺技を決めているようなポーズをしている。大きな動きで、今までにない印象的なポーズだった。

　しかし画面全体が明るすぎて白っぽく、写真写りが非常に悪い。

　来実の姿はのっぺりして、立体感に欠けた印象になっている。

　さらに背景に写った空や建物の壁が、ほとんど真っ白に塗りつぶされていた。光量が明るすぎて白飛びしているのだ。

「撮影に失敗したのか？　来実さん、せっかくいいポーズなのにもったいない」

　次の写真を表示させようと、将悟はまた方向キーを押した。

　白飛びした写真の次は、再びレストランにいる来実の写真だった。今度はケーキを食べている。その後も何枚か、レストランの写真が続いていた。

「なんかヘンだぞ……？」

　写真は撮った順番にファイル名がつけられ、ＳＤカードに保存される。

　つまりこの一連の写真は、撮影時間順に並べられているはずだ。

　ならば来実と新谷部長はレストランで食事をしたあと、広場に戻って撮影し、その後またレストランに入ってケーキを食べたことになる。

　だとして、どうして広場に戻ったとき、一枚しか写真を撮らなかったんだろう。

　それも、撮影に失敗した写真一枚だけなんて。

「うぅーん……よくわからんな……」

　将しよう悟ごは違和感を抱きながら、残りの写真を見ていった。

　レストランでのケーキのあとは、会場の屋内で撮影された写真が何十枚か続いていた。広場での撮影は一枚もなかった。

　見終わって、将悟の頭には白飛びした写真の奇妙さだけが残った。

　どうしてレストランでの撮影の間に、たった一枚だけ広場で写真を撮ったのか？

　撮影に失敗したなら、その場でもう一枚取り直すのが普通じゃないか？

「広場だと撮影に失敗するから、新あら谷やさん、『撮るな』なんて言ったのか？　でもほかの写真は失敗なんてしてないけど……」

　……考えても、イマイチわからない。

「ま、大して気にすることじゃないか」

　将悟はカメラの電源を切り、ケースにしまった。あとは撮影当日を待つだけだ。
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　土曜日の朝十時。将悟は来くる実みと一緒に、トイホビエキスポの会場前に立っていた。

　目の前に巨大な体育館のような建物が鎮座している。イベント用のホールや会議場などをいくつも内包した建築物だ。

　周囲を見まわすと、大勢の人で賑にぎわっていた。ホビー目当ての若者だけではない。多数の親子連れの姿があって、あちこちで賑やかな声を上げていた。

「すごい人出だな。あんな小さな子までトイホビエキスポに興味あるのか？」

「子供たちは、隣の博覧会が目当てだと思いますよ」

　来実が指さす先に、恐竜のイラストが描かれた看板がある。

　エキスポ会場の隣のホールでは、夏休み中、恐竜博覧会が開かれているらしい。

「いろんなイベントをやってるんだ」

「帝みかど野のセンパイ、迷子になって別のホールに入らないでくださいね」

　子供連れの母親みたいなことを言う来実である。

　来実は深み流りゆう院いん学園の制服を着て、大きく膨らんだスポーツバッグを持っていた。コスプレ衣装が入っているらしい。

「ところで来実さん、なんで制服を着てきたの？」

「マジカルプマリンというアニメはですね、変身前の服装によって変身シーンの種類が変わるんです。ファンの間じゃ、その無駄な凝りっぷりが大絶賛なんですよ！」

「へぇ……」

「そこで今日は、制服からの変身シーンを再現してるんです。コスプレは家を出たときから始まってますから！」

「はぁ……」

「……って、帝みかど野のセンパイ、あんまり感動してくれませんね。ファンだったらすぐ第十七話Ｂパートの登校エピソードを思い浮かべるところなんですけど」

「す、スンマセン。勉強不足でして……」

　よくわからない気迫に押されて、思わず謝ってしまった。

「大丈夫です！　センパイも、今日のエキスポを見れば今のアニメに詳しくなれますよ」

「そうだね。いろいろ見させてもらうよ」

　将来の社長を目指す将しよう悟ごにとって、世の中の流行にアンテナを張ることも大切なのだ。

　将悟と来くる実みは連れ立って、ホールの入り口に向かった。

　ホールに足を踏み入れた瞬間、真っ正面から大音量の音楽が流れてきた。

　正面にあるブースに特設ステージが設けられ、集まったリスナーを前に、若い女性タレントがしゃべっている。ラジオの公開録音らしい。

　見まわすと、周囲にはいくつものホビーメーカーのブースが設営されている。

　キャラクターが描かれた巨大な看板が高々と掲げられ、ライトアップされていた。

　中には、三メートルはある模型ロボットが仁王像のごとく立っているブースも見える。

　おもちゃメーカーのショーケースにはぬいぐるみやフィギュアやプラモデルが陳列され、ゲームメーカーのブースには携帯ゲーム機の新機種が並び、長い行列を作っている。



    

  
    
      



    

  
    
      「すげぇなぁ。展示会っていうよりお祭りみたいだ」

「みんなワクワクしてるんです。年に一度のイベントですから」

「とりあえず、嵯さ峨が良らセンパイと合流しないとな」

　芽め依いはブース設営のため、先に会場入りしているはずだ。

　将しよう悟ごは会場マップを広げ、芽依のカフェが間借りしているおもちゃ会社のブースへ向かって歩き出した。

　会場内では、何人ものコンパニオンが立って、パンフレットや販促物を配っている。

　五分も歩いただけで、将悟の腕には大量のパンフレットが抱えられていた。

「うぅ、つい片っ端からもらっちまった」

「センパイったらコンパニオンのお姉さんにデレデレしてるからですよ」

「お姉さんに近寄っただけでこんなに荷物が増えるとは……。実に恐ろしいぜ……」

　と、またも将悟の前に配布物を差し出す腕が現れた。

「新作ゲームの無料体験版ディスクはいかがかな？　どうだい、キミも幻惑の乙女ワールドを体験してみないかい？」

「いや、もう持ちきれないんで……って」

　将悟は目の前にいた人物を見て、目を丸くした。

「衣い楠くす!?」

　紫色の、とても現実にはあり得ない男子制服を着た美少年……ではなく、美少女がいた。そのうえ髪の毛を固めて、三本の角みたいにピンと立てている。

　妙なコスプレをしている彼女は、間違いなく水みず谷たに衣楠だ。

「おや、将悟くん。ミカドノエンタテインメントのブースを視察に来たのかい？」

「ブース……？」

　将悟は衣楠の後ろに広がるひときわ巨大なブースを見た。

　ブースの周囲では、スチュワーデスみたいな制服を着た何人ものコンパニオンが立って、華やかな笑顔で販促物やパンフレットを配布している。

　ブース内に十数台ものゲームの試遊台が並び、奥のステージには巨大なモニターが設置されていた。新作ゲームのデモらしい、ハリウッド映画顔負けのＣＧ映像が流れている。

　その隣には女の子向けおもちゃのショールームが設営され、大きなぬいぐるみやお菓子の家を模したセットがメルヘンの世界を演出していた。

「ここが帝みかど野のグループのブースなのか。こりゃまた、すげえでかさだな」

「ミカドノエンタテインメントは、ゲームから出版、映像製作まで手がける、帝野グループの総合エンタテインメント部門だからね」

「……で、衣楠はここで何やってんだよ」

「ちょっとしたアルバイトさ。『ミカドノゲームズ・サファイア』ブランドより発売される新作乙女ゲームのプロモーションを依頼されたんだ」

「だからそのヘンなコスプレしてるのか？」

「ヘンとは失礼だな。これは『ダイノボーイズ』に登場する『鳥とりヶけ良ら斗と不ふ緒お』のコスプレだぞ。普段はおとなしい草食男子ながら、うかつに近づくと三本角でケガをさせられるキケンなヤツさ。そんなことも知らないのかい？」

「す、スンマセン……。その、いろいろ勉強中なんで……」

「彼は肉食系男子の寺てら野のサウルと常に闘志を燃やしあう、宿命のライバルなんだ。今、全国の乙女たちは、肉食×草食のボーイズ・ラヴに夢中なのだよ。キャッチコピーはズバリ、『六千万と五百万年前から友ダ情チしてる』」

　そのときステージの巨大モニターから男性ボーカルの歌声が流れ出し、アニメ絵のイケメン男子が次々と映し出された。乙女ゲームのＰＶらしい。

　ステージに多数の女の子が群がり、「きゃあ～っ」と黄色い悲鳴を上げている。

「マジですごい人気なんだな」

「将しよう悟ごくんもボクとつき合ってみないか？　きっと新しい世界が開けるだろう」

　衣い楠くすは髪の毛の三本角でツンツンと将悟のほおを突っついた。

「いた、いたっ、チクチクするってば。つき合わなくていいから！」

「それは残念。ではせめて無料体験だけでもしてくれたまえ。必ずやボクとつき合いたくなるはずだ」

「俺おれ、家にテレビないんだけど……」

　衣楠は強引に、乙女ゲームのディスクとパンフレットを将悟の腕に押しこんだ。



　……と、寄り道しながら、将悟と来くる実みはようやく芽め依いのいるブースにたどり着いた。

「おぉ～、二人ともやっと来たか」

　大手おもちゃ会社のブースの一角に、小さなカウンターが設けられている。カウンターの中に、魔女っ娘こコスプレ姿の芽依がいた。

「おはようございます、オーナー。準備はどうですか？」

「こっちはバッチリだぞ。帝みかど野のから借りた本を参考に、手作りのレモン果汁入りスタミナドリンクを完成させたからな」

　芽依は、先日将悟が渡したスタミナ料理大全を手に、満足そうな笑顔を浮かべた。

　カウンターの奥には、スタッフの女性が二人いた。山のような量の紙コップをビニールから出して準備している。

「それじゃわたし、衣装に着替えてきますね！」

　来実はスポーツバッグを抱えて、コスプレ用更衣室のほうに駆けていった。

「俺おれもカメラの準備をしないとな」

　将しよう悟ごがカメラをケースから出していると、芽め依いが腕章を差し出した。

「取材の撮影用に申請しといたから、帝みかど野のもスタッフ用の腕章をつけてくれ」

　これから将悟は、取材のため何枚も写真を撮ることになる。

　もし無許可で何枚も撮影してるなんて周囲の人に思われたら、混乱のもとだ。だから許可されたスタッフであることを明確にしておくのだ。

　なにしろ人の多い場所だから、撮影のマナーや規則を守らねばならない。

「なんか腕章をつけると、ジャーナリストって気分だな」

　腕章を左腕に巻き、あらためてカメラを握り締める。

　芽依を見ると、カウンター横にあるドリンクサーバーの点検を始めていた。

　――嵯さ峨が良らセンパイ、いい顔してるなぁ。

　将悟はケースからカメラを取り出し、レンズカバーを開いた。

　ファインダーをのぞきこみ、芽依の横顔をフレームに収める。

「センパイ！　撮りますよ！」

　芽依が振り向いた瞬間、将悟はパシャッとシャッターを切った。

　ストロボがまたたき、カメラのディスプレイには働く芽依の姿が静止する。

「……って、あれ？」

　写真を確認すると、芽依の目元が白く光ってた。

「帝野、ナイスな写真を撮ってくれたか～？」

「それが……メガネがフラッシュに反射しちゃったみたいです」

　――せっかくいい表情が撮れたと思ったのになぁ。

　このままじゃ芽依にも申し訳ない。やっぱり女の子はきれいに撮ってあげなくちゃ。

「センパイ。今だけメガネ外してくれますか？」

「ちょっと待て。今、手がふさがっててな……」

　芽依はドリンクサーバーの位置を調整しようと、両手で抱え持っているところだ。

「じゃ、失礼して」

　将悟は手を伸ばし、芽依のメガネを取った。

「こ、こら帝野！　勝手にメガネ外すなっ。恥ずかしいではないか！」

「すぐ終わりますから！　こっち向いてください」

　将悟がファインダー越しにレンズを向けると、うつむき加減の眼まな差ざしを向けてきた。

「嵯峨良センパイ、自分でメガネ外したときは『お兄ちゃ～ん』なんて声出すじゃないですか。ああいう顔してください」

「む、むぅ～……。人にメガネ外されるのは、初めてなんだぞ……」

「大丈夫ですよ。センパイの素顔、かわいいですから」

「かっ、かわ……!?」

　芽め依いは大きく目を開け、ボッとほおを真まっ赤かに染める。

　その一瞬、将しよう悟ごは再びシャッターを切った。

　ディスプレイで確認すると、照れと驚きの交じった顔の芽依がバッチリ写っている。

　――こんなふうに普段と違う表情をとらえるのも、カメラの醍だい醐ご味みかもな。

「スミマセン。おかげでいい写真が撮れました」

　将悟は再び、芽依にメガネをかけさせた。

　芽依はぷうっと、ほおをふくらませている。

「調子に乗るんじゃないぞ、帝みかど野の。そのうちメガネどころか、服も脱がせてぬ～どにさせる気だろう？　え？　そんなにわたしを裸にしたいのか!?」

「んなこと思ってませんってば！」

　早くも脱がされる前のモデルみたいな顔でモジモジしだす芽依である。

「お待たせしました～！」

　来くる実みが戻ってきた。

　マジカルプマリンのコスプレに着替えた彼女は、展示会のまばゆい照明の中で、本当に変身したヒロインのように見えた。



　ドリンク無料配布ブースはまだ準備中なので、将悟と来実は会場の外にある広場へとやってきた。新あら谷や部長に頼まれている、新聞記事の巻頭写真を撮影するためだ。

　新谷部長は広場で撮るなって言ってたけど、やっぱり屋外の明るい場所で撮りたい。

　屋外広場はコスプレ広場として開放されている。あちこちに男女多くのコスプレイヤーが集まり、アニメやゲームの衣装を披露しあっていた。

「あの女の子のまわり、すげー人が集まってるな」

　広場の中央に、ピンクのカツラを被かぶって、高貴なる女性騎士のコスプレをした女の人がいた。周囲を何人ものカメラマンが取り囲んで、ちょっとした撮影会だ。

「あの人はネットでも有名なコスプレイヤーさんなんですよ。最近はインターネットラジオのゲストに呼ばれるほどの人気なんです」

「すごいな。ほとんど芸能人並みじゃないか」

「わたしも美人だったら、あんなふうにかっこいいコスプレしたいんですけど……」

　将悟の目から見れば来実も充分かわいい。……が、確かに人気コスプレイヤーの放つ圧倒的なオーラに比べると、どうしても魅力の輝きは小さく感じられてしまう。

「俺おれに任せなって。来実さんのこと、あの人に負けないくらい魅力的に撮るから」

「頼りにしてます、センパイ」

　カメラの前に来実が立ち、両腕を交差させてポーズを取る。

　将しよう悟ごは二メートルほど離れて腰を屈め、彼女にレンズを向けた。

　ファインダーの四角いフレームの中に、来くる実みの姿が見える。

　――うーむ……来実さん、きれいだなぁ……。

　ほんのり膨らんだバストに、ピッチリ引き締まったウエスト。

　ふんわりしたスカートの下に伸びる素足。

　マジカルな衣装に包まれた来実は、本当にアニメやゲームの世界から飛び出してきたヒロインみたいだ。

「あの、センパイ……？」

「あ、ゴメンっ！　すぐ撮るから」

　気を引き締めてズームを調整し、フレームに来実の上半身が収まるよう構図を決めた。背景には展示会場の建物が見え、その向こうに青空が広がっている。

　来実はちょっと緊張した表情で見つめ返した。

「ほら来実さん、笑顔、笑顔！」

「は、はい！」

　来実は口の端を曲げて、えくぼを浮かべた。

　笑顔の彼女に向けて、将悟はシャッターを切る。

　さらにポーズを変えてもう一枚。構図を変えてまた一枚。

　十枚ほど撮ったところで手を止め、カメラのディスプレイに撮った写真を表示させた。

　二人でディスプレイをのぞきこむと、見事、ポーズを決めた来実が写っている。

「センパイ、写真撮るの上手ですね！」

「まぁオートモードだからね。でもこの構図はなかなか決まってるだろ」

「この調子で、もっとたくさん撮ってくださいね」

「もちろん。――でも、うぅーん……」

　ふと、将悟は考えこんだ。

　写真の来実は、どれも笑顔を浮かべている。……けれど、無理に笑っているみたいだ。

　このまま学校新聞の巻頭に載せても、あまり楽しい記事に見えなさそうな気がした。

「来実さん、ちょっと表情が硬いような」

「え……？」

「あ、いや。まだ撮影を始めたばかりだし、緊張してるんだよ。俺おれもベストタイミングを狙ねらえてないんだな。撮り続けてれば、もっといい写真になるさ」

「そうですね……」

　だが来実は、急に意気消沈したようにうつむいてしまった。

　――俺、何かマズいこと言っちまったかな……。

　デジタルのカメラなら、自動でピントやシャッタースピードを調節してくれる。

　けど人間の表情は、機械のように自動調整なんてできないもんな。



　木の葉が風に吹かれている。エキスポ会場の建物の壁面に張り巡らされた大きなガラス窓には、青空や木々が鮮やかに反射していた。

　広場の奥には、ビニールでできた大きな恐竜のキャラクターがどっしりとたたずんでいた。恐竜博覧会のマスコットだ。

　長い首を持ち上げ、まん丸のかわいい目で広場を見渡している。柱のような太い足には何人もの子供たちが抱きついて、元気に声を上げていた。

　賑にぎやかな声に包まれながら、将しよう悟ごと来くる実みは広場の隅のベンチに腰掛けた。

　あれから何枚も撮影したけど、やっぱり来実の表情はぎこちない。イマイチ撮影も盛り上がらず、とりあえず休憩にしたのだ。

「来実さん。もしかして、俺おれがカメラマンだとやりにくい？」

「いえ、帝みかど野のセンパイのせいじゃないですよ」

　ふと来実は、ギャラリーに囲まれている有名コスプレイヤーを見ながらつぶやいた。

「……やっぱりわたし、コスプレ似合わないのかなぁ」

「だけど、いつもカフェで楽しそうにいろんな服着てるじゃないか」

「今までは、そうだったんですけど……」

　またうつむいて、黙りこんでしまう。

「来実さん、なんか悩みがあるなら言ってみなよ。俺でよかったら聞くからさ」

「センパイ？　どうしたんです、急に？」

「モデルの表情を明るく輝かせないようじゃ、カメラマン失格じゃないか」

　来実はしばらく将悟の顔を見つめ……「ふふっ」と笑った。

「実はですね、少し前にもここの会場で撮影したんです。そのときは新聞部の新あら谷や部長がカメラマンをしてくれて……」

　将悟は、カメラのＳＤカードに記録されていた写真を思い出した。

「それって、同人誌即売会のときだよな？　まだこのカメラに写真が残ってた」

「はい。センパイ、写真を見たんですか？」

「そのときも最初はこの広場で撮影して、そのあとレストランで食事して、午後は屋内で撮影してたんだよな。――その日に何かあったの？」

「大したことじゃないんですけど……。閉会前の時間になって外に出たら、雲一つない青空が広がってたんです。それでわたし、新谷部長に『もう一度広場で撮ってください』ってお願いしたんです。そしたら……」

　来実は少し辛つらそうに、一瞬言葉を止めた。

「『絶対にダメだ！』って、ものすごい剣幕で断られちゃって……」

「断られた？　どうしてさ？」

「理由、言ってくれませんでした。それでわたし、写真写り悪いのかな、コスプレ似合ってないのかなって、自信なくなっちゃって」

「……どういうことだろ。青空をバックにした写真なんて、絵になりそうだけどな」

「よっぽど、撮りたくなくなったんでしょうかね。――新あら谷や部長、午後なんて撮影のたびに難しい顔して写真を確認してましたし、そんなに写りが悪いのかなぁって」

　来くる実みは自虐的な笑顔を浮かべた。

　――広場での写真が悪かったから、俺おれにも『広場で撮影するな』って言ったのか？

　将しよう悟ごはカメラのアルバムモードを起動させ、彼女が撮った写真を表示させてみた。

「来実さん、どれもいい顔に撮れてるけどなぁ」

　と、一枚の写真で手を止めた。

　レストランでの食事とケーキの間に挟まれた、たった一枚だけ屋外で撮られた写真。

　激しく白飛びした、撮影を失敗した一枚だ。

「そうだ、レストランで食事したあと、広場に戻って一枚だけ写真撮ってるよね。そのあと、またレストランに戻ってケーキ食べただろ？」

「はい……？　わたしたち、レストランに入ったあとは広場に戻ってませんよ。お昼ごはんとデザートのケーキを食べて、そのまま屋内のコスプレ専用ブースに行きましたから」

　おかしい。なら、レストランの写真に挟まれたこの一枚は、いつ撮影されたんだ？

　カメラのアルバムモードで表示される写真は、撮影された時間順に並ぶはず。

　レストランの次に表示されるなら、当然、レストランに入ったあとの時間に撮影されたはずなのに……広場には戻ってない？

「だったらこの写真はいったい……」

　将悟が問題の写真を来実に見せようとしたとき……。

「おーい、みんなで昼ごはん食べないか～」

　二人を呼ぶ芽め依いの声がして、写真のことを聞くタイミングを失ってしまった。



　　　　§



「いらっしゃいませ～。いもうとカフェ・りりかる☆しすたぁずで～す！」

「どんな疲れもスッキリ吹き飛ぶ、手作りスタミナドリンクだぞ～」

　昼食後、将悟はカフェのブースでカメラを構え、来場者にドリンクを手渡し続ける来実や芽依を撮影し続けた。

「どうだ、帝みかど野のカメラマン。撮影は順調か？」

　配布の合間に、芽依が聞いてきた。

「任せてくださいって。嵯さ峨が良らセンパイ、実にいい顔してますよ。こんな貴重な写真が撮れるなんて、俺おれって一流カメラマンなのかも」

「ほーぉ。なかなかの自信っぷりだな。さすが帝みかど野の、女ったらしぶりは一流だぞ～」

「……もうちょっといいホメかたしてくださいってば」

　芽め依いが配布に戻ると、将しよう悟ごは今までに撮った写真を見返してみた。

　芽依の姿は問題ない。心の底から今日のイベントを楽しんでいる様子があふれていて、かわいらしいカフェオーナーの魅力がバッチリ写し出されている。

　――けど、物足りないよなぁ……。

　問題は来くる実みだ。確かにドリンク配布をしている来実は、いい笑顔をしている。けれどそれは、言わば営業用のスマイルだ。

　――もっと、心の底から浮かべた笑顔を見せてくれるといいんだけど……。

　来実が、好きなコスプレに自信を失いかけていると知った今、なおさらそう思った。

　今日一日だけの専属カメラマンとして、本当の来実の笑顔をフレームに収めたい。

「それができなきゃ、一流カメラマンなんて名乗れないよな」

　将悟は再びレンズを来実に向けた。

　ドリンクを手渡している彼女に向けてシャッターを切る。

「……しまった」

　いつの間にか、ストロボのスイッチがＯＦＦになっていたらしい。

　照明が逆光になり、暗く写ってしまった。いい構図だったのに、もったいない。

「なんとか明るくできないかな」

　将悟はカメラのメニューを操作するうち、レタッチモードがあることを思い出した。撮影された写真の明るさを調節したり、色味を変更したりできる機能だ。

　レタッチモードを起動させ、たった今撮った写真を選択する。『明るさ変更』のメニューを選び、方向キーの左右を押してみた。

　左を押すと写真が暗くなり、右を押すと明るくなるようだ。

　もっとも明るくしすぎると、写真のあちこちが白飛びして、真っ白に塗りつぶされてしまう。適度な明るさを選び、なんとか見栄えのする写真に調整した。

「よし、これでＯＫっと」

　決定キーを押すと、調整した写真が新たにＳＤカードに保存された。

「なるほど。コピーが作られるのか」

　アルバムモードで確認すると、暗いままのオリジナルの写真と、明るくレタッチされた写真が二枚並んでいる。元の写真は消されず、残されたままになっているのだ。

　……と、そのとき将悟は気がついた。

「あ……そうか！　レストランの写真の間にあった、白飛びした一枚って……レタッチして保存し直した写真じゃないか!?」

　例の白飛び写真を表示させてみた。全体が白っぽくなるほど、不自然に明るい写真。考えてみればこれは、レタッチ機能で光量変化させた写真じゃないか？

　そう考えれば、どうして撮影の得意な新あら谷や部長がこんな写真を撮ったのか説明がつく。

　これは撮影を失敗したのではない。レタッチで画像加工された結果、失敗写真のように見えただけなのだ。

　おそらく新谷部長は、レストランで写真を見ながら、広場で撮った一枚を何かの理由でレタッチした。

　写真は新たなファイルとして保存され、レストランの写真の間に並べられたのだ。

「来くる実みさん！　来実さん！」

　再び配布の合間をぬって、将しよう悟ごは白飛び写真を来実に見せた。

「この写真って、レストランに入る前に撮ったんだよね？」

「そうですよ。午前中、広場で撮ったんです。そのときは新谷部長も『よく撮れた』って言ってくれたんですけど、レストランで見せてもらおうとしたら『画質調整のためレタッチを試みたが、うまくいかなかった』って」

「無理にレタッチして、こんな白飛び写真にしちゃったのかな」

「決めポーズバッチリだったんですけど、残念ですよね」

　が、すぐに将悟の頭に、新たな疑問がわいた。

　――まてよ、やっぱりヘンだぞ？

　将悟が見た限り、レタッチされた写真と同じものは一枚もなかった。本来なら、レタッチ前のオリジナルが残るはず。

　――消した、としか考えられないよな……。

　納得のいく答えは、レタッチ後の写真だけを残し、オリジナルの写真は消去することだ。

　どうしてそんなことを？

　そもそも新谷部長は、なんで写真が白飛びするほど強くレタッチしたんだろう？

　画質の調整に失敗して、明るくしすぎたのか？

　ならなおさら、レタッチをやり直せるよう、オリジナルの写真を残すべきじゃないか。

　それとも、残してはいけない理由でもあったのか？

　謎なぞが解けたと思ったのに、やっぱり釈然としない気持ちだった。



　ドリンク配布が一段落したあと、将悟と来実は会場内のコスプレ撮影コーナーに来ていた。ファンタジーや学園の背景セットが用意され、簡易スタジオとして利用できるのだ。

「プマリパパラレパ、プマプマリン!!」

　学園の背景をバックに、来実はビシッと変身ポーズを決めた。

　瞬間、将しよう悟ごのカメラがシャッターを切る。

「どうですか、センパイ？」

　来くる実みが不安げな声で聞いた。

　――まだ表情が硬いなぁ……。

「大丈夫！　来実さん、どんなヒロインにも負けないくらいかわいいぜ」

　しかし将悟は、そう答えた。なんとか来実に自信を持ってほしいと思ったのだ。

「そんな。全然本物っぽくないですよ」

　けれど来実は元気のない笑顔を浮かべるばかりだ。

　自信をなくしている彼女に、安易なお世辞は通用しない。

「まだまだ調子が上がるって。来実さん、次はなんのポーズにする？」

「少し、休憩しませんか？」

　結局撮影は中断し、二人で撮影コーナーの隅のベンチに座りこんだ。

「来実さん、疲れちゃったかな」

「あのですね、センパイ。まだオーナーには秘密にしておいてほしいんですけど……。わたし、夏休みが終わったらカフェのバイト辞めようかなって考えてるんです」

「えっ？　どうして、また急に……」

「なんか最近、いろんなコスチューム着ること、素直に楽しめなくなっちゃって……。こんな気持ちじゃ、カフェでコスプレするのも辛つらくなってしまいそうですから」

　別にアルバイトを辞めるくらい、大したことじゃない。けれど自信をなくしたことが原因では、なんだかさびしい。

　しかし将悟は、彼女にかける言葉を見つけられなかった。

　しばらく黙って、ふと思ったことを聞いてみた。

「来実さんって、なんでコスプレ好きになったのかな？」

「わたしの両親、おもちゃ会社に勤めてるんです。共働きで二人とも忙しく、わたし小さいころから、いつも家で留守番してました」

「一人で留守番か……。さびしくなかった？」

「母は玩具デザイナーなんですけど、よく『会社で作ったのよ』って言って、女の子用のヒロイン変身セットとか持ってきてくれたんです。それがうれしくて、さびしくなんかなかったです。お母さん、テレビの中のヒロインと一緒にいるんだなって気がして、一生懸命応援してました」

「そうなんだ……。いい思い出じゃないか」

「でももう、わたしも高校生ですし。いつまでも子供じゃいられないですよね」

　来実はさびしそうに笑った。大人になって魔法を信じられなくなった少女のように。

　――来実さんに、自信を取り戻させることはできないのか？

　将しよう悟ごは考えた。なんとしても、心の底からの笑顔を取り戻してほしいと願った。

「撮るよー。こっち向いてー」

　賑にぎやかな声に振り向くと、近くで数人のコスプレイヤーが写真を撮りあっていた。

　本格的な撮影なんかじゃない。カメラは小さなコンパクトデジカメ。コスプレ衣装もどこか安っぽく、ヒーローやヒロインの迫力にはほど遠い。

　……けれど、楽しそうだった。

　慣れないコスプレを少し恥ずかしがりながら、友だち同士見せあって楽しんでいる様子がよく伝わってきた。

　――もしかして俺おれ、気合いを入れすぎてたのか？

　来くる実みの自然な笑顔を求める気持ちが強すぎて、そんな態度が無意識のうちに彼女に伝わって、息苦しくしてたんじゃないか？

　――そうだ。自信を取り戻すだなんて、堅苦しく考えすぎていたんだ。俺自身が、もっと来実さんと一緒になって、楽しんで撮影しなきゃダメだったんだ……。

　でも、どうすればいい？　どうすれば一緒に楽しむことができる？

　将悟は考え……思いついて立ち上がった。

「来実さん、ちょっと待ってて。すぐ戻るから」

　将悟は来実の前から立ち去ると、急いで帝みかど野のグループのブース前にやってきた。

　衣い楠くすを探していると、ブース前に人だかりがしていた。

　中心にツンツン頭のコスプレをした衣楠が立って、女の子たちと順に肩を組みながら記念撮影している。ものすごい人気っぷりである。

「おーい、衣楠！」

「おや、将悟くんもボクと肩を組んで記念撮影したいのかい？　現在三十分待ちだから、列の最後尾に並んでくれたまえ」

「いや記念撮影じゃなくて……。コスプレ衣装あまってないかな？　俺も、コスプレしてみたくなってさ」

　そうして将悟は、帝野グループのブーススタッフから予備のコスプレ衣装を借りることができた。紫の、全身にラメが入ったピンピカな服だ。乙女ゲームのイケメン生徒会長が着る学園制服らしい。

　更衣室で着替え、急いで来実のところに駆け戻った。

　派手にコスプレした将悟を見て、来実は目を丸くした。

「……センパイ!?　どうしたんですか、その格好？」

「に、似合うかな……。俺もコスプレ、楽しんでみたくなっちゃってさ」

　来実はしばらくの間、呆ぼう然ぜんと将悟を見つめ……「ぷっ」と、吹き出した。

「うぅ、なんで笑うんだよ……。俺、イケメンになってるだろ？」

「ご、ごめんなさい。バッチリですよ、帝みかど野のセンパイ。ものすごーくイケメンです！　もう、つけ麺めんくらいイケメンですから！」

　とうとうガマンしきれなくなって、来くる実みは腹を抱えて笑い出した。

　……なんか釈然としない気分の将しよう悟ごである。

　でも、こうして笑っている来実は本当に楽しそうだ。

　――ちょっと恥ずかしいけど、俺おれもコスプレしてよかったかな。

　そして二人は撮影を再開した。

　将悟が来実を撮ったり、逆に来実が将悟の写真を撮ったり……。

　気負いなく撮影するうち、硬かった来実の表情も徐々にゆるんでいった。

　――来実さん、やっと楽しんでくれたんだ。

　もう、彼女の表情からは自信のなさなど感じ取れない。無邪気にヒロインになりきって楽しむ、子供のような笑顔に満ちあふれていた。

　またたく間に時間は過ぎ、将悟は満足した気分で撮影を終えた。

「ありがとうございます、センパイ。今日の撮影、楽しかったです」

「喜んでもらえてうれしいよ。ほんと、いい写真が撮れた。カメラマン冥みよう利りに尽きるぜ」

　来実はうなずき、吹っ切れたような笑顔でこう言った。

「おかげさまで、最後のコスプレにいい思い出ができました」

　それは、魔法の国へと帰っていくヒロインの、別れの言葉に聞こえた。



「俺、来実さんの自信を取り戻せなかったのかな……」

　更衣室のベンチに座りこみ、将悟は一人、ため息をついた。

　カメラのディスプレイで、今日一日の来実の写真を見直してみる。

　最後のほうに撮った来実の表情は、実に活き活きとして楽しそうだ。

　それでも……来実は今日が最後のコスプレなんだと言っていた。

「来実さん、やっぱりコスプレもカフェもやめちまうのか……。もったいないよなぁ」

　そもそも、ことの原因は新あら谷や部長にある。

　二度と屋外で撮影などしないと断った新谷部長の態度。

　それが来実を不安にさせて、彼女から自信を奪ってしまったのだ。

　将悟は、新谷部長が撮った写真を見た。

「かわいく撮れてるじゃないか。どこが気にくわなかったのか、説明してほしいぜ」

　順に写真を見ていき、再度、あの白飛び写真で手を止めた。明るすぎて、背景の空や建物の窓が白く塗りつぶされている。

「この写真だって、明るさを下げればまともな写真になるはずだよなぁ……」

　将悟はカメラのレタッチモードを起動させ、明るさ調整のメニューを選択した。

　方向キーの左を押して、写真の明度を下げる。

　写真のコントラストが強調され、白い靄もやが晴れるようにくっきりとなっていった。まぶしすぎる光に目が慣れていくようだ。

　明るすぎて白く塗りつぶされて見えた空に、雲の形が浮かび上がった。白飛びしていた建物の壁には、窓ガラスの枠が現れた。

「あれ……。なんだ、これ……？」

　ふと将しよう悟ごは、背景の一部に目を留めた。

　来くる実みの肩のすぐ上、建物の窓ガラスに、奇妙な模様が浮かび上がって見える。今までは、光が強すぎて見えなかったものだ。

　それはおそらく、レタッチする前に写っていたものの痕こん跡せき。

　丸い影が横に並んだその模様は、まるでドクロのように見えた。

「なんだこりゃ。気味が悪いな……」

　しばらくの間凝視して……将悟はハッと思いついた。

「まさか新あら谷やさん、何かを隠すために……」

　なんで新谷部長は、写真が白飛びしてしまうほど明るくレタッチしたのか。

　なぜ元の写真は消去してしまったのか。

　どうして二度と、広場で来実を撮影しなかったのか……。

「そうだ……。この写真は、画質調整のためにレタッチされたんじゃない。写ってはいけないものを消すために、わざと白飛びさせたんじゃないか!?」

　将悟はコスプレから着替えるのも忘れて、更衣室から駆け出した。

　――このままじゃダメだ！　来実さんが自信を失う理由なんて、全然なかったんだ！



　外に出ると、もう陽ひが傾き始めていた。

　屋外広場は昼間よりも人が減っていた。もう閉会時間が近い。スピーカーから、コスプレイヤーは早めに着替えるよう指示が流れている。

「せ、センパイ!?　どうしたんですか!?」

　将悟は来実の手を引いて広場へと駆けてきた。

「来実さん！　もう一度、この場所で写真を撮ろう！」

「でも、早く着替えないと更衣室込んじゃいますし……」

「一枚だけ！　一枚だけだから！」

　気迫に押されて、来実はうなずいた。

　将悟はカメラのディスプレイに、あの白飛び写真を表示させた。

　――この写真と同じ構図でもう一度撮るんだ。そうすれば、きっと新谷さんの真意が証明できるはず！

　来くる実みに指示をして、写真と同じ位置に立ってもらった。来実の背後では建物の窓ガラスがきらめき、その向こうには澄んだ空が広がる。

「じゃあ来実さん、撮るよ」

　将しよう悟ごは腰を屈め、来実にレンズを向けた。

　ファインダーの中では、ちょっと戸惑った顔の来実がポーズを決めている。来実と建物と空。新あら谷や部長の撮った謎なぞの写真とそっくりの構図が、フレームの中に再現されている。

　そして、将悟はシャッターを切った。

　ディスプレイで写真を確認し……思わずつぶやいた。

「なるほど……これだったんだ……」

「何がこれなんですか？」

「来実さん、見てごらん」

　将悟はディスプレイを来実に見せながら、写った彼女の肩の上を指さした。

　背後にある建物の窓に、不気味な影が浮かんでいる。

　うっすらと写し出された、ドクロのような顔だった。

「ひっ!?　な、なんですか、これ!?」

「心霊写真だよ」

「し、心霊写真……？」

「やっとわかった。あの白飛び写真が存在する理由が。そして、二度と広場で撮ってくれなかった理由がね」

「どんな理由だったんですか……？」

「心霊写真を隠すためだったんだよ。――来実さん、あの写真を撮った日、レストランで新谷部長に写真を見せてくれるよう頼まなかった？」

「はい。ごはん食べながら、広場で撮った写真を見たいって言いましたけど……」

「おそらくその直前、写真を見返していた新谷さんは、一枚だけ心霊写真が撮られていたことに気がついた。ところが、来実さんに写真が見たいと頼まれてしまった。新谷さんは困った。心霊写真なんて見せたら、来実さんは怖がって、二度と笑顔の写真なんか撮れなくなってしまうからね」

「そういえば頼んだとき、新谷部長が『ギクッ』ってなったの覚えてます」

「だけど新谷さんは、写真を見せない理由が思いつけなかった。そこで写った幽霊を消すため、レタッチ機能で明るさをめいっぱい上げ、白飛びさせたんだ。建物の窓はほとんど白く塗りつぶされて、うっすらと写っていた幽霊は見えなくなってしまう。あとは、レタッチ前のオリジナルを消去してしまえば、心霊写真だと気づかれることはない」

「レタッチなんかしなくても、写真を消してしまえばいいじゃないですか」

「来実さん、言ってただろ。あの写真は決めポーズバッチリだったって。そんな印象的な写真が存在しなかったら不自然だ。だからレタッチでごまかすしかなかったんだよ」

「じゃあ、二度と広場で撮ってくれなかったのは……」

「広場で撮影して、また心霊写真が撮れてしまうことをおそれたんだ。新あら谷やさん、『広場には地縛霊がうろついている』って考えたんじゃないかな」

　遠くのほうから、「カァ！」とカラスの鳴き声が響いてきた。

　来くる実みは肌寒そうに体を抱えた。

「帝みかど野のセンパイ……。本当に、幽霊なんているんでしょうか……」

　将しよう悟ごは、来実の後方にある建物の窓ガラスを指さした。

「見てごらんよ、あそこ。ちゃーんと幽霊がいるから」

「え、えっ……？」

　窓ガラスの一部に、大きな黒目の顔が浮かび上がっていた。なんとなく、ドクロのように見えなくもない。

「センパイ？　あれってもしかして……」

　将悟はうなずいて、指先を横のほう……広場の奥に向けた。

　ビニール製の大きな恐竜。恐竜博覧会のマスコットが長い首を持ち上げ、まん丸の目で広場を見渡している。

「あの恐竜の顔が窓に反射して、写真に写ってたんだ。カメラの小さなディスプレイでは、まるでドクロのように見えてしまったというわけさ」

　来実は呆ぼう然ぜんと恐竜の顔を見つめ……弾はじけたように笑い出した。

「あはははっ！　新谷部長、心霊写真だって思い込んでただけなんですね！」

「ったく、新谷さんらしいっていうかなぁ。とんだお騒がせだぜ」

　来実はちょっとしんみりした表情になって、将悟の持つカメラを見つめた。

「でも……わたしを怖がらせないようにって、考えてくれたんですよね……」

「そうだな。そのくらい、来実さんの笑顔は大切ってことだよ」

「そう言ってもらえると……うれしいです……」

　新谷部長への誤解が解けた今、来実の表情は素直で穏やかで……

「来実さん！　いい！　今の顔、すごくいいよ！」

　思わず将悟は、彼女にレンズを向けた。

「来実さん、笑って！」

　ファインダーの向こうで、来実はしばらく見つめ返し……

「はいっ！」

　にっこりと笑顔を浮かべた。

　心の底から浮かび上がる、最上の笑顔。

　マジカルヒロインの魅力の前に、悪いゴーストは退治されたのだ。



　展示会終了の時刻になり、将しよう悟ごと来くる実みは会場内に戻った。

　スタッフ用の控え室に行くと、芽め依いが休憩しながら満足そうな笑みを浮かべていた。

「ふっふっ、手作りスタミナドリンクは大好評でな、当ブースは大盛況だったぞ！　明日からカフェも大繁盛間違いなしだな～。これも帝みかど野ののおかげだ」

「たまたまスタミナ料理の本を持ってただけですよ。役に立ってよかった」

「今度帝野がカフェに来たときには、特製ドリンクをサービスするからな」

「楽しみにしてます。――それじゃ来実さん、俺おれたちもコスプレ着替えようか」

　そのとき、来実が将悟の腕を引っぱって耳打ちした。

「あの、帝野センパイ。さっき言ったこと、オーナーには黙っていてくださいね」

「さっき言ったことって？」

「夏休みでバイト辞めるって話です。……やっぱり、まだ続けようかなって」

　――よかった。来実さん、元気になってくれたんだ！

「わかった。あの話は、俺たちだけの秘密な」

「はい。もう忘れちゃってください」

「む～っ。なんだ、二人とも。何をナイショ話してるのだ？」

　芽依が口を尖とがらせながら近寄ってくる。

「な、なんでもないですって。なぁ、来実さん？」

「アヤシイぞ、帝野。……さては！　来実をたぶらかして、二人っきりでぬ～ど撮影をしようなどとほざいてるのだな!?」

「ほざいてません！　く、来実さん、なんとか言ってやってよ」

　すると来実はじぃーっと将悟を見て……ポッと顔を赤らめた。

「センパイ、わたしの裸、撮ってくれるんですか……？」

「って来実さん!?　何を言って……」

　直後、芽依が涙目でギロリと睨にらみながら将悟に飛びかかってきた。

「みみ、み、帝野っ!!　許さんぞ！　来実をぬ～ど撮影など断じて認めんからなっ！」

「い、いえ、これは誤解、誤解ですってば！」

「そんなにぬ～どを撮りたいなら、わたしを撮れっ！　ほれ撮れっ！　うわああんっ!!」

「い、痛い、痛いですってば嵯さ峨が良らセンパイ！　ちょっ、こんなとこで脱がないでっ!!」

　つかみ合ってぎゃあぎゃあ騒ぐ二人の横で……

「な～んて、冗談ですよっ」

　一人、イタズラっぽい笑顔を浮かべる来実だった。
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　翌日の昼、将しよう悟ごは学校の新聞部部室をたずねた。

　登校していた新あら谷や部長と視聴覚室に行き、カメラを彼女に渡す。カメラとＰＣをＵＳＢコードで接続すると、写真が次々とＰＣに読み込まれ、モニターに表示された。

「……素晴らしい！　ここまで活き活きとした樫かしの木き来くる実みの写真になるとは！」

　写真を一通り見て、新谷部長は大絶賛の声を上げた。

「最初のうちは表情も硬いが、あとになるほど楽しそうな笑顔を浮かべている。――これほどまでに娘の心を虜とりこにするとは……帝みかど野の将悟、実に恐ろしい男だ……」

「撮影、苦労したんだぞ。そもそも新谷さんが心霊写真だなんて見まちがいするから」

「まさかおぬし、心霊写真を撮ったのか!?　だから広場では撮影するなと警告したろ！」

「撮ってないって！　なんで広場の心霊写真のこと、教えてくれなかったんだ？」

「……隠したかったわけではない。ただ、心霊写真のことを話せば、おぬしや来実が怯おびえ、よい写真が撮れなくなってしまう。おぬしらには霊的耐性などなかろうからな」

「自分の写真写りが悪いのかもって、来実さん、悩んでたんだぞ」

　言うと、新谷部長は少し申し訳なさそうにうつむいた。

「そうか……彼女は悩んでいたのか……。だが霊について話すわけにもいくまい？」

「その心霊写真なんだけど……」

　将しよう悟ごは新あら谷や部長に、あのレタッチされた心霊写真の正体を教えてあげた。

「――つまり心霊写真に見えたのは、窓ガラスに作りものの恐竜が映ってただけなんだ」

「ただの映り込みだ!?　……フン、つまらん。いずれ詳しく調査するつもりだったが、ただのまがい物だったとは」

「まがい物って。来くる実みさんが怯おびえずに済んで、よかったじゃないか」

「……まぁな。彼女のポートレイトならば、くだらぬ低級霊の写真なぞよりはるかに価値がある。素晴らしい撮影、礼を言うぞ」

「いや～、大したことしてないって。――ところで、取材の報酬に扇風機をくれるって約束だったけど」

「はん？　なんだその約束は？」

「ほら、部室にあるガラクタの扇風機持ってっていいって言ってたじゃないか」

「そんな話もしとったような……。すまんが、古い扇風機は夏前に処分したばかりだ」

「……まぁいいよ。そんな期待してたわけじゃないし」

「報酬を欲するなら、これをやる。中古のコンデジだが、あんまり使ってないしな」

　新谷部長は、ポケットから小さなデジカメを取り出して将悟に渡した。

「カメラなんてもらっていいの？」

「おぬしには撮影の才能がある。ぜひ深み流りゆう院いんタイムズの外部特派員として、スクープ写真を撮る使命を担ってほしい！　ともにジャーナリズムの道をきわめよう！」

「って俺おれ、いつ特派員に。――でもありがとう。風景でも撮ってみるかな」

「本物の心霊写真を撮影したら、必ずや深流院タイムズ編集部まで投稿することを忘れぬよう心得よ。ものによっては高額で買い取ろうじゃあないか。クックック……」

「いや……心霊写真はもうこりごりだってば……」

　口の端を曲げてアヤしく笑う新谷部長を前に、ドッと疲れてしまう将悟だった。



　新谷部長が新聞部の部室に戻ったあと、将悟は視聴覚室に残り、ＰＣのモニターで写真を眺めていた。記念にデータをコピーしてもらったのだ。

「うーむ、どの写真もよく撮れてるぜ。俺ってやっぱ写真の才能あるのかなぁ～」

　マジカルヒロインのコスプレをした来実を見ながら、一人、悦に入っている。

「これ、将悟さんが撮ったんですか？」

「そうだぞ。この来実さん、すげーかわいく撮れてるだろ。……って」

　ハッと気づいて振り返ると、後ろに鶴つる眞ま心こ乃の枝えが立っていた。

　私服のジャケットを着て、肩から大きなバッグを提げている。旅行に行くような格好だ。

「心乃枝!?　なんでここに……？」

「さっき帰省から戻ったから、小こ都と里り先生におみやげ渡しに来たんです」

「あ、そうなんだ。実家に帰ってたんだよな」

「……将しよう悟ごさんは何を見てたんですか？」

　心こ乃の枝えはニコニコ笑いながら、じーっとモニターに映し出される来くる実みの写真を見つめた。

　……なんだか、目が笑ってない気がする。

「い、いやその、来実さんの写真を撮ったから、確認してただけだよ」

「ふ～ん……。将悟さん、来実さんと二人で撮影会だったんですかぁ……」

「新あら谷やさんにイベントの取材頼まれただけだって。ほんと、それだけだから」

「『すげーかわいく撮れてるだろ』……って、でれ～って顔、してたのになぁ……」

「でれーってなんかしてないって！　お、俺おれはその、純粋なカメラマンとして、ジャーナリズムに目覚めてですね……」

「将悟さんっ！」

　心乃枝は、机に置いてあるデジカメを見つめた。さっき将悟がもらったものだ。

「わたしも……撮ってください……」

　心乃枝はデジカメを手に取り、将悟に向かってぐいっと差し出した。

「は、はい……？」

「わたしの写真も、撮ってください！」

　心乃枝は押し倒すような勢いで、デジカメを無理やり将悟の手に握らせた。

　パシャッ!!　と、その瞬間、シャッター音が響いた。

「えっ、今、撮ったんですか……？」

「シャッター押しちまったみたいだ」

　将悟はカメラのディスプレイに、今撮れたらしい写真を表示させた。

　……画面いっぱいに、心乃枝の胸がどアップで写っている。

「し、将悟さんっ!?　ななな、な、なんて写真撮ってんですかっ!?」

　かぁーっと顔を真まっ赤かに染めながら、心乃枝が将悟の肩をガクガクと揺すった。

「ごご、誤解だっ!!　だいたい心乃枝が押すからだろっ」

「け、消してください！　そんな写真、消してくださいぃっ!!」

「こ、こら心乃枝、落ち着いてくれって！　カメラ落ちるから！」

「消してくださいいいいぃっ!!」

「ていうか、撮っていいのか悪いのかどっちなんだぁ!?」

　やっぱり女の子の写真は難しいなぁと、つくづく痛感する将悟だった。



　部屋に戻った将悟は、暑さのあまり床に寝そべっていた。

　窓の外からは今日も強い陽ひ射ざしが降りそそいでいる。庭の木から聞こえるミンミンゼミの合唱が、よけいに暑苦しい。

「ちくしょ……。マジでこの暑さ、なんとかなんねぇかな……」

　将しよう悟ごは、新あら谷や部長にもらったデジカメを手に持った。

「涼しそうな写真でも撮って、部屋中に貼はろうかなぁ」

　部屋の壁一面に南極の風景写真でも貼ったら、涼しく過ごせそうな気がしなくもない。

「けど南極なんて行けねぇし……。動物園でペンギンでも撮ってくるか」

　思いつくと、さっそく部屋の南極化計画を実行するため、カメラを手に部屋を出た。

　扉を開けて外に出た瞬間、アパートの隣の部屋から一人の少女が外に出た。

　肩もあらわな薄手のキャミソールを着た、宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈なだ。

「ゆ、柚璃奈……」

　はち合わせしてしまい、思わず呆ぼう然ぜんと見つめあう。

　ふと柚璃奈は、将悟が持っているカメラに気づいて、サッと身構えた。

「な、何、そのカメラ!?　まさかわたくしを、隠し撮りしてたのね!?」

「してねーよっ！　ていうか、盗聴したお前が言うな！」

　柚璃奈の顔が、怒りと恥辱で真まっ赤かになる。

　体を隠すように、肌の露出した肩を両手で抱き抱えた。

「そんな警戒するなって……。俺おれはペンギン撮りに行くだけだぞ」

「ペンギン……っ!?」

　柚璃奈は目を見開き、わなわなと唇を震わせた。

「いくらわたくしが可か憐れんな少女だからって……ぺ、ペンギン呼ばわりとは……」

「だから柚璃奈のことじゃなくて、動物園のペンギン……」

「屈辱だわ……。帝みかど野の将悟などにペンギン扱いされるなんて……。きっとわたくし、この男の妄想の中でペット扱いされて慰み者にされてるんだわ。なんて恐ろしい……」

「お前の妄想のほうが百倍恐ろしいぞ」

　柚璃奈は涙目になって、くやしそうに唇を噛かんだ。

　そのまま自分の部屋に駆けこみ、拒絶するかのごとくバタンと扉を閉める。

「近づかないで！　この悪魔！　女の敵っ!!」

　将悟は閉まった扉を見つめ……

「うわわああっ!?　俺、人間としてまるで信用されてないっ!?」

　絶望的な気分で頭を抱えるのだった。



　　　　§



「今日も一日汗かいたかいた～」

　風ふ呂ろ場ばから上がった来くる実みは、裸にバスタオルを巻いたままの格好で姿見の前に立った。

　今日も一日、カフェでのバイト。いつもよりお客さんが多くて、忙しかった。

「ん～、最近太ってないよね……」

　バスタオルの上から手で押さえながら、ちょっと不安げに鏡の自分を見つめる。

「明日からジョギングしようかなっ！　コスプレ衣装、着られるようにしとかないと！」

　それから両手を広げ、マジカルプマリンの変身ポーズを練習してみる。

「プマリパパラレパ！　プマプマリン！」

　ステッキをまわす手つきで全身を大きく一回転。

　片手をまっすぐ頭上に掲げながら、体をひねってビシッとポーズを決める。

「マジカルランドのプリンセス、マジカルプマリン参上！」

　その瞬間、激しく動いたせいかバスタオルの結び目がほどけ……

「きゃっ!?」

　まさにマジカルヒロインの変身シーンのような鮮やかさでバスタオルが宙を舞い落ち、ほっそりした来くる実みの体が鏡に映るのだった。



    

  
    
      

　４話　妹のお面と流れる星々





「んっ、んん～っ……」

　外の強い陽ひ射ざしが入りこむ午後。図書室の長机の席に座りながら、帝みかど野の将しよう悟ごは、両腕を上げて大きく伸びをした。

「はぁ……。まだまだ終わんねぇな……」

　目の前に広げた数学のドリルを見ながら、ため息をつく。

　夏休みも終盤の今、学校の図書室は勉強用に連日開放されていた。長机の席は生徒たちで埋まり、室内にはカリカリとノートやドリルに鉛筆を走らせる音が響いている。

　誰だれも一言もしゃべらない。進学塾みたいな雰囲気だ。みんな、宿題の追い込みで必死になっているのだ。

　中でも将悟はここ数日、朝一番に登校しては席を確保し、宿題に向かっていた。

　そんな彼を見て、ほかの生徒たちは口々に噂うわさしあった。

「朝早くから来てるなんて、帝野くんって勉強熱心なのね……」

「さすがはあの帝みかど野のグループの御おん曹ぞう子しだな。育ちが違うぜ」

「きっと深み流りゆう院いん学園の生徒の模範になるため、わざわざ図書室に通って勉強してるのよ」

　いつの間にか生徒たちの間で、帝野将しよう悟ごは勉学熱心な模範生としてあがめられていた。

　……実は家のエアコンが壊れたから涼しい図書室に通ってるなどとは、誰だれも知らない。

「ったく、宿題溜たまりすぎたぜ。せめて扇風機さえ買えてたら、もっと早く片付けられてたのになぁ……」

　生徒たちの尊敬もよそに、少しダレた気分の将悟である。

　そもそも模範的な生徒は、夏休みの終盤まで宿題を溜めこんだりしないものである。



　夕方になり、図書室の閉室時間も迫ってきた。

　将悟がドリルや文房具を片付けていると、隣に歩いてくる足音がした。

「宿題、進みましたか？　将悟さん」

　振り返ると、クラスメイトの鶴つる眞ま心こ乃の枝えが立っている。

「あれ、心乃枝も勉強に来てたのか？」

「今日学校に用事があったから、ついでに寄ってみたんです。最近、みんなの間で将悟さんのこと、話題になってるそうですよ。すごく勉強熱心な優等生だって」

「べ、勉強熱心!?　そうかなぁ……。いや～、照れるぜ」

「もう宿題は終わりましたか？」

　将悟は、手に持っていた数学のドリルを開いて見せた。

「ここんとこ追い込みかけてたからな。三十一日までにはバッチリ全部終わらせるぞ」

　元々、帝野グループの社長候補として猛特訓を受けた将悟だ。やる気さえ出せば独力で期限内に宿題を終わらせるくらい、しっかりできるのだ。

「すごい……。解答もほとんど合ってます」

「まぁな～。で、心乃枝はどう？　問題解けなくて悩んでるなら、教えてやるぞ」

「わたしは先週で、宿題は全部終わらせましたから」

「あ、そう……。全部、ね……」

「はい。夏休み初日から計画を立てて進めましたから、楽に終わりましたよ」

　本物の優等生な彼女に、なんだか負けた気分になる将悟である。

「自由研究も実家に帰省したとき、レポートをまとめましたから」

　心乃枝の言葉で、将悟はハッと思い出した。

「そうだ……！　自由研究！　すっかり忘れてた……!!」

「忘れてたって……まだ手をつけてないんですか!?」

「手をつけるどころか、なんのテーマにするかすら考えてない……」

　サーッと頭から血の気けが引いていく。

　この深み流りゆう院いん学園には、政財界の親を持つ子息が多く通っている。そのため自由研究のテーマには、経済や産業、国際問題といった社会的なテーマを選択する生徒が多い。

　ほかにも、生物研究などの自然科学的テーマを選ぶ生徒もいるし、ボランティア活動のレポートを提出する生徒もいる。

　研究テーマが生徒の自主性に任されている半面、成果の審査は厳しく、今後の成績にも大きく影響する。自由だからといって、決しておろそかにできない課題なのだ。

「マズいぞ……。俺おれ一人だけ自由研究を忘れましたなんて、また小こ都と里り先生に頭グリグリされちまう……」

「ま、まだ何日かありますから、大丈夫ですよ！」

「って言ってもなぁ……。今からじゃたいした活動もできないし……」

　やがて図書室が閉められる時間になり、将しよう悟ごと心こ乃の枝えは廊下に出た。

　二人で校舎の玄関に向かって歩きながら、将悟は頭を抱えていた。

「マジで自由研究どうしよ……。時間さえあればなぁ」

「そうですねぇ……。絵、なんてどうですか？　絵画や作曲などの芸術活動でも、きちんとした活動と認められれば認定されますから」

「絵画か……。うまく描けるかなぁ」

「な、なんでしたらわたし、モデルになっても……」

　心乃枝はよく聞こえない声でボソボソ言って、なぜかポッと顔を赤くする。

「けど油絵とかじゃ時間がかかるだろ。俺、そんな絵がうまいわけじゃないし……」

「そ、そうですか……」

　今度は妙にガッカリした様子になる心乃枝だった。

　なかなかいい案も見つからず、そのまま二人は玄関の近くまで歩いた。

「あっ、将悟さん、見てください」

　ふと心乃枝が足を止め、壁の掲示板を指さした。

　何枚もの貼はり紙の中に、一枚の大きなポスターがある。

「灯とう籠ろう流し？」

　ポスターには川の夜景写真が印刷されていた。

　空に一輪の花火が広がり、水面には、ぼうっとオレンジ色に輝く光がいくつも流れている。ロウソクの炎を灯ともした灯籠だ。

　明日の夜、灯籠流しのイベントが開催されるらしい。灯籠流しとは、ロウソクの火を灯した灯籠を川に流し、先祖や亡くなった人の魂を弔う行事である。

「わたし、この灯籠流しに行こうって思ってるんです」

「心乃枝も灯籠を流すの？」

「はい。わたし、捨て子だったのを今の両親に育ててもらいましたから、その感謝の気持ちとして、両親のご先祖さまが天国で平安でありますようにって祈りたいんです」

「ほんとに親思いなんだな、心こ乃の枝えは」

　照れた顔でほほ笑みながら、心乃枝はちらりと将しよう悟ごの目を見た。

「し、将悟さん、よかったら灯とう籠ろう流し、行きませんか？　花火も打ち上げられますし」

「うーん、行きたいけど、自由研究も残ってるしな……」

「あ、そうですよね……。ごめんなさい……」

　心乃枝はしゅんとした顔になり、残念そうにうつむく。

　――やっぱ、行くべきかなぁ。夏が過ぎたら、もう思い出なんて作れないし……。

　どうしたもんか迷いながら、将悟は再び灯籠流しのポスターを見た。

「……お？　フォトコンテストって書かれてる」

　ポスターの下部で、灯籠流しの写真を募集するコンテストが告知されていた。

　主催は地元の商店街で、特賞には一泊二日の温泉旅行がプレゼントされるらしい。ほかにも、入賞者には商店街提供の各種賞品が用意されているそうだ。

「そうだ！　自由研究のテーマに、写真なんてどうかな!?」

「写真を撮るだけなんですか？」

「ただ写真を撮っただけじゃ自由研究にならないだろうけど、コンテストに応募したとなれば芸術活動と認められるんじゃないか？　入賞しなくても、参加賞もあるみたいだし」

「そうですねぇ……。マジメな写真を撮れば、認めてもらえるかも」

「俺おれはいつだってマジメだぞ」

「浴衣の女の子ばっかり撮ってちゃダメですよ」

「そ、そんなことしないってば。――じゃあ心乃枝、一緒に灯籠流しに行こうか？」

　その瞬間、心乃枝の表情がぱあぁっと明るく輝き……

「はい、行きましょう！」

　うれしそうにうなずいた。

　再び玄関のほうに歩き出そうとしたとき、背後から呼びかける声がした。

「将悟、鶴つる眞まさん。学校来てたの？」

　振り返ると、制服姿の雅みやびがいた。手には鞄かばんの代わりに、水着用の袋をぶら下げている。

「よっ、雅。宿題やりに図書室にいたんだよ」

「どーせ『宿題終わんないよ～』なんて泣き叫んでたんでしょ」

「そんなことないぞ。これでも勉強熱心な優等生だって噂うわさになるほどなんだ」

「はーっ？　将悟が勉強熱心ー？　信じらんないなー」

　疑わしそうな目でジローッと見つめてくる。

「本当ですよ。将悟さん、自由研究もすっかり忘れるほど勉強熱心なんですから」

　真の優等生たる心乃枝が、チクッと痛いことを言った。

「ま、まぁ俺おれのことはいいじゃないか。――雅みやびは部活だったのか？」

「カフェのバイトも終わったし、今日は久しぶりに水泳部で泳いだの。来年は全国大会行くんだから！」

「あぁ、応援するぜ。――そうだ、雅も一緒に灯とう籠ろう流しに行かないか？　今、心こ乃の枝えと行こうって話してたんだ」

「将しよう悟ごと鶴つる眞まさん……？　……デートじゃないの？　あたしが一緒でいいのかなー？」

「い、いやデートってわけじゃないよ。なぁ、心乃枝」

「え……？　それは、デートっていうか、その、えっとですね……」

　心乃枝は赤い顔でうつむいて、ごにょごにょ言い出した。

「俺は自由研究でフォトコンテストに応募しようって思ってさ。だから雅も遠慮することないぞ。俺だって、兄妹で夏の思い出を作りたいさ」

「ふーん……」

　雅は少し不思議そうに、将悟と心乃枝の顔を見つめた。

「じゃ、あたしも一緒に行こっかな。こないだ実家から新しい浴衣持ってきたの！」

「じゃあ待ち合わせして、みんなで灯籠流しに行こう。心乃枝もいいよな」

「は、はい……」

　心乃枝は少し元気なさそうな顔でうなずいた。

　――あ、あれ？　心乃枝、雅と一緒じゃイヤだったのか？

　しかし心乃枝は一足先に、とぼとぼと廊下の先へ歩き出してしまう。

　将悟がちょっとさびしそうな彼女の背中を見ていると、雅が肘ひじで脇わき腹ばらを突っついた。

「……バカ将悟」

　呆あきれたような目を向け、ボソッとつぶやいた。



　　　　§



　灯籠流しの日になると、将悟はクローゼットの奥にしまってあった紺の浴衣を着た。夏の社交場で着用することもあるかもと、用意してあったのだ。

　もちろんフォトコンテスト用のデジカメも忘れてはならない。

　浴衣を着て出かける準備を済ませ、外に出た。夕刻が近づき、陽ひが西に傾いている。

　待ち合わせの学校正門前に行くと、すでに心乃枝と雅が立っていた。

「お待たせ！　……二人も浴衣なんだ」

　心乃枝はピンクに淡い花柄の浴衣。雅は白地に水玉模様の浴衣。

　どちらも夏祭りの女の子にふさわしい、かわいらしい浴衣姿だ。

「もうすぐ夏もおしまいですから、今のうちにオシャレしなきゃですよ」

　心こ乃の枝えの言葉に、雅みやびもコクコクとうなずいた。

「そーよ！　浴衣着て花火見ながら綿アメ食べなきゃ、夏は終わんないから！」

「高校生になって綿アメかよ」

「むっ、何よ将しよう悟ご。あたしが子供っぽいって言いたいわけ!?」

「だって綿アメとか、まるっきり子供じゃ……」

　言いかけて、思わず将悟は口をつぐんだ。

　見つめた雅の顔が、なんだか妙に色っぽく感じたのだ。

「な……何よ……」

「いやその……雅、なんか雰囲気変わった？　大人っぽくなったっていうか」

「べ、別にぃ～。あたし、ずっと前から大人だもん。将悟が気づかなかっただけだもん」

　――雅、いつの間にこんな変わったんだ？

　戸惑っていると、心乃枝がくすっと笑った。

「ふふっ。将悟さん、秘密はですね、メイクですよ、メ・イ・ク」

「あぁんもう、鶴つる眞まさん言っちゃダメ！」

　雅がぷぅーっとほおを膨らませる。こうするとたちまち、いつもの子供っぽい顔だ。

「……メイク？　化粧してるのか？」

「ほんのちょっと、ですけどね。軽くパウダーを塗って、アイラインを引いたんです。せっかく浴衣着てお出かけするなら、ナチュラルメイクしてみようかなって。それで神かん凪なぎさんにも、わたしがメイクしてあげたんです」



    

  
    
      



    

  
    
      　よく見れば、心こ乃の枝えもいつもより少し目元がくっきりしている。

　隠し味のようなメイクが、素顔のままでもきれいな二人をより引き立てていた。

　雅みやびがちょっと恥ずかしそうに、チラチラと将しよう悟ごのほうを見た。

「ど、どう？　わざわざメイクしてきてあげたんだから、感想くらい言ってよね」

「あぁ。雅も心乃枝も、浴衣もメイクもバッチリ似合ってるぜ」

「ほ、ほんと……？」

「もちろん。大人っぽくなってて、驚いちまった」

「し、将悟だってその浴衣、まぁまぁかっこいいわよ」

　雅は口をへの字に曲げながら、照れた顔で褒めてくれるのだった。



　それから三人で電車に乗って、灯とう籠ろう流しの会場に向かった。

　最寄り駅の改札を出ると、そこは大小のビルが立ち並び、大通りが走る都市部だ。下町風情が残る地域で、多くの寺や神社が点在する観光地にもなっている。

　周辺の道路は、灯籠流しや花火を見に来た人々でごった返していた。あちこちで警笛の音が響き、何人もの警官が交通整理をしている。

　人波に流されるようにして五分ほど歩くと、一本の川が見えてきた。街まち中なかを横切る幅広い川だ。川には何艘そうもの屋形船が浮かび、水面はオレンジ色の空を反射している。

　コンクリートで舗装された川岸には、多くの人たちがビニールシートを敷いて座っていた。早くも陽気に酒盛りしてる一団までいる。

「しっかし、すげぇ人数だなぁ……。雅、迷子になるんじゃないぞ」

「ならないわよっ。将悟こそはぐれたりしないでよね」

　雅は強気に言いながら、いつの間にかしっかり将悟の浴衣のそでを握っている。

　――まったく、ほんとは不安なくせに。

　将悟は気づかないふりをして、そのままそでを握らせてあげた。

「雅も心乃枝も、携帯電話は持ってるよな。万一はぐれたら、すぐ連絡しよう」

　二人はうなずいて、携帯電話を取り出して見せた。これなら人込みでも安心だ。

「あっ、将悟く～ん、心乃枝ちゃんに雅ちゃ～ん」

　聞き覚えのある声に振り返ると、赤い浴衣を着た女の子が手を振っていた。

「天てん導どう会長？　国くに立たちさんと滋し賀がさんも」

　手を振っているのは、生徒会長の天導愛ま菜なだ。隣には副会長の国立凜りん香かと、同じく生徒会の滋賀さんもいる。

「へぇ、みんなそろって灯籠流し見に来たんだ」

「そうなの～。学校に招待券があってね、小こ都と里り先生がプレゼントしてくれたの～」

「招待券？　お祭りに券なんか必要だっけ？」

「あれだよ。愛ま菜なたち、あれに乗るの～」

　愛菜は川べりに浮かぶ屋形船を指さした。

「船に乗って灯とう籠ろうを流して、そのあとお寿司食べながら花火見るんだ～」

「寿司って、マジかよ!?　いいなぁ……」

　思わずヨダレを垂らしそうになると、凜りん香かがふふんと鼻を鳴らした。

「帝みかど野のセンパイ。うらやましがってもお寿司は食べられませんよ。わたしを誘わず、鶴つる眞まセンパイや神かん凪なぎセンパイとデートしてる罰ですわ」

　そのとたん、滋し賀がさんが「ぴぅっ！」としゃっくりみたいな悲鳴を上げた。

「せ、センパひ、デートなんですか!?」

「で、デートじゃないって。灯籠流しして、ご先祖さまを供養するためにだね……」

「ほらほら、船に乗り遅れますわ。早く行きましょう」

　将しよう悟ごの言い訳を無視して、凜香は愛菜と滋賀さんの背中を押して歩き始めた。

「みんなのぶんまでお寿司食べてくるからね～」

　自慢してるのか素で言ってるのか、イマイチわからない愛菜である。

「いいなぁ……。俺おれも寿司食いたい……」

「帝野、何をひもじそうな顔をしているのだ？」

　また別の声がして見ると、今度は二人の女の子が立っていた。

「嵯さ峨が良らセンパイ！　それに来くる実みさんも」

　二人とも今夜はいつものコスプレ姿でなく、浴衣姿だ。

　もっとも芽め依いが着ているのは、カボチャ頭やら魔女の三角帽子やらが描かれたオカルトチックな浴衣だった。そして来実さんは、プマリンちゃんという変身ヒロインのイラストが描かれた、ちょっと子供っぽい浴衣を着ている。

　――なんか、いつものコスプレとあんまり変わらない気が……。

　つい、思ってしまう将悟だった。

「そうだ、嵯峨良センパイ。雅みやびがバイトでお世話になりました」

　ペコリと頭を下げると、隣にいた雅が、

「も～っ、保護者みたいなこと言わないでっ」

　と、恥ずかしそうに将悟の頭をコツンと叩たたいた。

「神凪センパイ、また一緒にバイトしましょうね」

　来実さんが雅に向かってニコッと笑いかける。

　そのときパシャッとシャッター音が響き、ストロボの光がまたたいた。

　芽依たちから少し離れたところに、渦巻き模様の目がまわりそうな浴衣を着た少女が立っている。カメラを構え、レンズをまっすぐ来くる実みに向けていた。

「新あら谷やさんもいたのか」

　新聞部の新谷部長は将しよう悟ごを見て、ククク……とアヤしい笑みを浮かべる。

「当然だ。今こ宵よいの灯とう籠ろう流しこそ夏の取材の総決算じゃないか。――ところで帝みかど野の将悟。あのカメラは役に立っておるかな？」

　将悟はポケットから、先日もらったデジカメを取り出した。

「もちろん。今日は灯籠流しの写真を撮って、フォトコンテストに応募するつもりだよ」

「それは頼もしい。おぬしの活躍に期待しよう」

　それから将悟は、再び芽め依いのほうを見た。

「センパイたちも灯籠を流しに来たんですか？」

「わたしのカフェが、この地元の商店街から招待されてな。これからテラスの特待席で灯籠流しと花火の見物をするのだぞ」

　芽依は川岸の一角に作られた、小高いテラスを指さした。

「メロンも食べられるんですよ！　来年は帝野センパイたちともご一緒したいです」

　そして三人は、将悟たちに手を振りながらテラスのほうに歩いていった。

「こっちはメロンかよ……。うらやましいぜ……」

　未練がましい目で芽依たちを見送っていると、心こ乃の枝えが口を尖とがらせた。

「もう、さっきから将悟さんったら、花より団子ですか？」

「うぅ、花も大事だけどさ、腹減った……」

　そのとき近くの屋台から焼き鳥の匂においが漂ってきて、将悟のお腹がくぅ～っと鳴った。

　川岸に平行した道路にいくつのも屋台が出て、焼き鳥や焼きそばを売っている。

　金魚すくいやお面売りの屋台も出て、子供たちが集まってはしゃいでいた。

「でも将悟、ごはん食べてたら灯籠流し終わっちゃうよ」

「そうだな。灯籠を流してから、花火見ながら何か食おうぜ」

　というわけで三人は、灯籠流しの参加手続きを済ませることにした。

　川岸に白いテントが立てられ、そこで灯籠のセットを売っている。テントの前には、灯籠を買う人の列が並んでいた。将悟たちもその後ろに並ぶ。

　購入する灯籠は一家族につき一つだ。一つの灯籠に、『健康祈願』など家族の願いを書き、先祖を弔いながら川に流すのだ。

「あたしたちも一つずつ灯籠を買うの？」

　雅みやびの質問に、将悟は少し迷った。

「考えてみりゃ、俺おれと雅は兄妹なんだし、一つの灯籠でもいいのかな」

　灯籠流しは故人の魂を送るための行事である。

　将悟にとって身近で亡くなった人と言えば、父である熊五郎だ。

　歳若くしてこの世を去った父。隠し子の妹という存在を残した父。

　そして将しよう悟ごに帝みかど野のグループを継がせるため、生涯の伴はん侶りよを探せという条件を出した父。

　熊くま五ご郎ろうのことを考えて、ふと、将悟は思いついた。

「雅みやび。俺おれと雅で、一緒に父さんの供養のために灯とう籠ろうを流さないか？」

「熊五郎さんの？」

「そうさ。本来俺たちって、一つの家族じゃないか。二人で一つの灯籠を流して、あの世の父さんに無事に再会したことを教えてやるんだよ」

「そっか……。そう……だよね。あたしたち、家族だもんね」

　雅はしみじみと噛かみしめるようにつぶやいた。

　購入の順番が来ると、将悟と雅は共同で一つの灯籠を買うことにした。

　心こ乃の枝えは彼女の家族のために、自分の灯籠を買った。

　灯籠は、四角い台座と笠かさを組み立てた紙製のものだ。笠の中央には、小さなロウソクが立っている。ほかに一枚、白いシールが付属していた。このシールに一家の願いを書いて、灯籠に貼はって流すのだ。

「あちらに筆記具とテーブルが用意してありますから、ご記入ください」

　係の男性に案内され、三人は記入コーナーに向かった。

　長テーブルにシールを置いて、マジックペンを手に取る。

「雅、俺たちはどんな願いを書こうか？　父さんに文句を言ってやってもいいぞ」

「そうだね……」

　雅は考えこむように黙りこんだ。

　自分を隠し子として生んだ熊五郎に対し、なかなか言葉が出てこないのかもしれない。

　待っている間、隣の心乃枝のほうを見た。

「心乃枝は、何を書く……」

　言いながら彼女の顔を見て、将悟はハッと息をのんだ。

　心乃枝はじっと、将悟たちの灯籠を見つめていた。

　その目が、やたらとさびしそうに見えたのだ。

「心乃枝？　どうした……？」

　話しかけられたとたん、心乃枝はビクッと背筋を伸ばした。

「はいっ？　な、なんでもないですよ？　何をお願いしようかなって考えてたんです」

「そう？　だったらいいけど……」

　――今の心乃枝、なんかさびしそうだったけど……気のせいかな。

　気になったものの、すっかりいつもの心乃枝に戻っている。

　雅はというと、まだじっとテーブルを見つめて、願いごとを考えているようだ。

　心乃枝も雅もなかなか書き始めない。待ちながら周囲を見ると、ふと、隣のテントに立てかけられた看板が目に入った。

『フォトコンテスト参加用紙配布所』と書かれている。

　――そうだ、今日来たのは、自由研究のためだもんな。

「雅みやび、心こ乃の枝え、ちょっと待っててくれ。俺おれ、コンテストの用紙もらってくる」

　二人に言って、将しよう悟ごはフォトコンテストの参加用紙をもらいに隣のテントへ走った。

「あのー、フォトコンテストに応募したいんですけど」

　係の女性に聞くと、用紙と応募要項のチラシを手渡してくれた。

「こちらの応募用紙にご記入いただいて、プリントした写真と一緒にご郵送ください」

　将悟は手渡されたチラシを見た。

　この近くの地元商店街主催による、灯とう籠ろう流しの印象的な一瞬をとらえたフォトコンテスト。特賞には、一泊二日の温泉旅行をペアでご招待。さらに入賞者には、主催者である商店街から、様々な賞品が贈られるらしい。

「マジで特賞とっちまったらどうしようかな～。温泉旅行かぁ」

　誰だれと行こうかと考えて、ふと、さっきさびしそうな顔をしていた心乃枝を思い出した。

「心乃枝、本当は俺と二人で灯籠流しに来たかったのかな……」

　思い返せば学校の掲示板の前でも、雅を誘った瞬間、心乃枝は残念そうな顔をした。

　――本気で俺とデートしたかったのか……？

　そう考えた瞬間、ドキリと胸が高鳴った。

　まさかとは思うけど……本当に、心乃枝が将悟と二人になりたがってるのだとしたら。

　――今度こそ二人で温泉旅行……。

　目を閉じると将悟の頭に、ぽわわわ～んと温泉の光景が思い浮かんだ。

　人里離れた、山の中の高級天然温泉。湯けむり立ちのぼる温泉に入っているのは、一糸まとわぬ姿の将悟と心乃枝……。

『し、将悟さん……。み、見ちゃダメです……。恥ずかしい……です……』

　お湯につかりながら、心乃枝は両腕で胸を隠し、ポッと顔を赤らめる。

「ほら心乃枝、肩までお湯に入らないと風邪ひくぜ」

『ひゃん！　さ、触ったらくすぐったいですよぅ……』

「何言ってんだ。今夜はずっと触りっこじゃないか」

「……なんてニヤけた顔してるのかしら。気味悪い」

「そうだろ？　俺って気味悪い……え？」

　ハッと目を開けると、すぐ前に女の子が立って、汚物を見るような視線を向けていた。

　黒い浴衣を着た、宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈なだ。

「どうせ女と二人で温泉旅行だなんてふしだらな妄想してたんでしょ。ケダモノ」

「ふっ、ふしだらな妄想なんてしてな……いと思う……ぞ……」

「嘘うそなど無駄よ。変態じみた水着を収集し、わたくしを追いまわす盗撮魔で、そのうえ口がニラ臭い男など信用できるはずないわ」

　柚ゆず璃り奈なはずけずけと、夏休み中に目撃した将しよう悟ごの姿を非難した。

「だから、それ全部誤解だってば……。そもそもニラは栄養あるんだぞ」

「夏休み中も監視を続けてよかったわ。今度は温泉旅行で女をたぶらかせる計画とはね。さすがは女たらしと名を轟とどろかせるだけある男ね」

「ていうか、まだ俺おれを監視してたのかよ！　どうりで夏の間、よく出くわしたわけだぜ」

　柚璃奈はニヤッと不敵な笑みを浮かべた。

「覚えておきなさい。あなたに婚約者など見つけさせない。帝みかど野のグループの社長になど、させはしない。どこまでも妨害してやる！」

「どんだけ俺を憎んでるんだよ……。今度は何をする気なんだ!?」

　すると柚璃奈は、フォトコンテストの応募用紙を手に取り、ヒラヒラと振った。

「温泉旅行を手に入れるのは、このわたくし。わたくしの芸術的写真が、あなたを特賞どころか、参加賞すらもらえないほどに叩たたきのめしてあげるから」

「いや参加賞は全員もらえると思うけど……」

「あなたごときが温泉旅行など百年早いのよ！　泣き叫ぶ顔が目に浮かぶようね！」

　高笑いをしながら、柚璃奈は背を向け去っていく。



    

  
    
      



    

  
    
      「誰だれが泣き叫ぶか！　絶対に温泉旅行を手にしてやるからな！」

　応募用紙とチラシを畳んでポケットに押しこんだ。

　それから急いで心こ乃の枝えたちのところに戻る。

「悪い悪い、遅くなっちまった。そろそろお願い書けたか……って、あれ？」

　見まわして、将しよう悟ごは目をパチクリさせた。

　雅みやびの姿が見当たらなかったのだ。

「心乃枝、雅のやつ、どこ行ったんだ？」

「お手洗いに行くって言ってましたよ。すぐ戻ると思いますけど」

　長テーブルに、将悟と共同で買った灯とう籠ろうだけが置かれている。

　シールには、まだ何も書かれていない。

「心乃枝はなんて書いた？」

「わたしもまだ、何をお願いしようか悩んでるんです……」

「あんまり考えすぎる必要ないと思うけどな。『温泉旅行に行きたい』でもいいんだぜ」

「温泉旅行……ですか？」

「い、いや、たとえばの話。気楽に書いていいんじゃないかな」

　心乃枝はマジックペンのおしりをあごに当て、宙を見上げた。

「じゃあ……『想おもいが通じますように』って、書いちゃおうかな……」

「想い？」

「な～んて。もうちょっと、考えてみますね」

　心乃枝は恥ずかしそうにペロッと舌を出した。

　それから、十五分ほど時間が過ぎて……。

「雅、まだ戻ってこないのかな……？」

　依然として雅は姿を見せない。

「お手洗い、込んでるんでしょうか？」

　心乃枝も灯籠に願いを書くのも忘れ、心配そうに周囲をキョロキョロ見ている。

「迷子になったんじゃないだろうな。携帯で呼んでみるよ」

　将悟は携帯電話を取り出し、雅の番号にかけた。回線がつながり、呼び出し音が鳴る。

　……しかし、何度鳴っても雅は出なかった。

　時間をおいてもう一度かけたが、やはり出ない。

「すぐ戻るって言ってたんですけど……。事故じゃないですよね。誘拐とか……」

「ま、まさか。騒ぎも起きてないし、あいつだって高校生だ。誘拐なんてされないだろ」

　……とはいえ、将悟は少し不安になった。

　祭りには大勢の人が集まっている。中には悪い人間もいるかもしれない。

　もし一人でいるところを、そんな人物に狙ねらわれたとしたら……。

「わたし、一緒について行けばよかった……」

「心こ乃の枝えの責任じゃないさ。――一応、警察の人に話してみるか」

　祭りの会場には警備の警官も多数配置されている。迷子らしきことを伝えれば、相談に乗ってくれるだろう。

　将しよう悟ごは近くの道路に出て、近くに警官がいないか見まわした。

　その瞬間、目の端に女の子の姿が飛びこんだ。

　街路樹の根元に立ってこちらを見ている、白地に水玉模様の浴衣を着た女の子。

　雅みやびと同じ浴衣姿の少女。

「……みや……び……？」

　奇妙な姿に、呼びかける声が戸惑った。

　女の子はお面をつけていた。アニメのキャラクターである、プマリンちゃんのお面だ。

　子供向けにかわいらしくデフォルメされ、にっこりと笑顔を浮かべたお面。

　お面に覆われ、彼女の顔は見えない。

「雅？　何してんだ？」

　将悟は彼女のほうに向かって足を踏み出した。

　その瞬間、女の子はくるりと背を向け走り出した。

「お、おい待ってくれ！　雅！」

　しかし止まらず、浴衣のすそを振り乱し、彼女の姿は人込みに消えてしまう。

「神かん凪なぎさん、いましたか!?」

　心乃枝が駆けてくる。

「あ、あぁ……。だけど走って向こうに行っちまった」

　今のは間違いなく雅だ。顔は見えなくてもはっきりわかる。

　浴衣に髪形、背格好……見慣れた彼女を間違えるはずもない。

「捜してみるよ。追いかければ間に合う。――心乃枝は、雅が戻るかもしれないからテントの前で待っててくれ」

　言うと、将悟は雅を追って駆け出した。
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　それからしばらく、将悟は雅を捜して群衆の中を駆けまわった。

　しかし人込みで一人の人間を見つけるのは困難だ。見る見るうちに陽ひは沈み、空は暗い夜の色に染まっていく。星空の下、街灯や提ちよう灯ちんが明るく光を投げかけ、川の水面では虹にじ色いろの電飾を灯ともらせた屋形船がゆっくりと進んでいる。

　結局雅を見つけられないまま、将悟は灯とう籠ろうを売っているテントの前に戻ってきた。

「神かん凪なぎさん、見つかりましたか？」

　待っていた心こ乃の枝えが心配そうに聞く。やはり雅みやびは戻ってないようだ。

「ダメだ。人が多すぎて見つからない。何度も携帯にかけたけど、出ない」

「わたしも電話してみたんですけど、やっぱり出てくれませんでした」

「さっきの雅、ヘンなお面つけてたんだ。アニメキャラのお面をかぶってた」

「お面、ですか？　お面を売ってる屋台ならありましたけど……」

「お面をつけて、俺おれのほうを見てたんだ。――雅のやつ、何がしたいんだ？」

　あのときの雅は、将しよう悟ごが呼ぼうとすると、背を向けて走り出した。ということは、事故に遭ったり迷子になってるわけではない。

「わざと俺たちを避けてるのか……？」

　そう考えると、走り出した雅は逃げていったようにも思える。

「そういえば神凪さん、お祭りに来る前に言ってました……」

　心乃枝が、思い出したようにつぶやいた。

「わたしがメイクしてあげたとき、何度も『ほんとにあたしも行っていいの？』って。その……わたしが、将悟さんと二人きりで行きたがってるって思ってたみたいで……」

「雅のやつ、俺と心乃枝のデートだって思ったのかな？」

「…………」

　心乃枝はうつむいて黙りこんでしまった。

「なぁ、心乃枝……。もしかして今日、俺と二人のほうが……よかった？」

　心乃枝の顔が「はうぅ……」と真まっ赤かに染まっていく。もどかしそうに腰をくねらせながら、鈍い将悟を非難するようにチラッと睨にらんだ。

「……わたし、さっきうらやましかったんです。神凪さんのこと。将悟さんと一緒に灯とう籠ろうを流そうって言ってるの見て、将悟さんと神凪さんって、家族なんだなぁって……」

「まぁ、血のつながった兄妹ってわかったしな」

「その…………家族になりたいなぁって……。わたしも……」

「えっ？　家族……？」

「なっ、なんでもないですっ！」

　川岸では灯籠流しの式典が始まっていた。スピーカーから木もく魚ぎよの音とともに、寺の住職がお経を読み上げる声が流れてくる。

「あ、見てください！」

　心乃枝が叫んで、川のほうを指さした。

　暗い水面を、何個もの小さなオレンジ色の光が列を作って流れている。

　灯籠だ。ロウソクの炎をまたたかせた小さな灯籠が、ホタルの光のように輝いていた。

「灯籠流し、始まったんだな」

　将しよう悟ごは、手に持った紙製の灯とう籠ろうを見つめた。

　――せっかく、雅みやびと一緒に流そうと思ったのに……。

　でもそんな思いつきを、心こ乃の枝えはうらやましがっていた。そしてさびしそうにしていた。

　――そのこと、雅は感づいてたのかも……。

　だから雅は、自ら姿を隠したのかもしれない。将悟と心乃枝が二人きりになれるように。二人で仲良く灯籠を流せるように。

　お面で正体を隠して、こっそり将悟たちの様子を見守っているのかもしれない……。

『将悟、しっかりしてなきゃ、鶴つる眞まさんまで行方不明になっちゃうよ』

　そんな雅の声が、聞こえる気がした。

　ならば今、将悟がするべきことは……。

「心乃枝。――二人で、灯籠流ししようか」



　川岸には、灯籠流しの順番待ちの列が長く伸びていた。百人以上はいるだろうか。

　川岸の一ヶ所に灯籠を流すためのスロープが設置されていて、参加者はそこから灯籠を流すことになっているのだ。

「ずいぶん並んでるんだな。一時間くらい待たされそうだぞ」

「しょうがないですよ。わたしたちも並びましょう」

　二人は列の最後尾に向かって歩き出した。

「心乃枝、混雑してるからはぐれないようにな」

　将悟は彼女の手を取った。

「あ……」

　心乃枝の体が硬直して、顔を赤くする。

「ご、ごめん。そんなつもりじゃなくて……」

　あわてて手を離そうとした。

　……が、心乃枝のほっそりした指が、将悟の手を握り返してくる。

「わたし、どこにも行きませんよ」

　祭りの照明に照らされた心乃枝のほほ笑みは、なぜか、はかないものに感じられた。

　彼女が、夏の終わりと同時にどこかへ消えてしまう妖精のように思えた。

　心乃枝にいなくならないでほしい。こうして隣にいてほしい。だから……

「どこにも行かせないさ」

　将悟はもう一度、そっと心乃枝の手を握り、二人で列の最後尾に並んだ。

　それが、単に人込みで迷子にならないための約束なのか……それとも、もっと長い時間二人で一緒にいようという言葉なのか……将悟は自分でもよくわからなかった。

　だけど今はただ、彼女の手を握っていたかった。

「コレ、いつまで並ぶのよぉー。ヤダ、汗で化粧ベットベトー」

　すぐ後ろでギャルっぽい格好のお姉さんたちが、長い列にぶつくさ文句を言い出した。これじゃ、イマイチ雰囲気が出ない。

「ところで将しよう悟ごさん。灯とう籠ろうのお願い、まだ書かないんですか？」

「そうだな、並んでる間に書かないと」

「わたし、ペンなら持ってますよ」

「うーん……順番まで時間あるし、もうちょっと待ってみるよ」

　もしかしたら、ひょっこり雅みやびが戻ってくるかもしれない。灯籠を流すギリギリの時間まで、書かずに待っていよう。

「じゃあわたしも、将悟さんが書くまで待ってますね」

「俺おれに気をつかわなくていいんだぞ」

「違いますよ。……一緒に、お願い書きたいですから」

　その言葉を聞いた瞬間、息が止まりそうになって、思わず心こ乃の枝えの顔を見つめた。

　……と、さっき人込みの中を歩いたせいか、心乃枝の浴衣の胸元が着崩れている。

　わずかに開いた浴衣の隙すき間まから、白い肌をした胸の谷間がのぞけてしまいそうで……。

「う……こ、心乃枝……」

　将悟の視線に気がついて、心乃枝はサッと両腕で胸を押さえた。

「ひゃう!?　みっ、見えちゃいました!?」

「み、見えない見えない！　ギリギリセーフだから!!」

　将悟はあわてて目を反らした。

「ひうぅ……」と、心乃枝の泣きたそうな声を聞きながら、着崩れを直すのを待つ。

　それからもう一度、心乃枝の目を見つめた。心乃枝もまた、将悟を見つめ返してきた。

　――心乃枝、そんなに俺と一緒にいたいと思ってくれるのか……。

　いつの間にか、二人の顔がゆっくりと近づいた。

　唇と唇が引き合い、寄せられて、心乃枝の口から吐く暖かな息がほおにかかる。

「ちょっとー。前、開いてるんだけどー」

　声がして、将悟たちはハッと顔を上げた。

　後ろに並んだお姉さんがイラついた顔で睨にらんでいる。

　いつの間にか列が進んで、将悟たちの前が広く開いていたのだ。

「す、すみませんっ」

　将悟と心乃枝はあわてて駆け出し、列を詰めた。

　前に並んでいるのは、浴衣姿の若いカップルだった。夫婦なのか、赤ちゃんにどんな名前をつけようか楽しそうに話している。

「あの……将悟さん。もし、もしも……ですよ？」

　若夫婦の背をチラチラ見ながら、心こ乃の枝えはもじもじと両手の指先をいじり出した。

「わたしと将しよう悟ごさんが……家族になったら、どんなお願い、したいですか……？」

「こ、心乃枝と……家族に!?」

　――心乃枝と家族になるって……つ、つまり、結婚したらってことだよな……。

　思わず、若夫婦が持つ灯とう籠ろうを見つめた。二人の名字と、願いごとが書かれている。

「『安産祈願』……」

「あ、あんざ……ん!?」

　心乃枝の顔が、ボッと真まっ赤かに燃え上がった。

「ししし、将悟さんっ、そそ、それはさすがにまだ早いですっていうか、でも家族になったらやっぱり赤ちゃんの三人や四人っ、男の子と女の子、どっちがいいですかっ!?」

「い、いや心乃枝！　俺おれの願いじゃなくってだな！　あれだよ、あれ」

　頭をフラフラさせている心乃枝の肩を揺すり、若夫婦の持つ灯籠を指さした。

「あの人たちの灯籠が見えただけだって」

「なーんだ……。わたしたちのことじゃないんですね……」

　心乃枝は口をすぼめて、安心したような期待はずれなような複雑な顔になった。

　将悟は考えた。もし心乃枝と結婚して、一緒に暮らすようになったら、どんなお願いをするんだろう。

「そうだな。――みんながずっと、笑顔でいられますように」

「笑顔、ですか？」

「うん。俺は心乃枝に、ずっと笑顔でいてほしい。今だってそう思ってるさ」

「ふふっ。将悟さんらしい答えだなぁ」

　心乃枝は望みを叶かなえるように、くすっと笑ってくれた。

　……が、彼女の笑顔がふいに曇り、煙のようにかき消えてしまう。

「でも、わたしだけ笑ってていいんでしょうか……」

「どういうこと？」

「神かん凪なぎさん……です。神凪さんにも、笑ってほしくないですか？」

「もちろん俺は、雅みやびだって笑顔でいてほしいぜ。大切な妹だしな。だから『みんなが笑顔でいてほしい』ってお願いしたいんだよ」

「でも今、神凪さん笑ってますか？　一人だけ、どこかに行っちゃったのに」

「それは雅が俺と心乃枝を気づかってくれて、わざといなくなったからだろ？」

「そうなんでしょうか……」

　心乃枝は納得いきかねる顔で眉み間けんにシワを寄せた。

「神凪さん、お面をつけてたって言ってましたよね。どうしてそんなことするのか、やっぱり気になっちゃうんです」

「正体を隠してるつもりなんじゃないか？　バレバレだったけどさ」

「せっかくメイクまでしてきたのに、そんなふうに顔を隠すでしょうか？　もしかして神かん凪なぎさん、笑ってる顔を見せられないから顔を隠してるんだったら……」

　突然の心こ乃の枝えの言葉に、将しよう悟ごは心が動揺し始めた。

「いや待ってくれ。『ずっと笑顔でいてほしい』ってのは、文字どおり年中笑っててくれって意味じゃないぞ。幸せでいてほしいって意味なんだよ。だいたい雅みやび、しょっちゅう不機嫌な顔してるし。今さらぶっきらぼうな顔したところで、いつもどおりじゃないか」

　しかし心乃枝は、うつむきながらつぶやいた。

「……でも女の子って、好きな男の子には、きれいな姿を見てほしいんですよ」

　雅は今日、メイクをしていた。祭りを前に、おめかししていた。

　そんな彼女がお面で顔を隠すのは、きれいな顔を見せられなくなったから……？

　たとえばメイクが崩れたとか……。汗で？　それとも……

　涙が流れて……？

　将悟はおそるおそる、雅を捜すようにまわりを見まわした。

　そのとき、またも視界にあの女の子の姿が映った。

「雅……」

　人込みの中、アニメキャラのお面をつけて、一人でたたずむ水玉の浴衣姿。

　顔を隠した雅が、遠くからじっとこちらを見ている。

　明るい笑顔のお面に隠れた表情を、知ることはできない。

「心乃枝、スマン！　このままじゃダメだ。雅も……一緒じゃなきゃいけないんだ！」

「はい！　わたしも……神凪さんに笑っててほしいです」

「ありがとう。――よし、二人で追いかけよう！」

　将悟と心乃枝は列を離れ、雅に向かって走り出した。

「おーい、雅！」

　お面の少女はハッと体を強こわばらせ、またもサッときびすを返して逃げ出した。すぐに人込みの中に紛れ、見えなくなってしまう。

「将悟さん！　また、いなくなっちゃいます！」

「心乃枝はこのまま雅を追いかけてくれ！　俺おれは先回りする！　挟み打ちにしよう！」

　将悟は一人で走り出し、人通りの少ない川岸沿いの道へ出た。

　そのまま雅が向かっている先を予測して、全速力で駆けた。

　――雅……笑っててくれ……。

　走りながら、心の中で何度も雅の名を呼んだ。本当の表情を隠している彼女の名を。

　祭りの群衆を迂う回かいして橋のたもとまで走り抜けると、雅を先回りして待ちかまえる。

　次の瞬間、人波の中からプマリンちゃんのお面をつけた少女が飛び出した。

「雅みやび！」

「…………!!」

　少女は驚いたように足に急ブレーキをかけ、転びそうなほど体を傾けながらＵターンする。将しよう悟ごは再び人波に消えようとする彼女の背を追いかけた。

「待ってくれ！　雅！　泣かないでくれ……っ!!」

　その瞬間、時が静止したように少女は止まった。

　彼女の向こう側から、心こ乃の枝えが駆けてくる。

　二人に挟まれて観念したのか、少女は小さく肩を落とし、将悟のほうに振り返った。

　将悟は彼女の前に歩くと、そっとお面に手をかけ、ゆっくりと外していく。

　笑顔のお面の下から、雅の素顔が現れた。

　涙を見せないように目を伏せ、悲しさを噛かみ殺すように唇を震わせていた。

「……なんで……泣いてるって思ったのよ」

「どうして雅がお面をつけてるのか、最初はわからなかった。俺おれたちに正体がバレないように顔を隠してるんだって思ってた。だけど、そうじゃないって気づいたんだ」

　将悟は雅の顔を見ながら、静かに言った。

「泣き顔を見られたくなかった……、涙を見せたくなかったから」

「あたし、涙なんか流してないでしょ……」



    

  
    
      



    

  
    
      「でも、涙のあとは残ってる」

　雅みやびの目が真まっ赤かに充血している。目元からほおにかけて、うっすらとメイク崩れの筋が流れていた。

「うぅ……」

　雅はまた唇を震わせた。

「そうか、電話に出られなかったのは、しゃべると嗚お咽えつが漏れるからなんだな……」

　将しよう悟ごは彼女の両肩に手を置き……そっと抱きしめてあげた。

「し、将悟……？」

「無理して、俺おれと心こ乃の枝えが二人でいられるようにしてくれたんだよな」

「バカ……。ち、違うわよ。そんなんで泣いたんじゃないの」

「違う……？」

「ほら、灯とう籠ろうを買ったあと、灯籠に願いを書こうとしてたでしょ。あたし、願いごとを考えてるうちに、思い出しちゃったの」

「思い出したって、何を？」

「お母さんのこと……。今、どこでどうしてるのかなって。そしたらなんか悲しくなっちゃって、涙が出てきちゃうし、目は真っ赤になっちゃうし、こんな姿、人に見られたくないから、悲しくなくなるまでお面つけてようって……」

　雅の言葉に、将悟はほおを叩たたかれた気がした。

　雅を育てた両親は彼女が幼いころに離婚し、母親は家を出ている。

　熊くま五ご郎ろうの隠し子である雅を産んだ母。彼女がどこにいるのかは、将悟も知らない。

「わたしも、おんなじ気持ちになること、ありますよ」

　ふいに心乃枝が、雅に向かって言った。

「わたしも、今でもたまに考えちゃうんです。――わたし、養子としてもらわれた子供じゃないですか。わたしの生みの両親は、今どこにいるのかなぁって」

「そっか……。鶴つる眞まさん、本当の親が誰だれかもわかんないんだね……」

「でも、悲しいわけじゃないですよ。今のパパとママのこと、わたし、大好きですから」

　心乃枝は明るくニコッと笑った。

「うん……。あたしも、育ててくれたお父さんも、いなくなっちゃったお母さんも、それに熊五郎さんも、みんな、嫌いじゃないよ……」

　また涙が滲にじんだらしい。雅は悲しさを吹き払うように、手で目頭をこすった。

「あん、またメイク崩れちゃいますよぅ。顔、洗いませんか？」

　それから雅は公衆トイレの洗面所で顔を洗い、さっぱりした顔になった。

　心乃枝はバッグから小型のメイクセットを取り出してパフを指先に持ち、雅のほおに軽くパウダーを塗ってあげる。

　さっきまで泣いていた雅みやびは、またナチュラルメイクした、少し大人っぽい顔に戻った。

　二人を見ながら、将しよう悟ごは思った。

　――俺おれ、本当の親がわからない不安とか、考えてあげられなかったよな……。

「雅、心こ乃の枝え。考えたんだけどさ、今、ちょうど灯とう籠ろうが二つあるだろ？」

「わたしが買ったものと、将悟さんと神かん凪なぎさんが共同で買ったものですよね」

「この二つを、三人で共同で流さないか？　もちろんお金は公平に払うから」

「共同って、あたしたち二つずつ灯籠流しするってこと？」

「そういうことになるかな。一つの灯籠は、俺と雅の父さん……帝みかど野の熊くま五ご郎ろうのため。心乃枝だって、父さんのこと知ってるだろ？」

「はい。子供のころ、お世話になりましたから」

「もう一つは、俺たち三人、それぞれのご先祖さまのために、さ」

　そうして将悟たち三人は、それぞれ二枚のシールに願いを書いた。

　将悟は、熊五郎を弔う灯籠には『本当の家族が暮らせますように』と書き、先祖を供養する灯籠には『みんなが笑顔でいられますように』と書いた。

　心乃枝と雅もそれぞれの想おもいを託した願いを書き、二枚のシールを二つの灯籠に貼はる。

　熊五郎に向けた灯籠を雅が、それぞれの先祖に向けた灯籠を心乃枝が持った。

「よし、灯籠を流しに行こう。急がないと、灯籠流しの時間が終わっちまうぜ」

　三人は再び灯籠流しの列に並んだ。灯籠流しはもう終盤で、列はだいぶ短くなっている。

　やがて三人の順番が近づいてきた。

　川岸に据えられた木製のスロープが灯籠を流す場所だ。水が流れるスロープに灯籠を置いて、すべり台のように川へと流す仕組みになっている。

「へぇ～、流しそうめんみたいだね～」

「もうっ、神凪さんってば風情がないですよ」

「何よ、鶴つる眞まさんだってお腹グウッって鳴らしたくせに」

「そ、それとこれとは話が違いますっ!!」

　将悟は口ゲンカしそうな二人の背をポンと押した。

「ほら、次は俺たちの番だぞ」

　順番になると、係員がライターで灯籠のロウソクに火を灯ともしてくれる。

　そのまま誘導に従い、心乃枝と雅はスロープの前に立った。

　――おっ、なんかいい絵になりそうだ。

　将悟はデジカメを取り出し、二人に呼びかけた。

「おーい、二人とも、こっちを見てくれ！」

　夜の川の前に立ち、祭りの煌こう々こうとした照明に照らされた、灯籠を持つ二人の少女。

　浴衣姿の心乃枝と雅をフレームに収め、シャッターを切る。

「じゃあ将しよう悟ごさん、流しますね」

　心こ乃の枝えと雅みやびは同時に、灯とう籠ろうをスロープに置いた。

　たちまち二つの灯籠は勢いよくスロープを滑り落ち、川へと流れ出る。

　みんなで灯籠を追いかけて駆け出した。

「あそこ！　今あそこ流れてるよ！」

　二人の流した灯籠は小さな明かりとなって、多くの灯籠に交じって流れていく。

　暗い川を流れるたくさんの光は、まるで夜空に浮かぶ天の川のようだ。

　将悟は揺らめく光を見つめながら、父のことを思い浮かべていた。

　――父さん、隠し子の妹なんて作ってくれやがって……。でもな、俺おれはちゃんと妹と再会したんだ。そして、必ず生涯の伴はん侶りよとなる女性と出会ってやるからな……。

　三人はそれぞれの想おもいを胸に、遠く離れていく灯籠を見つめ続けた。

　……と、ふいに二人の流した二つの灯籠がカツンとぶつかりあった。

　雅の流した灯籠がフラフラと揺れ、危うく倒れそうになる。

「ちょっと鶴つる眞まさん！　ジャマしないでよ！」

「ジャマなんてしてませんよ！　神かん凪なぎさんこそ、もっと離れたらいいじゃないですか！」

　二つの灯籠が再びゴツンとぶつかった。今度は心乃枝の流した灯籠がくるくるまわって倒れそうになる。

「は、反撃なんてタチ悪いですっ!!」

「へへ～ん、先にジャマした罰よ！」

「わたしが先に通ろうとしたんです！　神凪さんの灯籠、もっと脇わきにどけてください！」

「鶴眞さんのこそ、もっとあっち行ってってば！　シッシッ!!」

　二人は互いを川に蹴け落おとす勢いで押し合いながら、デッドヒートする灯籠を追いかけた。

「もっと右行って！　あたしが先に通るのっ!!」

「左ですっ！　神凪さんになんか道を譲りませんからっ!!」

「ふぬぬぬぬぬっ！」

「くぬぬぬぬぬっ！」

　二人で灯籠に向かって腕を伸ばし、念を送るかのごとく手のひらを広げる。

　――お前ら超能力者かよ……。

　祭りの情緒もどこへやら、熱く張り合う二人に呆あきれる将悟だった。



「やっぱお祭りは綿アメだよね～」

　灯籠流しを終えた三人は屋台でおやつを買い、ベンチに並んで座った。

「ほら雅、口のまわりが砂糖でベタベタだぞ」

　雅の隣では、心乃枝がほふほふとタコ焼きを食べている。

「タコさん大きくてとってもおいしいですよ～」

「心こ乃の枝えまで口のまわりソースで真っ黒にして……。メイクも何もありゃしない」

　将しよう悟ごは呆あきれながら、焼きそばをずずっと口に入れた。

　そのとき、暗い空に一転の光が打ち上げられ……直後、大輪の花を咲かせた。わずかな間をおいて、ドドドォ……と重い爆発音が空気を震わせる。

　色鮮やかな大花火に、祭りの群衆から喝かつ采さいの声が上がった。

「すご～い！」

「きれいですねぇ……」

　続いて五つの光が打ち上げられ、ヒマワリのような花火が立て続けに咲き乱れる。

　雅みやびと心乃枝も、次々に打ち上げられる花火にたちまち魅入られていた。

　将悟も空を見上げ、食事も忘れて華やかな光の饗きよう宴えんを見つめた。

　打ち上げられ、鮮やかに輝いては消えていく無数の花火。

　それはまるで、熱く光り輝く夏の日々のようだった。



　　　　§



　夏休みも終盤の八月三十日、将悟に一本の電話がかかってきた。

「おめでとうございます！　このたびのフォトコンテストにて、帝みかど野のさまの作品が審査員特別賞に選ばれました！」

「マジですか!?　すげぇ……」

　先日の祭りのあと、将悟は心乃枝と雅を写した写真をコンテストに応募していた。その作品が入賞したから賞品を発送すると言うのだ。

　電話を切ってから、しみじみとあの写真を思い返した。

　浴衣を着て灯とう籠ろうを持つ、二人の少女。遠い家族を想おもう彼女たちの表情は、まさに灯籠流しのテーマにピッタリだ。

「これで自由研究もバッチリだぜ……。助かった……」

　――けど、さすがに温泉旅行は無理だったか。

　もしかしたら女の子を誘えるかも……なんて考えてただけに、そこは少しガッカリだ。

「……そういや、特別賞の賞品ってなんだろ」

　自由研究が終わりそうでホッとしたあまり、聞くのを忘れてた。

　とはいえ特別賞だから、せいぜい記念品みたいなものだろう。

　将悟はひとまずコンテストのことを忘れて、残りの宿題に没頭した。



　そして、夏休みもいよいよ最終日の夕方。

　将しよう悟ごは部屋で宿題のラストスパートをかけていた。

「よし……あと三ページで数学ドリル完了だぜ……。長い戦いだった……」

　今まさにミッションをまっとうする男の顔で、あごからしたたり落ちる汗をぬぐう。

　八月も終わりだというのに、今日も一日中、真夏のように暑かった。窓を開けても風一つ入らず、部屋は蒸むし風ぶ呂ろのようだ。

「ちくしょう……部屋さえ涼しかったら、とっくに宿題なんか終わってたのに……」

　ぶつぶつ文句を言いながら、壁に貼はったペンギンとシロクマの写真を見た。先日、動物園で撮った写真をプリントアウトしたものだ。

「部屋を南極っぽい雰囲気にしても全然涼しくなんねぇな。むしろシロクマに抱きつかれて暑苦しい夢まで見たぞ。ていうか、シロクマって北極にいるんだったっけ……。だから部屋が南極っぽくなんねーのか？」

　暑さに頭がボーッとして、どうでもいいことを考え続ける将悟である。

　ピンポーン、と部屋のインターホンが鳴った。宅配便が来たようだ。

「お、賞品が届いたのかな？」

　扉を開けると、宅配便のお兄さんが両手で大きなダンボール箱を抱えている。

　受け取って扉を閉めると、玄関にドカッと置かれたダンボール箱を見下ろした。

　高さ八十センチほどもある箱だ。箱には有名電機メーカーのロゴと、電化製品らしい型番が印刷されている。

「こ、こんなでかい賞品なのか？　特別賞なのにずいぶん豪華賞品だな」

　期待を膨らませながら発砲スチロールを取り外した。

　中から出てきたのは、金属製のカゴと大きなファンのついた電化製品で……

「って、これ扇風機じゃねぇか！」

　白いボディが美しい、最新の小型扇風機だった。しかも省エネ対応だそうだ。

「これで猛暑に苦しむ毎日とはおさらばできるんだ……。辛つらい日々だったぜ……」

　感慨にふけっていると、ピンポンピンポンピンポーン!!　と、けたたましくインターホンが鳴り響いた。

　あわてて出ると、扉の前に柚ゆず璃り奈なが立って、歯ぎしりしながら睨にらみつけてくる。

「みっ……帝みかど野の将悟！　なぜあなたが入賞などするの!?　嘘うそよ！　デタラメよ！　間違いに決まってるわ!!」

「間違いって……。柚璃奈もコンテスト参加したんだっけ。どんな結果だったんだよ」

　すると柚璃奈は「くうぅっ……」と、憎々しげに唇を噛かみしめた。

　手に持っていた細長い和菓子の箱を突き出す。

「こっ、このわたくしが参加賞の芋ようかんですって!?　誰だれが芋よっ、わたくしに対する挑戦かしら!?　わたくしが芋で帝野将悟が温泉旅行など、断じて認められないわ！」

　柚ゆず璃り奈なは芋ようかんをひん剥むくと、バクバクやけ食いし始めた。

「お、落ち着けって。俺おれだって特賞は逃のがしたんだしさ」

「……温泉旅行じゃないと言うの？」

「見ろ、この扇風機が賞品だ。ま、俺にとっちゃある意味、このほうが助かるしな～」

　将しよう悟ごは自慢げに扇風機をポンと叩たたいた。

　すると柚璃奈は、たちまち余裕に満ちた顔になり、ニヤリと冷笑を向けた。

「あらそう、残念だったわね。いい気味だわ。あなたの温泉旅行を阻止できたとなれば、わたくしが監視していた成果もあったというものよ」

「いや別に、柚璃奈に阻止されたわけじゃないような」

「いいこと？　これからも、あなたに婚約者など見つけさせはしない。あなたが女に近づくかぎり、いくらでも妨害してやるわ。覚悟してなさい」

「まだ妨害とか言ってるのか!?　いいかげんにしてくれよ！」

「ふん。妨害されたくなければ、帝みかど野のグループ社長の夢をあきらめることね」

　柚璃奈はさげすむような目で将悟を見つめながら、自分の部屋へ帰っていった。

「はぁ……。なんでそんなに俺を恨むんだか。……まぁいいや。気にしないでおこ」

　ため息をつきながら部屋に戻る。

　扇風機を部屋に置いて、さっそく電源を入れてみた。

「ひゃあ～、涼しいぜ～」

　そよそよと流れる風に当たると、肌を覆う汗も吹き飛ぶようだ。

「これでようやく、俺にも快適な夏休みが過ごせるんだな……って」

　将悟は窓の外の夕焼け空を見上げた。

「夏休み、今日でおしまいじゃねーか。明日になりゃ、学校で一日クーラー浴びてられるのに……。あと一ヶ月早く扇風機をもらえてたらなぁ」

　たちまちしょんぼりした気分になって肩を落とす。

「まぁいいや。これからも残暑が続くしな。冬までにお金貯めてエアコン直さなきゃ」

　残りの問題を片付けるために再び数学のドリルに向かった。

　――結局、夏休み中に婚約者を見つけられなかったな……。

　明日からは二学期。また、学校での日々が始まる。

　柚璃奈は宣言していた。将悟が婚約者を見つけることを妨害してやると。

　――あいつに、好き勝手させるわけにはいかない。

　モタモタしていられない。柚璃奈に先手を打って、生涯の伴はん侶りよを見つけなければ。

　――思いきって、告白するべきか……。

　将悟の頭に、『家族になりたい』とつぶやいた、一人の少女の姿が思い浮かんでいた。



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは、田た口ぐち一はじめです。今回は５・５巻として、シリーズ初の短編集となりました。本書には、携帯電話の電子書籍用に先行配信された短編三編に書き下ろしの一編を加えた、全四編が収められています。

　また前巻に引き続き、今巻でも将しよう悟ごの夏休みのお話が続きます。イベント豊富な夏は、まだまだ終わりません！　なお作中の時間経過は、４巻→短編集１話→５巻→短編集２話→３話→４話、という順になっています。

　ところで夏と言えば、みなさんはどんな思い出があるでしょうか？　私は幼いころから超絶的なリア充でしたので、夏の華麗なエピソードの数々を語るに事欠きません。

　今年の夏は、デジカメを持って動物園の動物を撮りに行ったり、灯とう籠ろう流しや花火大会に参加したりしました。一人で。灯籠流しでは彼女を連れたお兄さんに「灯籠売り場ってどこですか？」とか話しかけられたり、知らないおじさんに「灯籠ってどこから流せばいいんですか？」とか聞かれたりしました。きっと一人でいた私と、仲良くしてくれようとしたのでしょう。人情が身に染みますね。今年も実に充実した夏だったなぁ。



　さて本巻とほぼ同時に、もっつん＊先生によるコミック版も発売となりました。小説では想像するしかなかった心こ乃の枝えや雅みやびたちヒロインのあんな場面やこんな場面も、あますところなく描かれてしまっています！　どうぞぜひ、小説版ともどもお手に取っていただければ幸いです。

　そして本の帯などで告知が始まっておりますが、この度『この中に１人、妹がいる！』のアニメ化が決定しました！　これもひとえに、本シリーズをお読みくださった皆さまのおかげであります。現在、企画は着々と進められていますので、近いうちに続報をお伝えできると思います。



　変則的なスケジュールの中でイラストを描いてくださったＣＵＴＥＧカムさま。今巻の表紙を飾った滋し賀がさんと来くる実みさんも、心乃枝や雅たちに負けないくらいかわいいです！

　担当の児こ玉だまさま。初の電子書籍書き下ろしの進行、おつかれさまでした。いろいろ不慣れな点もありましたが、よい経験になりました。

　編集長の三み坂さかさまをはじめ、ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆さま、デザイン、校正、ＤＴＰやオーサリングの担当者さま、流通、書店の皆さま。今巻でも大変お世話になりました。

　そして読者の皆さま。これからも続く本シリーズ、そしてコミックやアニメの展開を、どうぞ楽しみにお待ちください。

二〇一一年十一月　田口　一



    

  
    
      　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身の東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。

　　他に『黒姫のユズハ』シリーズ、『三流木萌花は名担当！』シリーズ（ともにＭＦ文庫Ｊ）を刊行。

　　映画のＤＶＤを見ると、よく特典映像というのが付いています。製作技法の裏話などが好きでつい見てしまうのですが、ああいった特典映像って、どうして本編より長かったりするんでしょう。『本編１２０分、特典映像３００分！』とか。



　イラスト

　ＣＵＴＥＧ（カム）

　　昨日初雪が降りました。

　　風邪が２週も続いて「もう冬なのかよ！」と思ったり、暖かい所に住みたいと思ったり…

　　でも焼き芋は美味しいからがんばろー！



　　ＨＰ：‥*Strawberry Pink*

　　http://cuteg.exblog.jp/



    

  
    
      この中に1人、妹がいる！５．５
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